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序文

本市には多くの文化財が存在し、埋蔵文化財の包蔵地についても前川・安楽川・菱田川

を中心に 500ヵ所を超える多数の遺跡が確認されています。特に前川・安楽川沿いに縄

文時代の遺跡が多いことから、「縄文銀座」と称されるほどです。また一方で、志布志は古

くから港町として栄え、交易の拠点、交通の要衝として繁栄し、麓地区には多くの武家庭

園・寺院庭園が遣されています。これらの庭園のうち、天水氏庭園・平山氏庭園・福山氏

庭園は「志布志麓庭園Jとして国指定名勝となり、鳥漬氏庭園と清水氏庭園は国登録名勝

となっています。さらに、志布志をめぐる興亡の歴史を示す中世山城の志布志城跡も

国指定史跡に指定されています。

また本市南部の志布志湾沿岸部一帯は日南海岸国定公園の一部に指定され、沖合い約4

kmの志布志湾のほぼ中央に浮かぶ枇榔島は亜熱帯性植物群落が、国の特別天然記念物に指

定され、さらに志布志湾沿岸東部の海岸線は景勝に恵まれ、ダグリ岬を中心に陣岳山頂か

ら海岸一帯にかけて亜熱帯性の樹木が繁茂する風光明婦な美しい景観を映し出しています。

この報告書は、志布志市教育委員会が主体となって、平成 20・21年度において確認

調査を、平成 21・22年度に全面調査を行った成果をまとめたものであります。

調査の結果、井手上A遺跡からは縄文時代早期から近世にかけての遺物、遺構が確認さ

れ、特に弥生時代前期から後期末にかけての様々な遺物と、そのほぼ同時期に作られた竪

穴建物、近世の道跡と思われる溝状遺構が多数確認されています。

この発掘調査の成果が、今後の研究資料として活用されるとともに、広く文化財愛護思

想の啓発普及等、地域の文化財として活用され，文化財に対する理解を一層深めるこ

とが出来ればと願っております。

最後に，発掘調査に従事していただいた地域住民の方々をはじめ，現場における調

査から出土資料の整理・報告書の刊行に至るまで御指導・御協力いただきました県教

育委員会文化財課をはじめとする各関係機関、多くの先生方や関係の方々に深く感謝

申し上げ、刊行の序文といたします。

平成 24年 2月吉日

志布志市教育委員会

教育長坪田勝秀



例 言

1 本報告書は、経営体育成基盤整備事業の事業実施に伴い志布志市教育委員会が実施した発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、鹿児島県農政部の委託を受けて志布志市教育委員会が実施した。

3 井手上A遺跡の調査は、確認調査を平成 20・21年度、本調査を 21・22年度に行なった。整理作業・報告書作成は

平成 23年度に行い、鹿児島県教育庁文化財課及び鹿児島県立埋蔵文化財センターに指導・助言を得た。

4 挿図の縮尺は、各図面に示した。

5 発掘調査における写真撮影は出口・相美が行った。

6 発掘作業の実施にあたっては、周辺地権者のご理解と地元作業員のご協力により円滑に行なうことができた。

7 整理作業を篠原頼子、山元弓枝(志布志市教育委員会生涯学習課文化財管理室)で行った。

8 発掘調査・整理作業並びに報告書作成に際しては，以下の方々にご指導・ご教示を得た。記して感謝を申し上げた

し、。

西園勝彦 吉岡康弘(以上鹿児島県立埋蔵文化財センター) 中村直子(鹿児島大学埋蔵文化財調査室)

9 出土遺物の管理・保管は志布志市教育委員会で一括して取り扱い、今後文化財の啓発・普及に活用したい。

凡 例

1 本報告書に用いたレベル数値は、鹿児島県農政部が提示した事業実施計画図面の数値に基づくものである。

2 本報告書の土色・土器の色調について、数字及び英字で表記されているものは，農林水産省農林水産技術会議事務

局・財団法人日本色彩研究所色票監修「新版標準土色帖 2001年版」に準じて表記している。

3 乞遺物番号・各遺構番号は全て通し番号とし、本文及び挿図・図版中の番号と一致する。

4 周辺遺跡一覧に表記しである番号は f周知の埋蔵文化財包蔵地j として登録されている遺跡番号と対応する。

5 遺構記号については文化庁文化財部記念物課編集・発刊『発掘調査のてびき ー整理報告書編一』第VI章 遺構の

記録表 9を参考として以下のとおり付しである。

1棒状遺構 SD 竪穴建物 S 1 土器埋設遺構 S J 土坑 SK  集石 SS 遺物集積 SU  硬化面 SX  

6 図面上にある遺物マークについては、下記のとおりに分類した。

古代以降遺物(須恵器・土師器・陶磁器等) ※ 日向系胎土土器 * 赤彩土器 φ 成川式士器 マ
中津野式土器 V 弥生土器(後期後半) ム 弥生土器(前期・中期・後期) 企

弥生土器(時期不祥 n 縄文晩期・後期土器 O 縄文前期土器・ 縄文早期土器。

石器・軽石製品交破砕磯・磯・軽石口焼磯・炭化物 ・

7 土器観察表中に表記しである胎土の分類については、ルーペ観察によるものである。胎土の分類標記は下記の略号を

用いている。

「石・長J→石英・長石 「雲」→雲母 「角・輝」→角閃石・輝石

「磯J→小磯 「赤」→赤褐色粒 「砂」→砂粒

なお、「小磯j については直径 2皿以上の粒状のもの、「砂粒」については直径 2皿未満の粒状のものを指す。
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第 I章調査に至る経緯と齢晶

第1節調査に至る経緯

鹿児島県農政部農地整備課(大隅地域振興局農林水産部曽於支所、以下「県農整課J)は、野井倉下段地区において経営体育成基盤整

備事業を計画し、事業区内の埋蔵文化財包蔵地の有無について鹿児島県教育委員会文化財課に照会した。

これを受けて鹿児島県立埋蔵文化財センター(以下「県埋文センターJ)と志布志市教育委員会文化振興課(当時現志布志市教育委

員会生涯学習課文化財管理室以下「市文化財管理室J)が平成19年3月に埋蔵文化財分布調査を実施したところ、事業区内に遺物散

布地として、井手上A遺跡・井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡が存在することが判明した。

この分布調査の結果をもとに県農整課、県教育庁文化財課(以下「県文化財課J)、市文化財管理室は、埋蔵文化財の保護と事業の調

整を図るため協議を行った結果、事業着手前に埋蔵文化財確認調査(以下 f確認調査J)を実施することとなった。

上記5遺跡の確認調査は県文化財課の指導・助言を受けて、志布志市教育委員会が調査主体となり、平成20年8月18日から 11 

月7日に実施した。確認調置の結果、井手上A遺跡には事業区内に縄文時代早期・弥生時代中期・古墳時代の遺物包含層が存在するこ

とが判明した。

なお、井手上B遺跡・上ノ段E遺跡・下段遺跡・和田上遺跡の調査結果について品志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書 (5)に述べ

ているため、省略させていただきたい。

井手上A遺跡の調査結果を受けて、遺跡の取扱いについて県農整課、県文化財課、市文化財管理室で協議を行い、圃場整備事業の推

進に当たって、遺跡の現状保存は困難であると判断された箇所(調査対象面積14，800nf)が柄Eするため、そのうち事業の進捗

から緊急に調査を必要とする筒所2，000nfを平成21年11月4日から平成22年2月4日にかけて全面調査 (1次)を行い、本

調査対象地内で詳細な遺跡範囲の把握を行うための確認調査 (2次調査)を本調査と同時進行で行った。確認調査 (2次)の結果、調

査対象区の西側のー部(確認調査 (2次) 5 T付近)は、遺物包含層・遺構とも確認されず、調査範囲の一部 (800nf)が縮小され

た。また、 1T (確認調査2次本調査K-9区付近)Xa層より打製石鍛を含む遺物が確認され、この付近は開発による削平が行わ

れるため、平成22年度においてK9区付近の縄文時代早期該当層の追加調査を行うこととなった。

平成22年度の全面調査 (2次)は、志布志市教育委員会が調査主体となり、平成22年6月1日から平成23年2月23日まで行

われた。その後整理作業を実施、平成23年度は報告劃械を行った。

第2節調査の組織

調査主体者志布志市教育委員会

何臨調査(1次)) 平成20年度

調査責任者志布志市教育委員会 教 育 長

調査調整 H 

月

" 
調査事務 " 

" 
" 
" 

調査担当者志布志市教育委員会

確認調査 (1次) 発掘作業員

生涯学習課長

文化財管理監

文化財管理室長

埋蔵文化財係長

主任主査

主査

主事補

主任主査

坪田勝秀

小 辻 ー 海

米元史郎

竹 田 孝 志

小 村 美 義

出口 )1頂一朗

大窪祥晃

相美伊久雄

出口順一朗

有野エツ子今西洋一大迫亨岡村エチ子加賀城有害金子武信桑畑弘イ宇都哲朗小平光子小松範昭園田信夫

撮タエ子回迫チズ谷口チエ谷口モギ田湖l孝夫永野タミ長野正富永吉サエ西正和服部富美子服部昌之

原口ミヅキ平原和子平原賢二福永久雄馬原キヌ子村久木マサ子持永ハツ子本室富士男森勇森喜英盛川忠義

森重容子森山敬子山角利行山脇八重子用皆サダ子吉井弘子吉元ユリ子

(以上社団法人志布志市シルバー人材センター)

{全面調査 (1次)・織語調査 (2次)) 平成21年度

調査責任者志布志市教育委員会 教 育 長 坪 田 勝 秀

調査調整 H 生涯学習課長 小 辻 一 海

H 文化財管理監 米元史郎

H 文化財管理室長 竹 田 孝 志

調査事務 " 埋蔵文化財係長 上 田 義 明
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主 任 主 査 出口順一朗

主 査 大窪祥晃

主 事 相美伊久雄

主 イ壬 主 査 出口順一朗

発掘作業員

調査担当者志布志市教育委員会

本調査(1次)・確認識査 (2次)

今西洋一大迫亨岡村エチ子岡村トミ子金子武信鎌下佳津子鎌下スミエ桑畑弘小平光子小平洋子立山ハツエ

谷口チエ谷口モギ田淵孝夫西 E和原口ミヅエ久平アヤ子平原賢二村久木マサ子森喜英盛川庖義森重容子

森山敬子山脇八重子用皆サダ子吉井弘子吉元ユリ子若松孝雄

{全面調査 (2次)) 平成22年度

調査責任者志布志市教育委員会 教

H 

H 

H 

育

調査調整 生涯学習 課長

文化財管 理監

文化財管理室長

埋蔵文化財係長

主任主 査

主査

" 
" 
" 

調査事務 " 
" 
" 
H 主

調査担当者志布志市教育委員会 主任主査

主査H 

長 坪 田 勝 秀

津 曲 兼 隆

米 元 史 郎

竹田孝志

上田義明

出口順一朗

大 窪 祥 晃

相 美 伊 久 雄

出口 }I慎一朗

相 美 伊 久 雄

査

本調査 (2次) 発掘作業員

相|金男大迫亨岡村エチ子岡村善博小野典子鎌下佳津子鎌下スミエ上山千春北村優子桑畑弘小平洋子

小松範昭追口f久美子立山ハツエ谷口チエ谷口モギ田淵孝夫徳留モミ子徳脇敏光長野正富永吉サェ西正和

林茂毅原口ミヅエ東村一昭久平アヤ子平原賢二別府清治馬原キヌ子三浦正人村久木マサ子森喜英盛川忠義

森重容子森山敬子山脇八重子用皆サダ子吉井弘子吉元ユリ子若松孝雄

〈報告劃械〉 平成23年度

調査責任者志布志市教育委員会 教 育 長 坪 田 勝 秀

調査調整 " 生涯学習課長 米 元 史 郎

" 文化財管理室長 竹 田 孝 志

調査事務 H 埋蔵文化 財係長 上 田 義 明

H 主 イ壬 主 査 出口順一朗

H 主 査 大窪祥晃

" 主 査 相 美 伊 久 雄

調査担当者志布志市教育委員会 主 任 主 査 出口順一朗

" 主 査 相美伊久雄

整理作業員:篠原頼子・山元弓枝(市教育委員会生涯学習課文化財管理室臨時職員)

第3節調査の概括

起因事業名:経営体育成基盤整備事業野井倉下段地区

起因事業者:鹿児島県農政部

遺 跡 名.井手上A遺跡

所 在 地・鹿児島県志布志市有明町野井倉字井手上

調査面積:1次 2，ooorri' (表面積)

2次 12，OOOrri'(表面積)

調査期間・ 1次平成21年 11 月 4S~平成22年2月 4 日 (58 日)

2次平成22年6月1日~平成23年 2月23日 (149日)
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第 2図井手上A遺跡付近遺跡位置図
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第E章遺跡の位置及び環境

第 1節志布志市の概要

志布志市は鹿児島県大隅半島の東部、志布志湾奥のほぼ中央に位置し、東部は宮崎県串間市、西部は大崎町、北部は曽

於市と境をなしその 部は宮崎県都城市と接し、総面積は 290km 2であり、大崎町内に1.021岨 2の飛地を有している。

第 2節地形的環境の概要

市周辺の地形は、全体として志布志湾に向かつて緩やかな勾配となっており、平野部が極端に少なく、標高 100m付近

から、大きく南部の台地と北部の山岳・丘陵地帯に二分される。

今回の調査対象となった有明地区南部の台地は安楽川・菱田J11・田原川・肝属川などの緒川によって関析される標高約

20~100mの火山噴出物の台地(シラス台地)が広がり、「原(ばる)Jと表現される比較的平坦な台地が見られる。この台

地を南北に貫流する河川に菱田川があり、この沿岸に河岸段丘が形成されている。この河岸段Eは三段階の段丘に大別さ

れ、台地上においては地下水位がシラス下部の深い位置にあり、第三段丘面は集落等の形成が困難で開回以前まではほと

んど利用されず、現在は明治から昭和にかけて先人たちの開墾による野井倉開田・蓬原開回が拓がり、広域に跨る稲作地

帯となっているが、シラス下部或いは降下軽石層を流動する浅層地下水の露頭される段丘面の末端(崖脚)からの自然湧

水の有無が集落立地の重要な因子であった。

また有明地区北部から東部にかけては標高 100mのあたりから山岳地帯となり、志布志市内においては宮田山(標高 520

m) をはじめ、霧岳(標高 408m)，御在所岳(標高 530m) などの山岳・丘陵地帯が広がる地域で、中世層を基盤として準

平原化の後、周囲の台地が形成されたものといわれ、山地の開析は相当に進み、火山灰台地面を除いてほとんど平坦面を

残していないため、起伏の多い丘陵が連なっている。そのため山岳・丘陵地帯の集落はこれまで谷間に点在していた。

井手上A遺跡は市南部の火山灰台地の菱田J11沿いの東岸の河岸段丘の台地上にあり、菱田川と安楽川に挟まれたこの台

地は通称「野井倉原(のいくらばる)Jと呼ばれる。本遺跡は野井倉原の西端にあり、菱田川東岸の標高約 80mの第 2段

丘面に立地する。

第 3節遺跡周辺の歴史的環境

本遺跡周辺には菱田川の沿岸を中心にして多数の遺跡が存在する。(第3図)

第 2段E面の対岸には、市指定史跡である馬場地下式横穴 (69-86J が存在する。この地下式横穴は昭和 37年 10月、

道路工事中に道路矩面で発見されたもので、 3基確認され玄室から鑓身・鉄剣・人骨等が出土した。さらに平成 11年度に

も地下式横穴が確認された対面の矩面工事中に、竪孔と見られる遺構が 6基確認され、付近にも同様の地下式横穴が散在

している可能性が指摘されている。また中世遺構として、馬場地下式横穴の東側に菱田川の西岸沿いに中世山城である蓬

原城跡 (69-91]、金丸城跡 (69-79J、さらにその南側には片平城跡 (69-80J が存在する。

さらに、本遺跡周辺の埋蔵文化財発掘調査の成果として、本遺跡を含む同台地上の第 2段丘面南側、標高約 30m付近に

立地する上苑A遺跡 (69-165J は、平成 16年に農道整備事業による本調査を行い、縄文前期・縄文晩期・弥生中期・古墳・

古代・中世の多時期に渡る遺物・遺構が確認され、特に段丘面の西端部に古墳時代の竪穴住居群と笹貫式に比定される土器

及び在地性に富む成川式土器が共伴する形で確認されている O

【参考文献】

出口順一朗・東 徹志・中水 忍・中村直子・内山伸明 2008 W上苑A遺跡・穴倉B遺跡』志布志市埋蔵文化財発掘

調査報告書(1) 志布志市教育委員会

有明町郷土史編纂委員会 1980 W有明町誌』 有明町教育委員会
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第l麦 周辺遺腕三重
番号 遺 跡 名 所 在 地 地形 時代 遺物等 備 考

69 -6 仮屋A 野井倉字仮屋 台地 縄文(早・後) 前平式・員殻条痕文 旧名:仮屋A

69 -7 仮屋B 野井倉字岩坂・柿木 台地 縄文(早・晩)・弥生(前) 打製石斧・平梓式 旧名:仮屋B

69 - 12 高吉 野井倉字高吉・前回・下段 台地 縄文(中・晩)・弥生 土器・石皿 旧名上高吉

69 -21 肉段B 蓬原字向段 台地 縄文(後)・歴史 土師器 旧名ー向段A

69 -48 捨り 蓬原字捨り・日鎌・山ノ前 台地 弥生(中) 土器・石器 旧名:平山

69 -49 大間A 蓬原宇大関・上大闘・小松 台地 縄文(後)・弥生(中)・古墳 出水式・打製石斧 旧名大圏原・蓬原・東大久保・大国

69 -52 草場 野井倉字草場・坪山・前畑 台地 弥生(後)・古墳 石斧・土師器 旧名:坪山

69 -53 下水流 蓬原字下水流・宮ノ前 台地 弥生(後)・古墳 石斧・土師器 旧名:片平

69 -61 西ノ谷 野井倉字西ノ谷・岩坂 台地 弥生

69 -63 吉村 野井倉字吉村・野吉 台地 縄文(後)・弥生 中岳E式・石嫉・打製石斧

69 -64 上原A 野井倉字上原・西原 台地 弥生・古墳 土器・士郎器 !日名:下野井倉

マイクロコア剥片・手向山式・苦浜式・右

旧石器・縄文(早・前)
京商式・員殻条痕文・山ノ口式・成川式・鉄

69 -66 仕明 蓬原字仕明・富ノ前・大国・牧 台地 弥生(中)・古墳・古代
製馬具・須恵器・土師器・土師器聾・土師

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(7)・(11)
器皿・石鎌・石庖丁・製塩土器・白磁・青

中世・近世
磁・青白磁合子・鉄製万子・染付・黒薩摩・
竪穴住居跡・掘立柱建物跡・古道・溝

69 -69 片平古墳 蓬原字仕明・逆水 低地 古墳 円墳 l日名:片平

69 -78 向段A 蓬原字向段・山重字川添 台地 歴史 土師器

69 -79 金丸城跡 蓬原字神領 丘陵 中世(鎌倉) 複郭・空堀 150mX200m

69 -80 片平城跡 蓬原字下水流・仕明 丘陵 中世(平安末) 複郭 150mX200m !日名:片平

69 -82 大代 野井倉字大代・鎌迫・大森・平 台地 縄文・古代 土器・土師器 l日名:大森

69 -83 平B 野井倉字平・古川 台地 古代・中世 土師器・青磁 旧名:平

69 -86 馬場地下式横穴 蓬原字小松・内城 台地 古墳 剣・鑓身・人骨
(町指定)昭52.4.21
旧名:馬場

69 -90 下段目 野井倉字下段・東 台地 弥生 土器

69 -91 蓬原城跡 蓬原字神領・出水 台地 中世(平安末) 複郭・堀・空堀・士塁、 100mX 200m (町指定)昭44.4.1史跡

69 -92 真言宗惣持院跡 蓬原字神領・出水 低地 中世(鎌倉・南北朝)・近 五輪塔・板碑・墓碑 (町指定)昭44.4.1 史跡

69 -93 禅宗好善寺跡 蓬原字神領 台地 中世(室町)・近世 相輪・五輪塔・無縫塔 (町指定)昭44.4.1 史跡

縄文(早・晩)
前平式・押型文・塞ノ神式・刻目突帯文・黒

69 -104 上苑 野井倉字上苑・高宮 台地 川式(理事量)・東原式・集石・竪穴住居・掘 有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(5)
弥生(早)・古墳

立柱建物

前平式・石坂式・下車l峯式・桑ノ丸式・押型

69 -105牧 蓬原宇牧・外掘 台地
旧石器・縄文(早・晩) 文・刻目突帯文・磨製石鎌・石鎌・石錐・山

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書ω)
弥生(早・中)・古墳・近世 ノ口式・成川式・陶磁器・薩摩焼・火打石・

集石・掘立柱建物・柱列・溝

69 -114 楠原古墳 蓬原字大迫・金丸 台地 古墳 円墳

69 -116 楠原 蓬原宇楠原・大迫・金丸 台地
縄文(阜・後・晩)・弥生 黒川式・山ノ口式・成川式・内黒土師器・土

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(。
古墳・古代 師器・土坑

69 - 122 春日堀 蓬原字春日堀 台地 縄文・古墳

69 - 124 天神ノ尾 伊椅田字天神ノ尾 台地 縄文

69 - 126 平A 野井倉字平・下戸 台地 古墳 旧名.平

69 - 143 山ノ前 蓬原宇山ノ前 台地 古墳

69 - 144 日鎌 蓬原字I3l嫌・捨り・内城・小松 台地 弥生・古墳 旧名:平山

69 - 150 屋部当 蓬原字屋部当・大迫・楠原 台地
旧石器・縄文(早)・弥生 剥片尖頭器・成)11式・集石・竪穴住居

有明町埋蔵文化財発掘調査報告書(4)
古墳 土器溜り

69 - 157 木森 野井倉字木森・回尾 台地 縄文・古代 土師器 旧名大森・大代

69 -161 上苑日 野井倉字上苑・下段・上苑上 台地 古代 土師器

69 -162 下段A 野井倉字下段 台地 古代 土師器

69 -163 中牟田 蓬原字中牟田・春日;堀 低地 古墳・古代
成川式・須恵器・土師器・古代須恵器・竪

I日名.大牟田
穴住居

69 -164 国尾下 野井倉字回尾下 台地 古代 士師器

縄文(前・晩)・弥生(中)・古
曽畑式・黒色磨研土器・貝殻条痕文・刻目

69 -165 上苑A 野井倉字上苑・上苑下・国尾 台地 墳
突帯文・弥生中期土器・山ノ口式・成川式・

志布志市埋蔵文化財発掘調査報告書(1)
古代・中世

土師器・須恵器・古代須恵器・龍泉窯系育
磁・染付・薩摩焼・竪穴住居・竪穴状土坑

69 - 166 前畑 蓬原字前畑・竹ノ迫 台地 縄文(後)・古墳 旧名，中野・向段B

69 - 182 榎 野井倉字榎・一合同・菖蒲 台地 縄文・古壌

69 - 183 中原 野井倉字中原・前原 台地 弥生・古漬 土器・土師器

69 -184 東原 野井倉字東原 台地 弥生・古墳 土器・土師器

69 - 185 西原A 野井倉字西原・東原 台地 弥生 土器

69 - 186 西原B 野井倉字西原・中原 台地 弥生・古墳 土器・土師器

69 -187 上原 野井倉字上原・東原・西原 台地 弥生・古墳 土器・土師器

69 -188 中尾 野井倉宇中尾・西原迫 台地 弥生 土器

69 -189 西原迫A 野井倉字西原迫・上ノ段 台地 古代 土師器

69 -190 西原迫B 野井倉字商原迫 台地 縄文(晩)・弥生 土器

69 -191 上/段A 野井倉字上ノ段 台地 弥生 土器

69 -192 上ノ段B 野井倉字上ノ段 台地 弥生 土器

69 -193 上ノ段C 野井倉字上ノ段 台地 古代 土師器

69 -194 上ノ段D 野井倉字上ノ段・宇中 台地 古代 土師器 旧名:井手上B

69 -195 上ノ段E 野井倉宇上ノ段 台地 弥生 土器 旧名:井手上C

69 -196 井手上B 野井倉字井手上 台地 古代 土師器

69 -197 稲付 野井倉字稲付・下段 台地 弥生 土器

69 -198 下段 野井倉字下段 台地 弥生・古境 成川式・士坑

69 -199 和田上 野井倉宇和田上・下段 台地
旧石器・縄文(早)・弥生

細石刃・細石核・土器・土師器・石器
古墳

69 -200 大閤B 蓬原宇大圏・井手ノ上 台地 古墳

-7一



第E章確認調査の概要

第 1節確認調査(1次)の概要

確認識査は、遺跡の性格と範囲を把握するために、事業対象区域内の任意の地点、に16トレンチを設定して実施した。

トレンチの規模は 2mX4mを基調とし、状況に応じて随時調査面積を拡大、縮小して調査を行った。調査員立ち会い

の下、表土及び火山灰層であるIX層 (IXa層・ IXb層・ IXc層を含む アカホヤ層)、 XI層(サツマ火山灰層)を重機

により除去、その他の層は人力による掘り下げ作業を実施した。包含層の残存状況は全体的に良好で、あったが、一部で

削平が見られた。各トレンチの調査表面積、出土・検出状況等の概要は下表のとおりである。

第2表確認調査 (1次) 調査結果表

トレ
規模 (m)

調査
遺物 遺構

包含層までの
備考

ンチ 表面積 深さ (m)

1 2. OX4. 0 8.0rrf 無 無 E層一部削平

2 2. OX4. 0 8.0rrf 無 無
VII層まで削平

vm層も一部削平

3 2. OX3. 9 7.8rrf 無 無
IIIb層まで削平

N層も一部削平

4 2.1 X4. 1 8.61rrf 
Xc層

無
区c層 V層まで削平

破砕磯 1. 18 VI層も一部削平

5 1. 9 X 3.8 7.22rrf 
IIIa層

無
IIIa層 H層まで削平

弥生中期土器 0.90 IIIa層も一部削平

6 1. 9 X 4.1 7.79rrf 無 無
困層まで削平

N層も一部削平

IIIa層
IIIa 層

E層まで削平

7 2.1 X 5.3 11. 13rrf 入来式土器 無 IIIa層も大きく削平が見られる。

弥生中期土器
0.17 

8 1. 5 X 4.0 6.0rrf 無 無
IIIb層まで削平

N層も一部削平

国 a層
成川式土器

9 2. OX4. 0 8.0rrf 
土師器・陶磁器 IIIb層上面 H層

H層一部削平
土坑1埋土 土坑 1基 O. 20 

成川式土器・土師器

磨石平・軽石製品

10 2. OX4. 2 8.4rrf 
Xe層

査正
Xe層

E層大きく削平
石錘ワ・破砕磯 1. 46 

11 2.1 X 4.0 8.4rrf 壷正 無
IIIb層まで削平

N層も一部削平

12 2. 2X4. 5 9.9rrf 狙E 壷正
E層まで削平
IIIb.N層も大きく削平

13 2.1 X 3. 9 8. 19rrf 壷正 無 E層一部削平

14 2. OX3. 9 7.8rrf 
土坑2埋土 IIIb層上面 IIIa 層

E層一部削平
成川式土器・台石 土坑 1基 0.17 

15 2.0X4.1 8.2rrf 
VII・v亜層

査E
W層 W層まで削平

成川式土器・破砕磯 0.43 V層も大きく削平

16 2. OX4. 0 8. orrf 鉦 査正
皿~a層まで削平

皿~b層も大きく削平

調査の結果、調査対象区域の北及び北西付近 (5・7・9・14T) に弥生時代中期・古墳時代の遺物包含層が確認され、 9.14Tで

は土坑も 2基確認されている。また 15Tでは層位が不自然ではあるが、V1I.vm層より古墳時代相当の成川式土器が確認され、層の溶ち

込み、或いは遺構に伴う遺物であることが考えられる。また 9・10Tからは縄文時代早期相当の層位から石錘及び破砕機が確認され、

台地の北側の辺縁に縄文時代早期の遺跡が存在することが考えられる。

第 2節確認調査 (2次)の概要

確認調査 (2次)は、事業対象区域内の遺跡の範囲を詳細に把握するために、事業対象区域内に幅 2mのトレンチを
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縦方向に長く延ばして、 5箇所のトレンチ(以下 fTJ)を設定して、調査を実施した。確認調査(1次)と同様に表土

及び火山灰層である区層 OXa層・ IXb層・区 C層を含む アカホヤ層)、 XI層(サツマ火山灰層)を重機により除去、

その他の層は人力による掘り下げ作業を実施した。包含層の残存状況は全体的に良好であったが、一部で削平が見られ

た。

第3表確認調査 (2次) 調査結果表

トレ 調査表面積
遺物 遺構

包含層までの
備考

ンチ (rrf) 深さ (m)

Illa層 VIb層上面

弥生中期土器 土坑
E層まで削平

1 85.2 Xa層 Illil層 O.12 
Illa層一部削平

石録・破砕磯

炭化物

Illa庖 Illb層

弥生中期土器 土坑・溝状遺構
E層一部削平

2 612.5 土師器 VIb層 Illa層 O.35 
場所によりIlla膚まで削平

VIa層 土坑

砥石

Illa層 Illb層

弥生中期土器 土坑
E層まで削平

Xa層 溝状遺構
Illa層 0.22 Ill-a層一部削平3 69.0 

石鍛・破砕機 Xb層
場所により阻b層まで削平

Xb層上面 土坑

炭化物

Illa層 W層上面
Illa層 O.18 

E層まで削平
4 215.44 

弥生中期土器 土坑・溝状遺構 阪 a層一部削平

IV層まで削平
20.37 無 無

V層も大きく削平
5 

確認調査 (2次)の調査結果から、 2・3・4Tの、最浅部で地表面より 20cm前後の所から弥生時代中期の遺物が出土し、その下

位層から全体プランは確認できないものの相当数の遺構が確認された。このことにより突出した台地の辺縁に弥生時代中期の遺物包含

層及び遺構が広がっている可能性が想定されたo また 1・3Tからは縄文時代早期相当の焼磯・磯が多数確認され、台地の辺縁の北端

に縄文時代早期相当の集石・散石状遺構を含む遺物包含層が広がっている可能性があることも考えられた。

第3節確認闘査 (1次・ 2次)の層位

確認調査c1次・ 2次)時の標準土層は下記のとおりである。

層位 層色 土色・土質

第 1a層
10YR4/1 表土層。層中に白色テフフ (N9/0 直径2mm程度)を含む硬質土。

褐灰色

第 1b層
10YR 3 /1 通称パン。 1a層に様子は似るが、硬く締まった硬質層。

黒褐色

第E層
10Y2/1 層中にテフラ・パミスの類を含まない黒色土。

黒色

第Illa層
2.5Y3/2 属中に微細な淡黄色粒子 (5Y8/3 直径1~2mm程度)を多含する締まった層。弥生時代・古墳時代の遺

黒褐色 物包含層である。

第Illb層
7.5Y3/1 層の様子はIlla層に似るが、より締まる層。所によりIlla"Illb層の分層が困難な部分もある。

オリープ黒色

第W層
10Y2/1 層中にテフラ・パミスの類を含まない黒色土。層にわずかに光沢が見られる。

黒色

第V層
7. 5Y2/ 1 層の様子はIV層に似るが、より締まる層。光沢は見られない。

オリーブ黒色

第VIa層
10Y3/1 層中に疎らに樺色パミス (7.5YR6/6 直径1~2阻程度)を含む締まった層。

オリープ黒色

第羽b層
10Y3/1 層の様子はVIa層に似るが、含まれるパミスが多含な層。場所により含有されるパミスの濃度が異な

オリーブ黒色 る。

-9-



第四層
2.5Y2/1 層中にァフフ・パミスの類を含まない黒色土。

黒色

第四層
5Y3/1 通称池田降下軽石層。黄燈色ァフフ(lOY8/6 直径5~20凹程度)が含まれ、やや粘性を持ち光沢の

オリーブ黒色 ある硬く締まった層

第区層
lOYR6/6 通称 アカホヤ層。層の下位に5~1伽皿大の明黄褐色ァフフ(10YR7/6) が層を成す硬く締まった層。

明黄褐色

第Xa層
5Y3/1 層中にァフラ・パミスの類を含まない硬く締まった層。縄文時代早期の遺物包含層である。

オリーブ黒色

第Xb層
2.5Y3/1 層中に明黄褐色パミス (lOYR6/8 直径1~2阻程度)を含む硬く締まった層。縄文時代早期の遺物包含

黒褐色 層である。

第Xc層
2. 5Y3/1 Xb層に層の様子が似るが、層中のパミスの直径が大きくなり(直径3~51IIIIi程度)、比較的硬い層。

黒褐色

第Xd層
2.5Y3/1 Xc層に比べて層中のパミスの含有が最も多く、かなり硬化した層。 トレンチにより Xc層との分層

黒褐色 が困難な場合もある。

第Xe層
2.5Y3/2 層に含まれるパミスの量が少なくなり、層色も比較的淡くなる締まった層。

黒褐色

第XI層
lOYR5/3 通称サツマ火山灰層。硬化して締まった層。層中に黄色テフフ (2.5Y8/6 直径l~lO凹程度)が混

にぶい黄褐色 ざり、ブロック状な塊が見られる。

第xn層 7.5YR6/3 層に濁りが見られ、粘性がある層。

にぶい褐色

第xm層 7.5YR6/4 層にかなり強い粘性をもち、層中に小磯(直径lOmm大)が若干見られる。

にぶい樺色

第XIV層
lOYR6/6 xm層に比べて比較的粘性が弱いが、比較的小磯(直径10凹大)を多く含む。

明黄褐色

第XV層
7.5YR6/6 粘性が弱いが、若干の粘りがある。層色も淡くなり、小磯が多含。

機色

第XVI層
7.5YR6/8 シフスの2次堆積層と思われ、固く締まり、粘性もなくサラサフとした層。

援色

第4節出土遺物

1は確認調査 (2次) 4TVH層で出土した曽畑式土器深鉢の胴部である。外面E岡部に縦位の浅い沈線文を施し、内面に輪積みの接合

痕を残す。 2は確認調査 (2次) 1 TXa層で出土したチャート製の打製石織である。挟入部が深く、比較的小型である。

^~^ くこ〉 2 

0(1:3) 5cm 。 (1: 1) 3cm 

第4図確認調査(2次) 出土遺物

-10-



.... 
‘

 
恒

国
企

冷
と
=
主
さ
と
と
二
)

レヘ
¥
/
ヘ
ハ

¥
 ¥
 ¥
 

、 、

¥、、、、ぃ、

れ や 、

④
 

、
、

第
5
図

確
認

調
査

(
1
次
・

2
次
)

卜
レ
ン
チ
位
置
図



第W章全面調査 (1次)の概要

第1節全面調査(1次)の方法

調査は、閏場整備工事の士区によって調査対象区域を IA区J・IB区j に大別し、調査対象区域の

東側 (A区側)から行った。今回の本調査は工事と同時進行で行われ、調査が完了した区は随時工事

に着手する手法で行われた。そのため、大別した IA区」・ IB区」をさらに IA-1区」・ IA-2区」、

IB-1区J・IB-2区J… IB-12区Iと便宜的に細分化し、工事の進捗に合わせた区をさらに

設定した。表土・火山灰層(IX.XI・無遺物層 (VIb • VII層)を調査員立会いの下、重機で除去し、

II~VIa 層、咽層、 Xa~e層を人力による掘り下げを行った。遺構の検出は、火山灰層直上のみだ

けではなく、調査の過程で層位毎の遺物出土量から判断し、随時遺構検出も行った。従って遺構検出

は、皿b層・ VIb層.v困層 .Xb層 .XI層で、行った。

表土の20cm部分は圃場

整備に伴う表土の確保の

ために、調査員立ち会い

の下、工事業者が表土剥

ぎ、を行ったO 以下の表土

層及び無遺物層、火山灰

層は調査員立ち会いの下、

重機で慎重に掘削した以

外は、全て作業員による

掘り下げを行ったO 層の

残存状況はA~C4 区は

良好で、あったが、 A~C

2・3区、 DE3・4区

はilla層の一部まで削平を受け、 F3・

4区より西側はVIII層まで削平を受けてい

た。遺物は主に入来 I式、入来E式土器

を含む弥生時代中期前半相当の土器がE

a層から出土し、 E層からもわずかに遺

物が確認された。 VIb層上面で検出され

た遺構として、 B3・D2区より方形周

溝2基、 BC2及びC3区から SD2基、

EF3・4区より SD1基が、その他土

坑が 6基確認された。

第2節全面調査 (1次)の概要

本調査の実施にあたり、

t 
ho

一方形周溝 1

~K3 ~\も

/\1 下/\-SK~

〈〉/W5/;叶:叶

0(1 : 250) 5m 

町 、ー

SD2 

第 6図全面調査(1次) VIb層上面遺構検出状況図

調査区外

t 
二:*=--J :叶

m
l
l
j
 

R

U

-

-:
 

-
n
u
-
-

h

お一一一

『

•• 

一一!
 
:
 

ハU'oa--ト
目
込

第 7図全面調査(1次) 羽b層上面遺構検出状況図 2 
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E 
F 全面調査(I次)の層位第3節

全面調査(1次)の標準土層は下記のとおりである。
(
白
寸全面調査 (1次)は下層の保護が確保される区層までの調査

随
園
田
岡
目

てr

土色・土質

5Y2/1 
表土層。層中に白色ァフフ (N9/0

第 1a層
黒色

直径2皿程度)を含むホクホクし

た層。

旧表土層。層中に灰白色ァフフ

第 1b層
5Y2/1 (lOYR8/1 直径2~10阻程度)を

黒色 多含する締まった層。場所により

3~4層程分層できる。

第H層
10Y2/1 層中にァフフ・パミスの類を含ま

黒色 ない黒色土。

層中に微細な淡黄色粒子 (5Y8/3

第皿 a層
2. 5Y3/2 直径1~2阻程度)を多含する締ま

黒褐色 った層O 場所により IDb層と分層

が困難な場合がある。

第IDb層
7. 5Y3/1 層の様子はIDa層に似るが、より

オリーブ黒色 締まる層。層上位が遺構検出面。

10Y2/1 
属中にァフフ・パミスの類を含ま

第N層
黒色

ない黒色土。層にわずかに光沢が

見られる。

第V層
7. 5Y2/1 層の様子はN層に似るが、より締

オリーブ黒色 まる層。層に光沢は見られない。

lOY3/1 
層中に疎らに燈色パミス (7.5YR6

第百a層
オリープ黒色

/6 直径1~2mm程度)を含む締ま

った層。

10Y3/1 
層の様子はVIa層に似るが、パミ

第VIb層
オリーブ黒色

スがより多含で締まる層。層上位

が遺構検出層。

第四層
2.5Y2/1 層中にァフフ・パミスの類を含ま

黒色 ない黒色土。

通称池田降下軽石層。

5Y3/1 
黄燈色テフラ(lOY8/6 直径5~

第vm層
オリーブ黒色

20鵬程度)が含まれ、やや粘性を

持ち光沢のある、硬く締まった

層。層上位が遺構検出面。

通称アカホヤ層。

第区層
lOYR6/6 層の下位lこ5~10mm大の明黄褐色

明黄褐色 テフラ(lOYR7/6) が層を成す硬

くしまった層。

層色層位

恒
国
臣
随
医

E
口口.由寸

回
世
〉

随
』
同E

D
O
O的

句、U

4
E
i
 



ーも

ノ
/
 J

 

，
 

〆
/
 /

 〆〆/
 〆

d
 

撹乱

A 50.00m 

-
d
}
2
 

皇
-冨句

'" 

A' 

O 

'" 

A' 

E
D
D
口

町

田

一ー・手y

2 
(1 : 40) 
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1 黒色 (7.5Y2/1)土比較的ホクホクした、層中にテフラバミスを含まない層。
2 黒色(5Y2/1l土 層中に2.5Y8/6(粒径1-200大)が層に浮遊するilla眉に似た層。

第 9図 全面調査(1次) 方形周溝 1 平面・断面図漫び遺物出土状況図

3 

。(1 : 3) 5cm 

第 10図 全面調査(1次) 方形周溝 1 出土遺物

第4節全面調査 (1次)の調査成果

1 方形周溝

①方形周溝 1 (第9図)

方形周溝1はB3区で検出された。検出層は

VIb層である。この遺構は表土を除去した直下

で確認され、検出した段階では方形に巡る周溝

部分と、その中心にやや硬化した混じりの見ら

れる層(以下「硬化層J)が検出された。遺構の

長軸は2. 84m、短軸は2. 42mと隅丸長

方形のプランを持つ。長軸は南東一北西軸であ

る。南端には周溝の張り出し部分がある。周溝

の幅は一定ではなく、極端に狭くなるところも

あるが、概ねO. 26~O. 32mの横幅を持

つ。周溝部分から遺物は確認出来なかったが、

周溝内の硬化層の南東端から充実高台をもっ小

型の墾 (3)が集中して出土した。この遺物は、

硬化層埋土内にまで埋もれていた。硬化層上面

で検出を行ったが、柱穴等は確認出来なかった

4
 



ため、周溝・硬化層の掘り下げを行ったところ、遺構のほぼ中央にO. 6xO. 52mのほぼ楕円形

の焼土痕と思われる変色部位とその北東際に新たな硬化面が確認できた。(第11図)さらに、この硬

化面を除去した後、床面の再検出を行ったところ、柱穴らしい円形プランが4基確認できた。

これらの結果から方形周溝1は竪穴建物の可能性が高く、周溝と思われた部分は床面がやや深くな

った部分が検出段階で溝状に見えたものであることがわかった。また出土結果から弥生時代中期後半

の遺構であることが考えられる。

なお、方形周溝 1の焼土付近で出土した炭化物2点を、加速器質量分析法 (Ac四 leratorMass 

Spectrometry )による搬す性炭素年代測定を実施した結果、 BC170~AD30 、 BC340~3

20， 210~40の年代償が得られた。詳細については第VI章に述べる。

方形周溝1出土遺物

3は奏である。一部に欠損は見られるものの、ほぼ完形である。口縁部内面屈曲部に張出しが肥厚

気味に突出し、屈曲した口縁部は平垣部が短く延びる。また口唇端部は明瞭な窪みを形成する。胴部

はやや急に窄まるように内湾し、底部は充実高台である。これらのことから、この遺物は黒髪式土器

の特徴に入来E式土器の特徴が重なった遺物であると言え、入来E式土器の新段階に位置づけられる

と思われる。
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Pit断面
1 黒色(10Y2!1)土層中に僅かに纏色パミス(10YR7!6 粒径1-2mm大}を含む.締まった周.

A-A' B-B・ c- 0-0' 

稿稿:明言--w--
VIb膚 羽b眉 VIb層 四 眉

49.50m 

焼土断面
a 明黄褐色 (10YR7!6)土かなり硬い属。焼成と恩われる変色土層。
b 灰黄褐色 (10YR4!2)土比較的フカフカで編状に焼成と思われる

変色部分有り.

焼土断面

a -C' 

単位・てヰF 一 一 一
b 

P 1 P 2 P 3 P 4 

ヒヒ土ゴ
第11図全面調査(1次) 方形周溝 1 硬化面検出状況図
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眉申に僅かl;:j畳色バミス(10YR7/6 粒径1-2冊1大)
を含む.締まった層。{周溝の床面'"

4 黒色(5Y2!1)土 周の様子は2層に似るが、締まった層。ー
5 黒色 (7.5Y2/1)土 層の様子は5層に似るが、僅かに光沢をもっ.1
6 オリーブ黒色(7.5Y3/2)土 層中に橿色パミス(10YR7/6 粒径1-21

醐大)を含む硬化した層。(周溝の硬化面)1 

7 黒色 (7.5Y2/1)土 層中にテフラ・パミスを含まない。 1
締まった層。僅かに光沢をもっ。 ι 

3 オリーブ黒色(5Y3/1)土AA. .88.断面

a黒色 (7.5Y2/1)土
層中にテフラ・パミスを含まない黒色土。ホクホクとし、、
締まりはあまりない. ‘、

、、、
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⑨⑨1 黒賠…色釦町叩……(仔阿問一……7刊m吋一…5Y附悶叩Y21削Y2/1)引別1η}
層中にテフラ.バミスを含まない黒色土。

E オリーブ黒色 (7.5Y3/1)土
層中に樺色パミス(10YR7/6
粒径1-2岡大)を含む締まった層.

t 
z 

A 50.00m 

mil-a 
ヒゴ

平面・断面図友ぴ遺物出土状況図方形周溝2全面調査(1次)

方形周溝1

第12図

全面調査(1次)第6表

(第 12図)方形周溝2② 

方形周溝2はC2区で検出された。検出層はVIb層上面である。こ

ーマの遺構も方形周溝1と同様に表土を除去した直下で確認され、検出し

た段階ではやや楕円に近い方形に巡る周溝部分と、その中心にやや硬

-f  
SKlを切っている。遺構の長

75m、短軸は2.

ランを持つ。長軸は南東北西軸である。東端には周溝の張り出し部

分がある。周溝の幅は一定ではなく、極端に狭くなるところもあるが、

24mとやや形の崩れた隅丸長方形のプ

SDlに切られ、化層が検出された。

軸は2.

5 

0(1 : 3) 5cm 59mの横幅を持つ。最初検出された硬化層上で21~O. 概ねO.

全面調査(1次)
方形周溝 2 出土遺物

第13図

は柱穴等は確認出来なかったため、周溝・硬化層の掘り下げを行った

が、柱穴等の建物の付属遺構は確認できなかった。遺物は小片が多く、

遺構内に疎らに出土し、埋没段階での流入したものと思われ、床着の

遺物は確認できなかった。埋土上位において口唇部に浅い刻目をもっ

- 16一



入来 I式土器の護口縁部 (4)が、埋土中に弥生土器の大護口縁部 (5)が出土した。

これらのことから、使用時期を示すような床着遺物は確認できなかったものの、長軸方向は方形周

溝1とほぼ同じであり、また遺構内遺物の結果から、方形周溝1とほぼ同時期の弥生時代中期後半の

遺構であることが考えられる。

方形周溝2出土遺物

4は入来I式土器の饗口縁部である。小片で残存部は少ないが、口縁部が内傾し、口縁部の平坦面

が短く、口唇部に刻目がある。 5は弥生土器の大窪と思われる。口縁部内面屈曲部に張出しをもち、

胎土中に雲母を多含する。小片で残存部は少ないため、遺物の傾きは判然とせず、まだ右下がりにな

る可能性がある。

第7表全面調査 (1次) 方形周溝2 出土遺物

出土区
胎士

色 調 施主・調整
法量(咽}

挿凶
番号

滋巴
出土層 器種 部位 分類

石 角
上段外層 上段外面 備考

番号 番号
健糟)

雲 機 赤砂
下段内面 下段内面

口径 底孫 器高

長 輝

C2区 前略6 明赤褐色 検)トデナデ

第 13図 4 36' 方形周溝2 号車 口唇部 入来I式 。。 。 L95 I外H 叩童話に'"線」付叩着タ

埋土
町臨'6 嗣軸色 ナデ

C2区 2.513/3 
陪オリプ

倹Fデ

第日国 5 536 方形周溝2 ブ議。 口縁部 弥生土器 。 。 褐色
3.3 

埋土 2.51313 時褐折色リーフ 後ナデ

③ SK 1 (第 19図)

SKlは方形周溝2との関連性があることから、この項で成果報告を行いたい。

SKlはC2・3区で検出された。検出層はVIb層である。 SKlは方形周溝2、SDlに切られ

ており、遺構全体の形状は判然としないが、隅丸の方形或いは長方形の遺構であった可能性もある。

床面には一部にやや硬化した層が見られ、遺構内に柱穴などの付属遺構は確認できなかった。

遺構内から出土した遺物は遺構の立ち上がり部分に多く出土し、軽石1点、弥生土器20点(うち

1点は入来 I式土器彊口唇部 (6)の可能性あり)、炭化物4点が確認された。弥生土器はいずれも小

片であり、埋没段階での流入の可能性も否めない。

SKlは方形周溝2に切られた遺構であり、方形周溝2は弥生時代中期後半の遺構の可能性を前項

で指摘した。またSKl内に出土した入来 I式土器奏口縁部 (6)で

あるとした場合、 SKlの使用時期は弥生時代中期初頭から弥生時代

中期後半以前の遺構である可能性がある。

SK1出土遺物

6は弥生土器の警口唇部と思われる。口唇端部に鋸刃状の幅広な刻

目をもち、口縁部の平坦面は短い。入来 I式土器の可能性がある。
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1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層中にテフラパミスを含まない。締まった層。
2 黒色(7.5Y2/1)土 層中に僅かに樟色パミス(10YR6/8 粒径

1~2mm大)を含む。
3 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 居の様子は2層に似るが、より樟色パミスを含む。
4 黒色(10Y2/1)土 層の様子は1層に似るが、層に光沢があり、より締まった層。

¥τ 

。(1 : 50) 1m 
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2 溝状遺構;

全面調査 (1次)で確認された溝状遺構は3基確認された。

調査区内は、近年実施された構造改善により、場所により遺物包含層が削平を受け、 VIb • VIIl層ま

で削平を受けているところが見受けられた。そのため、遺構深度により検出面から遺構床面までが比

較的に浅い調査結果となった。以下各溝状遺構(以下 rSDJ と表記)の様子を順次述べたしも

① SDl (第15図)

SDlはBC2・3区から検出された。検出層は.VIb層上面である。遺構は南東から北西軸に車線

的に延びる部分(長軸部分)と、途中から北北東から南南西に分岐するように直線的に延びる部分(分

岐軸)、さらに長軸部分と同軸に並ぶ土坑状に検出された部分とに検出された。長軸部分の南東端は、

途中から検出が判然としなかったため、削平により遺構が消滅したと思われ、分岐軸の南南西端は調

査区外に延びる。また方形周溝2とSKlを切る。長軸部分の遺骨幅は1. 24mでその幅は多少の

蛇行が見られるものの、長軸部分全体に維持されている。分岐部分の遺構幅は、南南西端から北北東

に延びるに従い、やや広がる様相を見せ、幅狭なところでo.3m、最も幅広なところでO. 7mを

測る。長軸部分と分岐軸の埋土に顕著な違いが見当たらないため、 2つの軸は関連性をもっている可

能性が高い。また長軸部分の床面は硬化を確認することが出来ず、遺構の性格は不明である。

なお、遺構内からは4点の遺物が確認された。磯類1点、弥生土器3点である。溝の埋没段階で流

入した可能性もあり、また、方形周溝2、SKlを切っていることから、遺構の使用時期は弥生時代

中期後半以降の可能性もあるが、判然とし

ない。

② SD2 (第 16図)

SD2はC2区から検出された。検出層

はVIb層上面である。 SD2は弧状に検出

され、検出範囲が狭く、北西端が撹乱層に

より破壊されているため、遺構の向きにつ

いては判然としない。 SD2の横幅はO.

5-----0.58mを測り、遺構深度も浅い。

遺構内からは喋類1点が確認されたのみで

あった。遺構の性格・使用時期については

不明である。

③ SD 3 (第17図)

SD3はEF3・4区で検出された。検

出層はVIb層上面である。遺構は1つの軸

は南南東から北北西軸(縦軸部分)に延び、

もう 1つの軸は西北西から東南東軸(横軸

部分)に延び、 T字に交わる形状をもっ。

遺構は現代の深耕による撹乱を受けている。

縦軸部分は遺構の横幅が、最も幅広なとこ

ろで2.12m、最も幅狭なところで、1.

o 調査区外

A 

B -

1 黒色(10Y211l土
膚中にテフラ・パミスを含まない。

2 黒色(10Y211l土
贋の格子は1閣に似るが、より締まった贋.

3 黒色(7.5Y2/1)土
眉中に羽b膚ブロックが混在する締まった眉.

一一/A.

j 

_8'1 

I 4 オリーブ黒色(7.5Y3/2)土
l 層の様子は3層に似るが、比較的
l 羽b膚ブロッヲが点在する眉.

5 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土
; 層中に櫨色テフラ(10YR7/6
， 粒径1-2mm大}を含む.

世注工キ￥争三と::EZZ
8 50.00m 日'

(1 :40) 1m 

ヒゴ
第 16図全面調査(1次) S D 2 平面・断面図
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平面・断面図SD3 全面調査(1次)第 17図

τ
H
u
n
t判
斗

12mである。また横軸部分は3条の細し、溝状遺構が存在し、 A-A 軸の

溝状遺構の横幅は最も幅広なところで1.22m、最も幅狭なところで、 O.

86m、B-B~軸の溝状遺構の横幅は最も幅広なところで O. 54m、最も

38m、c-c 軸の溝状遺構の横幅は最も幅広なとこ

68m、最も幅狭なところで、 O. 42m を測る。 c-c~ 軸の溝

状遺構は A-A ・B-B~軸のj診伏遺構を切り、 B-B ~軸の1露伏崩蕎は A

A~ 軸の溝状遺構を切っているO 埋土に顕著な変化は見られないが、切り

幅狭なところで、 O.

ろでO.

聖書記聖書記合いの関係が見られることから、短期間に溝の付け替えが行われた可能↑生が

ある。床面には硬化は見られず、道としての使用は考えにくし、

なお、遺構内からは31点の遺物が確認された。磯類3点、弥生土器25

点、土師器3点である。遺構埋土に複数時期の遺物があり埋没段階での流入

E
D
D
口
一
的
。

E
D
D
，D
山

田

E
D
口

口

的

〈

したものと思われ、出土結果から遺構の使用時期は古代以降の可能性がある。
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SD3出土遺物

7は弥生土器の壷胴部である。外面に貼{寸られた台形突帯が 1条確認され

る。外面に磨滅が顕著であり、底部に向かって内湾するように窄まると思わ

れる。

八
ゲ
グ

第18図全面調査(1次)
SD3 出土遺物

第9表全面調査 (1次) SD3 出土遺物

3 士坑

全面調査(1次)で確認された土坑(以下 iSKJ と表記)は6基確認された。 SK1については

前項で述べているので、 SK2~6 について記す。士坑についても溝状遺構と同様に、近年実施され

た構造改善により、場所により遺物包含層が削平を受け、 VIb・v困層まで削平を受けているところが

見受けられた。そのため、遺構深度により検出面から遺構床面までが比較的に浅い調査結果となった。

各土坑の計測値は第10表のとおりである。いずれの土坑からも遺物は確認されず、遺構の使用時期

は判然としない。士坑はBC2・3区にのみ確認され、これより以西には土坑は確認出来なかった。

第 10表全面調査 (1次) 士坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m)深さ (m) 備考

SK1 第四図 C2 つ 3.17 (1.71) 0.12 

SK2 第四図 B3 楕円形 0.82 0.54 0.05 

SK3 第四図 C3 楕円形 0.50 0.25 0.04 

SK4 第 19図 B3 椅円形 0.59 0.30 0.17 

SK5 第四図 B3 変形楕円形 0.82 0.55 0.15 

SK6 第四図 C2 変形楕円形 0.75 0.50 0.16 
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S D 1 

B ⑧ 
c@ 

1 黒褐色(2.5Y3/1)土層中に樟色(10YR7/6 粒径1-2叩)

パミスを含む締まった層。

ふ
49.80m 

一て二戸二二7 ・

方形周溝 1

SK6 

(f) 

. b 
ー~ '--¥シJ 一一一
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，
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，
 

1 黒色(5Y2/1)土 届中に櫨色(10YR7/6 粒径1-2mm)
パミスを含む締まった層。

/ 撹乱/

宇
50.00m 

一¥
49.80m 

---..:::::::ーミミr--

ミヲ
⑨ 

1 黒色(10Y2/1)土 属中にテフラパミスを吉まない締まった層。
2 黒色(5Y2/1)土 層中に撞色(lOYR71日 粒 径1-2mm)

パミスを吉む締まった属。

SK2 

(f) 
SK4 

1 黒褐色(2.5Y3/1)土属中に控色(10Y円71日粒径
1-2mm)/1ミスを含む締まった層o

1 黒色(5Y2/1)土 層中に樟色(10YR7/6 粒径1-2mm)パミスを含む締まった層。
2 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土層中に樟色 (10YR71日 粒径1-2mm)ノtミスを含む比較的硬く締まった層ロ
3 黒色(10Y2/1)土 層中にテフラパミスを吉まない締まった層。

49.80m 一生旦盟!1L

セミ:P7.- ヒヒ土4
第19図全面調査(1次) S K 1・2・3・4・5・6 平面・断面図
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第V章全面調査 (2次)の概要

第1節全面調査 (2肉の方法

本調査は、調査範囲に前主する基準点を元に、 10mメッシュのグ、リッドを設定、全面調査(1次)

の調査範囲を含む南東隅から南北方向に 1~20 区、東西方向にA~O区のグリッドを設定し、それ

ぞれの調査区を fA1区J、fA2区J…と呼称した。全面調査 (2次)はA5区から行われ、表土を

調査員立会いの下、重機で除去した。なお縄文早期相当の遺物包含層が柄生する ]K8・9区は、表

土の外、 VIb~庇層を調査員立会いの下、重機で除去した。人力による掘り下げはrr"ma"mb"

VIa層、 ]K8・9区においては遺物包含層が削平されるXa"Xb層の掘り下げを行った。遺構検

出は、 VIa層、医層(アカホヤ火山灰層)、 Xc層で行った。
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第 20図全面調査(2次) 遺構検出状況図 1/4 
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第 21図全面調査(2次) 遺構検出状況図 2/4

第2節全面調査 (2次)の概要

遺物包含層の残存状況は比較的良好であったが、現在見ることのできる地形は高低差の少ないフラ

ットであるのに、元地形はかなり起伏のある地形と思われ、場所により遺物包含層が削平を受けVIb'

vm層まで削平を受けているところが見受けられた。

区層(アカホヤ火山灰層)より上位層の包含層における遺物出土状況は、縄文時代前期・後期・晩

期、弥生時代前期から弥生時代終末、古墳時代初頭及び後期、古代、近世と長期に亘る遺物が確認さ

れた。各時期の具体的な遺物出土状況については第4節に後述するO

J 1 2区vm層上面より散石状に検出された集石 (ss 1)が臨忍され、縄文時代前期の曽畑式土器

(9~1 1)の小片が共伴している。また、 F13 ・ 14 区VIa 層上面より土器埋設遺構 1 (s J 1) 

から縄文時代晩期相当の入佐式土器 (13)がほぼ完形で、横倒しの状態で出土し、その周囲には別個

体の入佐式土器、縄文時代晩期土器が重なるように確認された。 S]1で出土した入佐式土器(12・

14~16) のうち、顕著に煤が付着した土器 (1 2) を分析した結果、歴年代がBC1260~1

A品
寸

ヴ
ム



050の数値を示し

た。またその隣のグ

リッドE14区から

は縄文晩期土器が多

数出土し、土器片に

包まれるように炭化

物が確認された。こ

の炭化物は自然科学

分析の結果、コナラ

属の堅果類の果皮や

殻斗が欠落した子葉

の破片であり、その

歴年代はBC120

0~1000の数値

を示した。詳細につ

いては第4節で述べ

る。また、 L13区

町 a層上面より土器

埋設遺構2(S J 2) 

から、中津野式土器

に似る弥生後期後半

土器のほぼ完形の護

(3 2)、壷(33)、

鉢 (34)が重なる

ように出土した。ま

た、 E12区H層よ

り古代相当の須恵器 (90~93)、土師器 (90) が破砕し小片となった状態で、確認された。
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第 22図全面調査(2次) 遺構検出状況図 3/4

lX層(アカホヤ火山灰層)より下位層の調査範囲はJK8・9区であり、包含層の遺物出土状況は、

Xa層より多数の破砕蝶・焼機、遺物数は少ないが打製石銀在、貝殻刺突文土器の小片が確認された。

また、 K8区Xb層上面より集石 (SS 2)が、 J8区Xb層上面より散石状の集石 (SS 3)が検

出され、 SS2から出土した 1点、 SS3から出土した5点の炭化物を分析した結果、 SS2炭化物

の歴年代はBC8220~7960 、 SS3炭化物の歴年代はBC7470~7250の数値が得ら

れた。詳細については第4節で、述べる。

この他の遺構は、 E層上面において硬化面7基、lIIa層上面において畝状遺構3基、 VIa層上面に

おいて竪穴建物5基、lIIa.VIa層上面において土坑143基、溝状遺構37基、が確認された。竪

穴建物は立地的lこ元地形の高いと思われる JK5~13区の範囲に検出されており、それより東側に

確認はできなかったO また溝状遺構は調査区全体に検出されており、軸方区から若干の時期差が判別

できるものι思われ、土坑についても埋土状況により I~VI類に分類できると思われる。詳細につい

てはは第4節で述べる。
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第 23図全面調査(2次) 遺構検出状況図 4/4

第3節全面調査 (2次)の層位

全面調査 (2次)の標準土層は下記のとおりである。 II層については全体的な堆積はしておらず、

かなり削平を受けている。 w.v層 .vn層は全面調査 (2次)においては削平ではなく、上位層は自

然堆積が確認できるものの、欠如したように全く存在しなかった。

基本土層

層位 | 層色 | 土色土質

第 1a層
5Y2/1 表土層。層中に白色テフラ (N9/0 直径2阻程度)を含むホクホクした

黒色 層。

第 1b層
5Y2/1 旧表土層。層中に灰白色ァフフ (10YR8/1 直径2~10凹程度)を多含

黒色 する締まった層。場所により 3~4層程分層が可能。

第H層
lOY2/1 層中にァフフ・パミスの類を含まない黒色土。層の削平が如実である。

黒色 この上面で硬化面が検出。古代の遺物包含層。

2. 5Y3/2 
層中に微細な淡黄色粒子 (5Y8/3 直径1~2幽程度)を多含する締まっ

第皿 a層
黒褐色

た層。場所により班b層と分層が困難な場合がある。弥生時代の遺物

包含属。

-26-



7.5Y3ノ1
層の様子はIIIa層に似るが、より締まる層。層上位が遺構検出面。

第IIIb層
オリーブ黒色

場所によっては明確な堆積が見られず、皿a層と混在するところが見

られる。

第N層
lOY2/1 層中にァフフ・パミスの類を含まない黒色土。層にわずかに光沢が見

黒色 られる。 2次調査においては層が存在していない。

第V層
7. 5Y2/1 層の様子はN層に似るが、より締まる層。層に光沢は見られない。 2

オリーブ黒色 次調査においては層が存在していない。

第VIa層
10Y3/1 属中に疎らに燈色ノfミス (7.5YR6/6 直径1~2mm程度)を含む締まっ

オリーブ黒色 た層。縄文時代後期~晩期の遺物包含層。

第VIb層
lOY3/1 層の様子はVIa層に似るが、パミスがより多含で締まる層。層上位が

オリーブ黒色 遺構検出層。

第四層
2.5Y2/1 層中にァフフ・パミスの類を含まない黒色土。 2次調査においては層

黒色 が存在していない。

通称池田降下軽石層。

第vm層 5Y3/1 黄櫨色テフラ (10yg/6 直径5~20mm程度)が含まれ、やや粘性を持ち

オリーブ黒色 光沢のある硬く締まった:J言。層上位が遺構検出面。縄文時代前期の遺

物包含層。

10YR6/6 
通称アカホヤ層。

第区層
明黄褐色

層の下位に5~10皿大の明黄褐色テフラ (10YR7/6) が層を成す硬く締

まった層。

第Xa層
5Y3/1 層中にァフフ・パミスの類を含まない硬く締まった層O 縄文時代早期

オリーブ黒色 の遺物包含層。

第Xb層
2. 5Y3/1 層中に明黄褐色パミス (10YR6/g 直径1~2lI11Ii程度)を含む硬く締まっ

黒褐色 た層。層の上位に集石2基を確認。

第Xc層
2. 5Y3/1 Xb層に層の様子が似るが、層中のパミスの直径が大きくなり(直径3

黒褐色 ~5mm程度)、比較的硬い属。

第Xd層
2.5Y3/1 Xc層に比べて層中のパミスの含有が最も多く、かなり硬化した層。

黒褐色

第Xe層
2. 5Y3/2 層に含まれるパミスの量が少なくなり、層色も比較的淡くなる締まっ

黒褐色 た層。

lOYR5/3 
通称サツマ火山灰層。

第XI層
にぶい黄褐色

硬化したかなり締まった層。層中に黄色テフラ (2.5yg/6 直径1~10阻

程度)が混ざり、ブロック状な塊も見られる。

ー一一一一一一一ー

2 

5 

6 

49.50m 

2 

k ノ 一一一 3一一J 一一一「一一(一一 J一一一 一 3 

圭二三「一一一一ここー」、 撹乱 ムトー一一一ずくくごと一一-J
」早盟!!'..... 6 7 

1 黒褐色(10YR3/1)土 現表土。属中に灰白色(N8/1 粒径2-10nun)軽右を含むホヲホクした層。 o (1 : 40) 1m 
2 黄灰色(2.5Y4/1)土 現表土。層中に灰白色(N8/1 粒径1-10醐)軽石を多含する硬く締まる障。 I
3 黄灰色(2.5Y4/1)土 旧表土。層の上位を2層に削平を受けている。属中に灰白色(5Y8/1 粒径2-10mm)軽石をわずかに含む2層より硬く締まる層。 I ヒニ土ゴ
4 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層中にテフラ・パミス等含まない締まった層。E障に比定。
5 黒色(5Y2/1)土 層の様子は4層に似るが、層色が濃くより締まる層e遺構面?
6 黒褐色(2.5Y3/1)土 層中にわずかに微細な灰白色(10YR8/2 粒径1柵以下)パミスを多含するやや締まった属。IIla層に比定」
7 黄灰色(2.5Y4/1)土 層の様子は6膚に似るが、灰白色(10YR8/2 粒径1mm以下)パミスをより多含する締まった層。IIlb層に比定。
8 オリーブ黒色(10Y3/1)土層中に浅黄撞色(10YR8/4 粒径1-2mm)を多含する締まった属。VIa層に比定。

第24図全面調査(2次) F G 10区北壁土層断面図
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第4節全面調査 (2次)の調査成果

縄文時代早期の調査1 
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本調査の縄文時代早期の調査は、圃場整備によ

り遺物包含層の保護が出来ない範囲のみの調査と

なった。従って確認調査 (2次)で、縄文時代早

3Tは遺期の遺物が確認された 1・3Tのうち、

物包含層までが深く、圃場整備を行っても保官賞言

囲
同
区

1Tの量包が確保できるため、全面調査は行わず、

囲のみの調査を実施することとなったO 十の字に

ト

F
4川

N

橋
健

トレンチ1Tのうち、設定した確認調査 (2次)

トレンチ西側のK南側lからは遺物は確認できず、

1点と牒が確認されたこ9区から打製石嫉 (2)

この付近を広げて調査を実施することととから、

随
匡なった。なお、縄文時代早期層の広がりを確認す

加
問
且
]
戸

L9区、 H 1 6・7区に下層確認のトるために、

レンチを設定して調査を実施したが、遺物・溜薄
哩
冊
目
匝は確認できなかったことから、縄文時代早期層の

広がりは、元地形の最も高いと思われる JK8・

9区に広がっていることが想定され、 IX層(アカ

制
恒

ホヤ火山灰層)を調査員立ち会いの下、重機で除

去し、 IX層直下からXb層までを人力による掘り

型車
梅宮

下げを行ったO 遺物包含層は比較的薄く、 Xa. 

Xb層とも 12cmを測る。遺物は主に牒であり、

K8・9区でのー集団と、 J8・9区で一集団の、

調査範囲を三分するような出土状況で、あったO 出

土礁は小磯で、あり、ほとんどが焼礁で、あった。

なお、調査区内の遺物は磯1497点、打製石織

墜
事

1点、炭化物 10点、貝殻刺突文土器の小(8) 

岡
田

片2点で、あったO

囲
凶

随
且
【
〉

(1) Xb層検出遺構の調査

集石(以下劃蕎番号は iSSJ と表記)ア

Xb層上面では2基の集石が確認された。 岡
国
百
戸

(第27図)SS2 ① 

SS2はK8区で検出された。機密度は密で、

集石を構成する牒は230個確認された。出土牒

68m、6 g、長径O.の総重量は 15515.

61mの範囲内に大小の歴が不規則に3短径O.

E
D
D
口

出

〈

層程度積み重なるように検出された。出土牒は主

28一

に角磯で、破砕した状態であり、機の平均径は5.
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調査区友び遺物出土状況図縄文早期層全面調査(2次)第 26図

5gを測り、礁の一部に赤みを帯びるものも見られ、集石内には炭化物が微6cm、平均重量は67.

妙ながら出土したが、焼土は確認することはできなかった。また、集石の直下にO.

3mを測る楕円形の掘り込み部分が磯の集中部分に重なるように検出され、上部の集石を構成する同

7 8 6mX O. 

SS2の北側Hこ様の小磯が掘り込み内に落ち込んでおり、集石との関連性があると思われる。また、

は同様の小離が多数出土していたが、その広がりはK8区からK7区に向かって疎になる傾向があり、

これらのSS2を構成していた小離が流れ込んだ、可能性がある。

SS2からは炭化物の外、貝殻刺突文が施文される土器の小片が2点確認されており、縄文時代早

期前葉の集石の可能性がある。

SS2内で出土した炭化物を、加速器質量分析法 (AcceleratorMass Spectrometry)による放なお、

射性炭素年代測定を実施した結果、 BC8220"-'7960の年代値が得られた。詳細については第

VI章に述べる。

(第29図)SS3 ② 

SS3はJ8・9区で検出された。礎密度はやや密であるが、当初散石状に出土していたため、集

石としての認識はなかったが、離が集中する J8区から炭化物9点が出土したことから集石として整

理した。集石を構成する磯は 1943個確認された。出土磯は主に角礁で、破砕した状態であり、出土

2gを測り、焼土は確認

することはできなかったO また、集石の直下に掘り込みは確認で、きなかった。集石の規模は長径9.

-29-

3cm、平均重量は25.5 g、礁の平均径は4.機の総重量は48974.
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lmX7.4mであり、その形状は楕円形であり、楕円形の中，cA寸近に小磯が層厚に出土し、広範聞

に小礁が多数出土した。

なお、遺構内に遺物は確認できなかったが、 SS3内で出土した炭化物を、加速器質量分析法

(Accelerator Mass Spectrometry) による放射性炭素年代測定を実施した結果、 BC7470~725

Oの年代値が得られた。このことから、 SS2とSS 30つ使用時期にはかなりの時期差があることが

わかったO 詳細については第VI章に述べる。
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A 49.50m 

第27圏全面調査は次) S S 2 平面・断面図

( 2) 包含層出土遺物

本調査で出土した離はSS2、SS3を構成す

る礁であり、土岩片はS82内から出土した2点、

のみであり、包含層出土遺物として、 Xa層より

出土した打製石銭安について述べる。

8は頁岩製の打製石織である。扶入部はほとん

どなく、比較的厚みのある石鍛である。

ー
A' 

p 

.昌炭化物

A' 

。(1 : 10) 20cm 

.oA 
<=> 8 

(1:1) 3cm 

第28図全面謂査(2次) Xa層
出土石器
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土出磯SS3 全面調査(2次)

49.40m 

第 四 図

縄文時代前期~晩期の調査2 

と表F13・14区より土器埋設遺構(以下 IS J J J 1 2区より集石1基、縄文時代の遺構は、

記)が 1基検出された。

集石(1) 

(第30図)SSl ① 

集石1はJ1 2区より検出された。検出層は四層上面である。機密度は疎であり、集石を構成す

る牒は 57個確認された。出土礁は主に角牒で、破砕した状態であり、出土礁の総重量は2365.

5 gを測り、焼土は確認することはできなかったOOc皿、平均重量は41.Og 、磯の平均径は5.

o 8m 

の楕円形を呈する範囲に、散石状に礁が散らばる。

集石内に炭化物や焼土は確認できなかったが、集石内には22点の曽畑式土器が共伴していた。

59m、短径2また、集石の直下に掘り込みは確認できなかったO 集石の規模は長径が 2.

のことから SSlは縄文時代前期の遺構であると思われる。

SSl出土遺物

9~11 は曽畑式土器の深鉢胴部である。 9 は外面に横位の浅い沈線文を施し、内面に輪積みの接

10は外面に縦位・横位の浅い沈線文が幾何学文様を施し、胎土中に比較的石英を多含

1 1は外面に縦位・横位の浅い沈線文が幾何学文様を施す。

ヴ
ん今、d

合痕が残る。

する。
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第30図全面調査(2次) S S 1 平面・断面図
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第33回全面調査(2次) S J 1 出土遺物

第 12表全面調査 (2次 SSl 出土遺物

出土区
挿図 注記
番号

番号
番号

出土層 岩橋

価齢)

4192・4203
]12区

第32図 9 I "'210 SSI 深鉢
四咽屠

第32園 10 4202 
]12区

深鉢
SS1 VlL層

第回国 11 3330 
)12区

時器本
5S1埋土

(2) 土器埋設遺構

① s J 1 (第31図)

部位 分類

月阿部 曽畑式

胸部 曽畑式

胴部 曽畑式

胎土
色調 施文・調整

石 角

雲 磯 赤 砂
上段外市 上段外面

長 輝
下段内面 f 設内面

7町R5/4に品情色 枕諦主。。 O 
1町R5/4 に去、、声許場色 ナデ

。。 。7日R5/4に五、沖喝色 沈醜文

IOY随A にぷい黄褐色 ナデ

。。 O 
7.5YR5j4 lこぶし咋渇色 抗措文

1似随13 におゐ骨褐色 ナデ

15 

16 

(1 : 3) 

法量(咽)

口径 底径 器高
備考

4.15 滑石混入

4.0 

--I 4.0 

S J 1はF13・14区より検出した。検出層はVIa層である。遺構範囲の長径はO. 76m、短

径はO. 64mであり、遺構内から 182点の土器片が積み重なるように出土した。遺構の上位に完

形の入佐式土器 (13)が倒れた状態で出土し、その下位と周囲には入佐式土器50点、縄文晩期土

器 65点、砂岩製の五角形打製石鍛(I8)が1点確認された。出土した土器は2次焼成を受けたよ

うな器壁の赤変や、遺物の脆弱化が見受けられた。

S]l出土遺物

12~17 は入佐式土器の深鉢である。 1 2は口唇端部がやや丸みを帯びる調整であり、口縁部下

位がやや肥厚気味に膨らみをもっO 口縁部は「く」の字状口縁で逆「八」字のように直行して聞く O

頚部内外面の屈曲部に明瞭な稜は見られず、ゆるやかな調整が施されている。器形はやや上下に伸び

るような形で、土器の最大径は口縁部にある。底面外部はわずかに張り出しをもっ平底である。この

遺物のない外面には煤が顕著に付着していたため、加速器質量分析法(AcceleratorMass Spectrometry) 

による放射性炭素年代測定を実施した結果、 BC1260~1050の年代値が得られたc 詳細につ

いては第VI章で述べる。 13は口唇端部が三段階に端部を揃えるように調整し、口縁部下位に肥厚気
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味の膨らみは見られない。口縁部は「く Iの字状口縁で逆「八」字のように直行して聞く。頭部外面

に摘み出したような突起が頚部全体を巡り、頭部の屈曲部は鋭角に曲がるが、内外面に明瞭な稜は見

られない。岩部は 12と比べて圧縮されたように器高が低く、土器の最大径は口縁部にある。底面は

やや丸みを帯びる平底であり、その外面には煮沸痕を思わせる小円状の剥南臓が見られる。胎土中に

含まれる石英は比較的大きい。 14・15は口縁部から胴部が残存する。 14は口唇端部が平らに揃

える調整であり、口縁部下位に肥厚気味の膨らみが見られる。口縁部は「く」の字状口縁で逆「八」

字のように直行して開くが、口縁部の傾きはそ中緩やかである。頭部はやや器壁が薄くなり、内外面

の屈曲部に明瞭な稜は見られず、ゆるやかな立ち上がりが見られる。若旬杉はやや上下に伸びるような

形で、最大径は胴部にある。 15は口唇端部が平らに揃える調整であり、口縁部下位に肥厚気味の膨

らみが見られるが、口縁部が比較的短めで、口縁部は「く」の字状口縁でやや内湾気味に直行して開

くが、口縁部の傾きはやや緩やかである。口縁部の形状から、最大径は胴部にあると思われる。 16・

1 7は口縁部が残存する。 16は口唇端部がわずかに丸みを帯びる調整であり、口縁部下位がやや肥

厚気味に膨らみをもっ。口縁部は「く」の字状口縁で逆「八」字のように直行して開く。 17は口唇

端部が丁寧に平坦面が作られており、口縁部下位がやや肥厚気味に膨らみをもっ。口縁部は「く Jの

宇状口縁で逆「八」字のように直行して開く。

1 8は砂岩製の打製石嫉である。五角形骸であり、縄文時代晩期特有の形態を呈している。挟入部

が浅い挟りをもっ薄手の石鍛である。右肩が一部欠損している。

第 13表 全面調査 (2次 sJ 1 出土遺物

出士区
胎土

色調 施文・調整
法量(唖)

挿図
番号

注記
出土層 器種 部位 分類

石 角
上段外面 上段外面 備考

番号 番号
僧階)

雲 際 赤 砂
T段内面 下段内面

口径 底径 器高

長 輝
26・30・42

45' 47' 57 5応/4 にぶ，特色 条長文・すデ・横ナデ
61・64へ，，9

第32図
73・75.78 SJl埋土

深鉢 半損 λ柱式 010  O O 27.9 9.4 29.9 内外語に感曙にj煤付着
12 I 80・81'82 F13区vm層

~Jl) 
7日臨/3にふし噛色 謝長文すデ

2加i7.4543 

4545 

116b---e 
措ナデ

116h'"'1】 7.5Y1也/4常色

第"固 13 1161へーz 日1埋土
時遺体 完形 入世式 。。 。 "" ノ四日ツ

21.2 
内外i固と顕著吋紺サ着

116A--L F14区vm層
。 7.2 16.35 

内外面に黒斑

~JlI 7日部16明褐色 へラ削り・ナテ磨き

2540 

17・130
口縁部

町R4/4 にぶしず狩場色
ナデ

りり 16.2 第32回 14 I 132・133 5Jl埋土 語講 入佐式 010  O 。 一 17.3 外直に顕著に傑カ涼I着
(5J1I ~!酷日

町R4/1 褐灰色 ナデ一部トラ削り

7' 10 
SJl埋土 口録制日 7臼1Mj~，咋島色 ハケ目・ナデ

第33固 15 。'J1I F13区VIa層
時語体

~醐1
入佐式 。。 O 。 加.0 9.1 内外i副市証

4出3 7日R5/4に品帽色 T軍なナデ・ナデ

第33図 16 
8 

5J1埋土 揮遺体 口縁部 入佐式 010  
o~町南/4 iこ右"申奇色 横ナデ・条革支;すデ

31. 4 4.3 内外面に黒斑
(SJI) 1似R4/2 灰劃岳色 ナデ

第33図 17 
56 

SJI埋土 語講 口縁部 入佐式 。。 o~町町2 灰生島色 横アデー条痕文・すデ
4.5 

(SJI) 1凹R4/2 灰貧褐色 ナデ l内外i固こ黒斑

弓
j今、u
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(3)包含層出土遺物

縄文時代の包含層出土遺物として、曽畑式土器、市来式土器、黒川式土器、入佐式土器、その他分

類不明の縄文晩期土器が出土した。それぞれの分類による出土状況を図化し示す。

① 曽畑式土器(第43図)

曽畑式土器はF8、J1 O~ 1 2、J1 6・17、K12、L15区で44点出土し、(第34・3

5図)うち接合した遺物2点を固化した。主に出土したのはK12区であり、 SSlが検出された調

査区である。本調査で出土した曽畑式土器比較的小片なものが多く、 5点のみ接合することが出来た。

出土が多く見られた J1 2区は標高的には周辺より高いところであり、上層の削平が顕著なところで

もあったことから、遺物が失われた可能性もある。

1 9は深鉢胴部が残存し、外面に横位の浅い細沈線文が施され、胎土中に小磯を多含する。 20は

深鉢底部が残存し、底部外面(接地面)に蜘昧の巣状の浅い細沈線文が施され、胎土中に径の大きい

石英、小礁を多含する。

② 市来式土器(第43図)

市来式土器は 1J 16区で10点出土し、(第36図)うち接合した遺物2点を図化した。出土状況

はほぼ 1J 1 6区の南隅に一纏まりで出土し、その範囲を立地的にみると、調査対象範囲の北側に位

置し、台地の北端部に近い。

21・22は深鉢口縁部が残存する。いずれも口縁部が断面三角形に肥厚し外反する形状をもっ。

2 1は口縁部内面に奈M立の貝殻刺突文→2条の凹線文→主判立の員殻刺突文を施文し、場所により凹線

文がなく、貝殻刺突文のみのところも見られる。外面は口縁部上位が区曲し、明瞭な稜が見られ、そ

の下位は生ヰ位・横位の条痕文を施文する。 22は口縁部内面に斜位の貝殻刺突文→2条の凹線丈→斜

位の貝殻刺突文を施文し、外面は屈曲部がなく稜は不明瞭で、外面上位にごく浅い沈線文が2条見ら

れる。

③ 入佐式土器(第43・44図)

入佐式土器はD10、E7・13・14 、 F13~15 、 G13 、 H 12・14、 112・13・

1 5・16、J7・13~1 6、K14、L12、M13・15、N10 ・14・15区で 156点

出土し、(第38図)うち接合した遺物5点を図化した。主に出土した範囲は、 EF13・14、1J 

1 5・16，N14・15区の3箇所に点在し、いずれの出土範囲は、調査対象範囲の北側に位置し、

台地の北端部に近い立地である。特にF13・14区より入佐式土器、縄文晩期土器の遺物集積が見

られたSJ 1があり、北側に延びる台地の突端に入佐式土器を伴う遺構の存在も考えられる。

23~25 は深鉢口縁部が残存する。 23 は口縁部が「く」の宇状口縁で逆「八」字のようにやや

内湾気味に直行して聞く。口縁部の肥厚はそれほどではないが、頭部は器壁が極端に薄く整形されて

いる。 24は口縁部が逆「八J字のようにやや聞き気味に直行して聞く。口唇端部は丸くおさめる。

25は口縁部が逆「八」字のように直行して聞く。口唇端部は平坦面に浅い窪みが存在する。 26は

深鉢頚部から桐部が残存する。頭部の屈曲部は外反気味に鋭角に曲がり、頚部内面に明瞭な稜が施さ

れる。胴部下位の破断面は輪積の接合部分と思われる。胎土中に比較的雲母が多含で粒が大きい。 2

7は胴部が残存し、外面に頚部の立ち上がり部分がわずかに残存し、緩やかに立ち上がる様相があり、

稜は見られない。胴部内外面屈曲部は「く」の字状に顕著に立ち上がり、内面に輪積みの接合痕が見

られる。胴部外面上位は丁寧なナデであり、その下位はやや粗いナデで調整される。
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④ 黒川|式土器(第43図)

第44図包含層出土縄文土器 2 

26 

(1 : 3) 

黒川式土器はF13、112・16、L16、M5・12・15、N14区に 10点出土し、(第3

7図)うち 1点を図化した。出土状況は遺物の纏まりはなく、点在して出土しているため、遺物の流

動も考えられる。

28は浅鉢口縁部から胴部が残存し、外面が顕著にナデ磨かれた精製土器である。口唇端部は平た

くまとめ、器壁は薄い。

⑤ 縄文晩期土器(第43図)

縄文晩期土器は遺物が小片で分類が不可能であったもので、胎土、調整の様子から縄文晩期土器ど

思われる土器を指す。縄文晩期土器はB7、C5、DI0、 E12~14 、 F5 ・ 10~14 ・ 1 6， 

GI0 ・ 12~14 、 HIJ12~17 、 J 9・10 、 K9 ・ 12~14 ・ 1 6・17、LI0・1

2~15 、 M5 ・ 12~15 、 N6 ・ 1 2・14 区で426 点し、(第39~42 図)うち 1 点を図化

した。主に出土した範囲はEFG12~14 区、 IJ12~17 区、 LMN13 ・ 1 4区の3箇所に

点在し、いずれの出土範囲は、調査対象範囲の北側に位置し、台地の北端部に近い立地である。

29は深鉢底部が残存し、平底で、底部外面を斜イ立のへラ磨きで調整される。

第 15表全面調査 (2次) 縄文土器出土遺物

出土区
胎土 色調 施丈・調整 法量(咽)

挿図
番号

間日
出土層 器種 部位 分類

石 角 上段外面 上段ー外層 備考
番号 番号

纏紳酌
雲 磁 赤 砂 下段内面 下段内面 口径 底径 器高

長 輝

JI0区
持韮本 目問1 曽士匝主

7.5YJ即4に;"o暗色 泣諌文
第43図 19 4732 

512埋土
010  O o l2:5i4i2 略灰黄色 すヂ 4.5 内薗lに黒証

第43図 20 47出
J10区

辞樹三 底部 曽畑式 。。 。 o 1:~~~~4 に品特色 抗措文
1.35 

512埋土 1似恥/3 にbe咳謝霊色 ナデ

J16区
団施 d にゐ山L、策絡色 条痕文

第 43図 21 I 1643 '1645 
VIa層

詩話諒 口縁部 市来式 。 。 凹線文・貝殻刺突文 4.6f 外闘に煤付着
2.5Y5/3 黄褐色 ナデ

]16区
1回R7/4 に品、黄鐙色 すデ

第43囲 22 1672 
VIa層

評議本 口緩;lil 市来式 O 。 凹融文・貝樹陣取 6.65 

10YR7/4 に五込、?弱登色 サデ
1山Rめぐ2 灰間告色 ヲデ・ヘラ磨き

第43固 23 2ω1 
112区

深遺体 口縁部 人佐式 。 。 ヘラ削り
5.6 

外国こ劇寸着
VIa屠

2.5Y5/Z 略灰黄色 ナデ 内外面に泉斑

第43図 24 17凹 ]16区
務排 口鴛剥3 入信I~ 。 o~ に品嘆艦色 サデヘラ削り

- 14.45 内面に黒斑
VIa層 1m唄613 に品質櫨色 ナデ

DJQ区VIa層 7日R5/4に品帽色 横ナデ
第43図 25 I 3049' 3781 1112区 務診ド 日縁部 入佐式 O 010  3.1 内副こ黒斑

S回7埋土 1似R4/~ 伊潤色 横ナデ
3回・977 KI4・M15.NI0

頭部 7.5YR5/6 明褐色 ナデ・へフ削り
第44固 26 I 3880.3曲 1 N14' N15区 都逮本

~月岡3
入佐式 010  。。O 7.8 内面に黒斑

3892 ill，層 7町応/4にぶハ提色 すデノVケ巨

4534 回R5/e 明掛易色 |開粗いデナデ背子顕肝班E殖 外直こ黒班
第43図 27 へ--4537

EI1区
謀議事 月両部 入佐式 。 。 。 16.65 

VIa層
4574.4584 1例町/4 に、安働色 粗いナデ |が見られる。

第43図 28 I 2416・2419 FI3区
浅鉢 期iI式9 010  

日R4/4 iて品場鴇色 ナデ磨きへフ磨き
4. 9 

llh層 5YR4!2 にぶれ赤禍色 ナデ磨き，へフ磨き
7町R5/4に品唱色 ナテーへラ磨き

第43図 29 4367 
L15区

訴識字 底部
縄文暁湖

O 。 開軒'1良 11.0 5.0 内面に黒斑
而a層 士器 2.5Y4/2 時灰黄色 ラデ
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弥生時代の調査

(1)竪穴建物

全面調査 (2次)では、竪穴建物(以下 rS11と表記)は5基確認された。前項でも述べたが、

3 

竪穴建物は立地的に元地形の高いと思われる JK5~13区の範囲に検出されており、それより東側

に確認はできなかった。

(第45図)S 1 1 ① 

S 1 1はK13区より検出された。検出層はVIa層である。遺構の平面プランは隅丸長方形であり、

04mを測る。長軸の向きは南東から北西軸に延び、 SI4・5の軸30m、短軸は2.

SK36・37に切られ、 SK35を切る。遺構深度は最も深くても O. 08mであり、床

面に若干の凹凸は見られるが、ほぽフラットな床面である。床面に硬化層は確認できず、Ah等の張

床は見られないやや締まった層で、あった。床面上を検出した結果、

長軸は3.

に似る。

2基の柱穴 (p1・2)が確認で

90mを測る。PlとP2の柱聞はO.きた。

遺物は、床着遺物が3点確認された。磯1点、胎土中に小磯を多含する弥生土器2点である。出土

結果から S1 1は弥生時代の竪穴建物の可能性がある。

(第46図)S 1 2 ② 

S 1 2はJ10区より検出された。検出層はVIa層である。遺構の平面プランはやや変形の隅丸長

OOmを測る。長方形であり、遺構の南西隅はSK49に切られる。長軸は4. 44m、短軸は4.

軸の向きは南西から北東軸に延びる。遺構深度は、遺構の中央付近が最も深く O. 45mを測り、床

十1

面に硬化層は確認できず、Ah等の貼床は見られないやや締まった層であった。床面上を検出したが、
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AA' .88'断薗

1 黒色(7.5Y2I1)土 属中に僅かにV1aパミスが含まれる締まった層.
2 オリーブ黒色(7.5Y3/1l土 居の様子は1層に似るが、層色が淡くより締まった層.
3 黒色(10Y2/1l土 居中に軽石など含まない締まった層。
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羽aパミスを僅かに含む締まりがない層。
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平面・断面図友ぴ遺物出土状況図
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全面調査(2次)第45図



A 

• 
AA' '88'断面

1 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
2 オリ ブ黒色(7，5Y3/1)土層の様子は1層に似るが、層色が濃くより硬く締まった層。 1

3 黒色(5Y2/1)土層中にVlaパミスが少量混じる。やや硬く締まる層。層に光沢がある。|

由
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第46図 全面調査(2次) S 12 平面・断面図友び遺物出土状況図

柱穴などの付属遺構は確認できなかった。

遺物は、床着遺物が 7点確認された。磯3点、曽畑式土器3点、弥生土器4点であった。曽畑式土

器についてはS1 2の北西側の J1 1・12区に多数出土しており、 S1 2の埋没段階で流入した可

能性が高い。このことから S1 2は弥生時代の竪穴建物に可能性が高い。

@ S 1 3 (第47図)

S 1 3はJ1 0区より検出された。検出層はVIa層である。遺構の平面プランは隅丸長方形であり、

遺構の北隅はSD7に切られる。長軸は 3. 50m、短軸は2. 78mを測る。長軸の向きは南南西

から北北東軸に延び、 S1 2の軸に似る。遺構深度は、 O. 12mを測り、ほぼフラットな床面であ

る。床面にはやや硬化が確認でき、Ah等の貼床は見られない。床面上を検出した結果、遺構の中央

からやや南西に柱穴が 1基 (P1)確認できた。 Plは深く O. 60mを測るO

遺物は床着遺物が2点、埋土中から 16点確認された。いずれの遺物も弥生土器と思われる小片で

あり、出土結果から S1 3は弥生時代の竪穴建物に可能性が高い。
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Pit 
a 黒色(10YR2/1)土

羽aパミスを含む締まりがない層。
υ
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Uω

50.50m 
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1』

AA'・BB 断面
1 黒色(7.5Y2/1)土 層中にパミス等含まない。締まった属。
2 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層中に僅かにVIaパミスを含む。締まった層。
3 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土層の様子は2層に似るが、層色が濃く、より締まる層。
4 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 層中にVIaパミスが顕著に混じる。締まった属。
5 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土層の様子は3層に似るが、羽aパミスの含有が減り、やや柔らかい層。
6 黒色(7.5Y2/1)土 層の嫌子は5層に似るが、層色が濃く、より締まる層。

平面・断面図友び遺物出土状況図S 1 3 全面調査(2次)第 47図

SI3出土遺物

30 は弥生土器の妻脚部ι思われる。脚はやや外反する様に開くように思われ、脚端部は平坦面を

もち、丁寧にまとめられている。弥生時代後期後半の遺物の可能性がある。

月

jA『

SI3 全面調査 (2次)第16表
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ヒゴ

AA'・B日'断面
1 黒色(5Y2/1)土 層中にテフラ等含まない。締まった層。

2 オリブ黒色(5Y3/1)土 層中にVIaパミスを含む。やや締まった層。
3 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層の様子は3層に似るが、よりパミスの含有が増え、より締まる属。
4 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層中に灰白パミス(2.5Y8/2 粒径1-2mm大)を含むよく締まった層。

5 黒色(10Y2/1)土 層中にテフラ等見られないやや締まった層。
6 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 層中に羽aパミスが含まれるやや締まった層。

平面・断面図友び遺物出土状況図
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31 

第49図全面調査(2次) S 13・4 出土遺物

④ S 1 4 (第48図)

S14はJ6区より検出された。検出層はVIa層である。遺構の平面プランはやや変形の隅丸長方

形であり、遺構の中央をSD8に、遺構の南西側をSK102に切られる。長軸は3. 86m、短軸

は3.29mを測る。長軸の向きは南東から北西軸に延び、 S1 1・5の軸に似る。遺構深度は、 O.

10mを測り、ほぽフラットな床面である。床面にはやや硬化が確認でき、Ah等の貼床は見られな

い。床面上を検出した結果、遺構の長軸方向に沿うように、柱穴が2基 (P1・2)確認できた。い

ずれの柱穴の深度は浅く、 P1はO. 18m、P2はO. 14mを狽IJり、 P1とP2の住聞は2. 3 

Omを測る。

遺物は埋土中から 3点確認され、いずれも弥生土器であった。うち 1点は弥生時代後期以降に見ら

れる台形突帯をもっ壷胴部 (31)が確認された。この遺物は包含層、 SK101・102の遺物と

接合することから、遺構の埋没段階で流入したと思われ、その結果から S1 4の使用時期は弥生H割ミ

後期以降の可能性がある。

S14出土遺物

3 1は弥生後期土器の壷胴部である。胴部に貼付台形突帯が2条残存し、穿孔と思われる楕円形の

欠け部分が見られる。

第17表 全面調査 (2次 S14 出土遺物

出土区
胎土

色調 施主・調整
法量(剖

掃圏
番号

注記
出土煙 器種 部位 分類

石 角
上最外面 上段外福 備帯

番号 番号
個師酌

雲 様 赤 砂
下段内面 下段内面

口径 底径 器商

長 輝

]6区凪a層

]6s 7.5賀町4に品帽色 T1I<f<ナヂ・横ナデ
員酎台形2条

2147・21田 S阻01・1田
第49図 31 

胡 36・必43 埋士
壷 胴部 萌を土器 010 010 8.6 蹄事後穿孔回可制笹有

J6区SI4埋 7.5可取14に品帽色 板ナデ・ナデ
後期

土

⑤ S 1 5 (第50図)

S 1 5はJ5・6区より検出された。検出層はVIa層である。遺構の平面プランは隅丸方形と思わ

れるが、遺構の北西隅をSD8に、南東隅をSD9に切られるため判然としない。長軸は3.72m、

短軸は3. 46mを測る。長軸の向きは南東から北西軸に延び、 S1 1・4の軸に似る。遺構深度は

O. 16mを測り、遺構の北東・北・北西隅にかけて、床面より一段高いベッド状遺構があり、床面

はほぼフラットである。床面にはやや硬化が確認でき、Ah等の貼床は見られない。床面上を検出し

た結果、遺構の短軸方向に沿うように、柱穴が2基 (P1・3)、床面の北西に1基 (P2)が確認で

きた。いずれの柱穴の深度は浅く、 P1はO. 10m、P2はO.06m、P3はO. 16mを測り、

P1とP3の柱聞は1. 52mを測る。

遺物は床着遺物が2点、埋土中から 31点確認されたo 磯類3点、弥生土器30点である。埋土中

-49 -



Pitl.2.3 

1 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 層中にVIaパミスを
少し含むやや締まった層。 由 i

2 黒色 (7.5Y2/1)士層中にテフラ等含まないやや締まった層。|
3 オリ ブ黒色(5Y3/1)土層中にテフラ等含まない | 

やや締まった層。 I

SD8断面
a 黒色C5Y2/1)土層中にテフラ等含まない締まった層。
b 黒色 (7.5Y2/1)土層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6
粒径1~2mm大)を含む締まった層。

c 黒色 (7.5Y2/1)士層中にテフラ等含まない締まった層。

d オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層の様子はb層に似るが、硬く締まる層。
e オリ ブ黒色(7.5Y3/1)士層の様子はb層に似るが、

パミスの含有が増え、よく締まる層。
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AA' .BB 断面 1 
1 黒色(5Y2/1)土層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6粒径21珊大)を含む。締まった層。 固 B オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層の様子は3層に似るが、
2 黒色 (7.5Y2/1)土 層の様子は1層に似るが、パミスの含有がかなり減り、層色が濃い。 層色が淡く、締まりがやや弱い。
3 オリ ブ黒色(7.5Y2/2)土 層中にVIaパミスが僅かに含まれるロよく締まった層。床面の可能性有。 7 黒色 (7.5Y2/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
4 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層の様子は1層に似るが、よりパミスの含有が減り、やや層色が淡い。 8 黒色村OY2/1)土層の様子は7層に似るがより締まり、層色が濃い。
5 黒色 (7.5Y2/1)土 層中にテフラ等音まない。締まった層。層に若干粘質がある。 9 オリーブ黒色(5Y2ソ2)土 層中に比較的VIaパミスを多吉する締まった属。
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S15 全面調査(2次)第50図

遺物からはS1 4の埋土中から確認された台形突帯をもっ壷胴部が 3点確認されており、遺構の埋没

段階で流入したと思われる。その結果から S1 5の使用時期も弥生時代後期以降の可能性がある。

(2)土器埋設遺構

(第52図)SJ2 ①
 
S J 2はL13区より検出した。検出層はilla層である。遺構範囲の長径は1.27m、短径はO.

92mであり、遺構内から 71点の土器片が積み重なるように出土した。遺構の長軸方向は西南西か

ら東北東軸に延び、遺構の西側に遺物が重なるよう出土した。遺構の上位にほぼ完形の中津野式土器

に似た牽 (32)、壷 (33)が潰れた状態で出土し、その下位には鉢 (34)が同様に潰れた状態で

確認された。出土遺物の取り上げを行い、検出面の精査を実施したところ、掘り込み面らしき変形楕

円形のプランが遺物集中部分に重なるように検出され、上部の遺物集積を構成する同様の遺物が掘り

込み内に落ち込んでおり、遺物集積との関連性があると思われる。また、奮 (32)の内外面の一部

白
U

Z
、J



5YR4/3)化部分が見られ、鉢 (34)についに焼成後の焼成 (2次焼成)のような褐色 (7.

5YR7/6)化が断片的に見られ、また胎土中ても度重なる焼成によるものか、胎土の澄色 (7.

に気泡状のセルが所々に見られる。

S]2内に出土した蚤 (32)は、中津野式土器に見られる底部のウエスト部がスリムに絞なお、

られ、脚部が長く伸びるのが一般的なのに対し、出土した遺物は底部のウエスト部はタイト気味で、

口縁部の立ち上がりも中津野式土器に比べやや弱いが、口唇端部を平たく

整える特徴は弥生後期後半以降の遺物に見られる兆候である。また壷 (33)は、底部の平坦面はわ

脚部も比較的短脚であり、

ずかに存在するだけで、ほぼ丸底に近い特徴は中津野式土器に見られる特徴である C 鉢 (34)は中

津野式土器に見られる口縁端部を平坦にする整形・調整が比較的粗であることから中津野式土器への

中村直子この遺物所見については鹿児島大学埋蔵文化財調査室移行期の遺物である可能性がある。

S]2から出土した土器群を「高付式の新段階」の様式として分類し纏める

中村直子准耕受に玉稿をいただき、詳細を述べる。

一三一一一一一一一時パノ

こととし、第四章に鹿児島大学埋蔵文化財調査室

准耕受のご指導を受け、

33 

(1 : 3) 
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第 52図全面調査(2次) S J 2 平面・断面図
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第 53図全面調査(2次) S J 2 遺物接合状況図
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SJ2出土遺物

32~34は高付式の新段階として分類した土器である。 32 は号室であり、ほぼ完形である。口唇

端部を平たく整え、平坦面にわずかに窪みが見られ、口縁部はやや弱く外反し、頚部内面に弱し、稜が

見られ、底部のウエスト部はタイト気味で、脚部も比較的短脚であり、脚端部は丸くおさめる。土器

の最大径は口縁部にある。器形もやや中津野式土器に比ベタイトで器高が低い。内面の煤は底部に行

くにf齢、多く付着し、煤部分に煮沸痕と見られる小さな剥離痕が多数見られたo 33は壷であり、口

唇部の欠損が見られるが、ほぼ完形である。口唇部は欠損しているが、口縁部は僅かに外反する様相

を見せている。全体的に器壁は薄いのが特徴であり、底部接地面はかなり薄い。底面の平坦面はわず

かに存在するだけで、ほぼ丸底に近い。また胴部内面に焼成による時のものか器面の剥離が顕著で、

胎土中に赤色 (10R4/6)粒が多含、石英・雲母の含有も比較的多い。 34は鉢である。底部の

欠損は見られるが、ほぽ完形である。底部片らしきものも同遺構内に出土しているが、接合はできな

かった。口唇端部は、全体的ではないが口縁端部を平坦にする整形・調整が比較的粗であるが平坦面

は意識している。口縁部は外反し、胴部から底部に向って急に窄まる器形である。土器の最大径は口

縁部にあるが、胴部の張出も同様な径をもっ。胎土に明褐色 (7.5YR5/6)粒をわずかに含む。

第 18表全面調査 (2次) S J 2 出土遺物

出土1区
胎土

色調 施主・調整
法量(岨}

挿図
番号

滋巴
出士層 器 種 部位 分類

石 角
上段外面 上段外高 備考

番号 番号
価邸調時

雲 機 赤 砂
Tて陣内面 下段内面

口径 底佳 器高

長 輝

16.19・21
横ナヂ・ハケ目・ナデ

25・26.28 1町R5/3 に晶噛色 高付式日新時晴

30'31' 33 
指頭圧痕

後第描半
Ll3区

第51園 32 35---"'38 
5J2埋土

蕎 完罪手 称生土器 。 。。 21.8 8.0 24.8 内外面紅煤汁着
4<Jへ必

2.5Y5/3 貧働色 横ナデーハケ日・ナデ
内面乙系移輔を思わせ

48~51' 69 る小新聞描多数

~J2) 
1 ・2・4・5

ナデ・7ず磨き
10・17・24 w尽.5/4に品噛色

ハケ目 制 材 同 臨 時
53.56 Ll3区

壷 半損
後期後半

第 51図 33 
58"-'60 S.T2理士

背企土器 。。 。。。 3.9 26.1 
胎土に赤色 (10長4/6)

63.師 .68 町商16 明案褐色 すデ核サデ 粒を含む
(5J2) 

底部¢一吉本が欠損

1OYR7/4 に晶、謝霊色 横ナデ・ナデミガキ 高付式目前段階

23晶 24.47 後期後半

52. 54. 57 Ll3区
胎土に明褐色 (7.5YR

第 51図 34 
70.71 5J2埋土

鉢 弥生土器 010  010  16.1 92 -ClU 

(SJ2) 1町臨'6燈色 横ナデーナデミガキ |鮒望

ーしー

(3)包含層出土遺物

弥生時代の包含層出土遺物として、弥生前期から後期末にかけての土器が出土し、典型的な入来 I

式土器、入来H式土器、山ノ口 H式土器、中津野式土器のほか、異なったバリエーションをもっ土器

群も見られた。それぞれの分類による出土状況を図化し以下の通り示す。

① 弥生前期土器(第80図)

弥生前期土器と思われる口縁部に複数の沈線が巡る土器群は、 J1 6、L5、M13・16、Nl

4区で6点出土し、(第54図)うち2点を固化した。出土数が少ないため、明確な出土範囲は言及で

きないが、主に出土したのは調査範囲の北西側に広がっているように思われる。

82は極端に頭部の短い壷の口縁部である。口唇端部は平たく成形し、やや窪みがある。口縁部外

面に2条の浅し畑沈J線が刻まれる。 85は小型の大警の底部である。平底であり、底部の張出しはな

く、底面屈曲部もやや省略気味にまとめ、底面には葉脈痕と思われる沈線が刻まれる。胎土中に石英

を多含する。

今、ν戸、J



② 刻目突帯文土器の範曙タイプ + + 十 ([) 
(第78図) 6 

刻目突帯文土器の範嘱タイプと思わ + + へ+ + 
85 

れる口唇部外面に刻目をもたない三角
7 

+ + + + T 

突帯が貼り付けられた土器群である。
8 

典型的な刻目突帯文土器とは異なり、
+ 一」 + 

突帯に亥j目はなく、器壁は薄く、内外 9 

面は横ナデ調整が施される。弥生前期 + + + + 

から中期頃に比定される。 K5、L5・ 10 

6、NI0区に8点出土し、(第55図)
11 

うち4点を固化した。出土数が少ない
+ + 

ため、明確な出土範囲は言及できない 12 

が、遺物は調査範囲の南西側に出土し、 十 + 十

主にKL5区にある程度の遺物の広が 13 

りがあるように思えるc
+ + 十

14 

35から 38は翠口縁部が残存する。
↑ + + 

3 5は傾きが不明だが、口唇部と口縁
15 

部に横位から縦位に続く三角突帯と縦 + ? 十 + 

位の突起が交互に貼り付けられ、三角 16 

突帯・突起とも指先で摘んで、成形して ーら ~ +~82 十

いる。胎土中に比較的石英を多含する。
17 

十 + ‘ + 

36は口縁部がやや開いて直行し、口 H K M N 

唇部よりやや下に横位の貼付突帯があ 。(1 : 1000) 20m 

る。 37は傾きが不明だが、 36と同

様に口唇部よりやや下に横位の貼付突 第54図弥生前期土器遺物出土状況図

帯がある。 38は傾きが不明だが、口

唇部に横位の貼付三角突帯と縦位の突 。伝
起を持つ。 + + 

5 .138 36 ・

ヘ+ + 

③ 入来I式土器(第78図) 37 ~35 
6 

弥生時代中期初頭に比定される入来
+ + 

I 式土器はB3 ・ 4 、 C2~5 、 F2 、 7 

J 1 5区で 13点出土し、(第56図) ÷ + 

うち接合した遺物3点を固化した。出 8 

土数が少ないため、明確な出土範囲は
ーふ

9 

言及できないが、遺物は調査範囲の南
十

東側に出土し、主にBC2~4 区にあ
.' 

10 

る程度の遺物の広がりがあるように思 + 十 + + 
K L M N 

える。

。(1 : 1000) 20m 

第55図 刻目突帯文土器の範晴タイプ遺物出土状況図
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7 

+ + + + + + + + + + 

8 

+ + + + + + + + + + 

9 

+ + + + + + + + + + 

10 

+ + + + + + + + + + 

11 

+ + + + 十 + + + + + 

12 

+ + + + + + + + + 十

13 

+ + + + + + + + + + 

14 

十 + + + + + + 十 + + 

15 

+ + + 十 + + + 
B C D E F G H J 

器E仁 '" '" "，1Ii.‘ 。(1 : 1000) 20m 

第56図入来 I式土器遺物出土状況図

39から41は饗口縁部が残存し、いずれの口縁部は内傾する。 39は口唇部の平坦面はやや長く

延び、口唇端部外面は窪みを強調して調整する。胴部に2条の貼付三角突帯が見られる。 40はかな

り内傾し、平坦面は短く、断面三角形を呈する。口唇端部外面に刻目を施す。三角突帯は見られなし、

41は平坦面が短く、断面台形を呈する。口唇端部外面に刻目を施し、胴部に1条の貼付三角突帯が

見られる。 64は壷底部が残存する。底部外面張出し部分に稜が見られ、底面は上底を呈する。

④ 入来E式土器(第78図)

弥生時代中期前半に比定される入来E式土器はB4・5・9、C2・5・6、E9、F2・3、H

1 0、M15区で 19点出土し、(第57図)うち接合した遺物3点を固化した。出土数が少ないため、
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第57図入来E式土器遺物出土状況図

明確な出土範囲は言及できないが、遺物は調査範囲の南東側に出土し、主にBC3~5 区にある程度

の遺物の広がりがあるように思える。また入来 I式の出土状況にも似る遺物の広がりである。

42から44は蜜口縁部である。 42・43は口縁部が内湾気味であるが、入来I式土器に比べて

やや外側に傾く。 42・43は口唇部の平坦面が短く、断面台形を呈する。口唇端部はやや下向きで、

その外面に窪みがあるが、刻目は見られない。 42は胴部が底部に向って急に窄まるように内湾し、

その底部には2条の貼付三角突帯が見られる。 43は胴部外面上位に細沈線が刻まれる。 44は口縁

部が内傾するが、口唇部の平坦面が長く延び、断面台形を呈する。口唇端部はやや下向きで、その外

面に窪みがあるが、刻目は見られない。 56・57は奮底部が残存する。 56は充実高台であり、底

部の張り出しが見られ、底面中央に意図的に付けられた窪みが見られる。 57は底部の張出しはなく、

底面中央に意図的に付けられた窪みがあり、体部に比べて底部が小さい。胎土中に石英を多含する。
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⑤ 山ノ口 H式土器

(第 78図)

弥生時代中期後半に比定さ

れる山ノ口 11式土器は、 J

6・16、J1 5・16、L

1 0 ・14、M14区に9点

出土し、(第58図)うち接合

した遺物2点を図化した。出

土数が少ないため、明確な出

土範囲は言及できないが、遺

物は調査範囲の北西側に出土

し、主にKLM14・15区

にある程度の遺物の広がりが

あるように思え、その広がり

が北西側に向かって広がるよ

うに思える。

45・46は「く」の字状

口縁であり、口縁部の断面は

長方形に近い形状であり、屈

曲部の近いところでやや肥厚

する。 45は口唇部の平坦面

はやや短く、口唇端部外面に

窪みがあり、口縁部内面の屈

曲部には明瞭な稜をもっO 貼

付三角突帯が比較的上位の口

縁部直下にある。胎土中に径

の大きい石英の含有が多い。

46は口唇端部外面に窪みが

あり、口縁部内面の屈曲部に



は明瞭な稜をもっ。残存する胴部の器厚から器墜は薄し、と思われる。 60は壷口縁部が残存する。口

唇端部はごく狭い平坦面をもち、口唇上部に平坦面をもっ。口縁部は外反すると思われ、口縁部内面

屈曲部の張出しが顕著である。

⑥ 黒髪式土器模倣土器(第79図)

弥生時代中期後半に比定される黒髪式土器であるが、胎土が在地のものであり、搬入品ではなく、

在地色の強し、模倣土器の可能性がある。 113、J1 3、L12区に4点出土し、うち2点を図化し

た。出土遺物数も少なく、ごく限られた範囲での出土であるため、遺構に絡む遺物で、あった可能性も

否めない。

47・48は奮口縁部であり、 47は口縁部内面の屈曲部がしゃくり上がり、その屈曲部がかなり

強調するように肥厚する。口唇部に向って弧を描いて反り上がり延びる。口縁部の断面は長方形を呈

する。 48は口唇部が欠損し、口縁部がかなり内傾する。 47と屈曲部のしゃくり上がる部分はなく、

胴部に2条の貼付三角突帯が見られる。

⑦ 山ノ口 E式土器・黒髪式士器折衷タイプ(第78図)

K14・15、L14区に8点出土した(第59図)このタイプの遺物は、短い口縁部が「く」の

字状に外反し、胴部に貼付刻日突帯がある山ノ口 H式に見られる特徴と、口縁内面の屈曲部が肥厚し、

口縁部直下に貼付刻目突帯をもっ黒髪式に見られる特徴が見られる遺物である。うち 1点を図化した。

弥生時代中期後半に比定される遺物と思われる。出土遺物数も少なしごく限られた範囲での出土で

あるため、遺構に絡む遺物で、あった可能性も否めない。

49は警口縁部から胴部が残存する。口唇端部を丁寧に成形し、平坦面をもっ。胎土中に含まれる

雲母は lmm程度の小さいものであり、明赤褐色 (5YR5/6)粒を僅かに含む。

⑧ 高付式又は山ノ口 H式土器の範曙タイプ(第79図)

K 13・14、L14・15、M14、N14区で 12点出土した(第60図)このタイプの遺物

は、短い口縁部が「く Jの字状に外反し、胴部に貼付刻目突帯がある山ノ口 E式に見られる特徴と、

口縁部外面の屈曲部にごく近いところに貼付三角突帯をもっ高付式に見られる特徴が見られる遺物で

ある。うち接合した遺物3点を図化した。弥生時代中期後半から後期かけて比定される遺物と思われ

る。出土遺物数も少なく、ごく限られた範囲での出土であるため、遺構に絡む遺物で、あった可能性も

否めない。

50は肇口縁部が残存する。口唇端部は丸くおさめ、口縁部断面はほぼ長方形に近い。口縁部内面

の屈曲部には稜は明瞭ではなく、貼付三角突帯は2条見られる。胴部は底部に向ってゆるやかに内湾

する様相である。 51・52は窒胴部が残存する。口縁部は欠損し、貼付三角突帯は2条見られ、口

縁部内面の屈曲部には稜は明瞭ではない。 50~52 は同一個体の可能性がある。

⑨ 弥生中期土器(第79・80図)

弥生中期土器と思われる土器群は、 C5、F6、G3、 19・13・16 、 J15~17 、 K14

~1 7、M14・15、N12・14区で33点出土し、(第61図)うち接合した遺物6点を図化し

た。遺物は調査範囲の北西側に出土し、主に 1J 1 6・17区、 LMN14区の2箇所に点在し、あ

る程度の遺物の広がりが北西側に向かつて広がるように思える。
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第61図弥生中期土器遺物出土状況図

65~69 は壷底部が残存する。 65 ・ 66 は胴部が「八J の字形に内湾しながら大きく広がる様

相をもち、底面は丸みを帯びる。 65は底面端部の張出しは少なく、底面はやや粗い成形を施す。 6

6は内外に焼成によるものと思われる器面の亀裂が多く、底面の器壁は比較的薄い。 67は胴部が開

いて直行し、底面は平底である。底面端部の張出しはないが屈曲部は見られる。 68は胴部が「八」

の字形にやや内湾しながら大きく広がる様相をもち、底面端部の屈曲部は明瞭ではなく、底面もやや

狭まる。胎土中の石英・雲母が多含する。 69は胴部が大きく開いて直行する様相が見られ、底面は

平底で器壁が厚い。底面端部の張出しはないが屈曲部は見られる。胎土中に砂粒状の混入材が多含す

る。 76は鉢口縁部が残存する。口唇端部をやや平たく成形し、口縁部は屈曲しながら外反する。
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第62図弥生中期後半土器遺物出土状況図
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第63図弥生中期後半土器
J 6・7区(上段) M15区(下段) 接合状況図

⑮ 弥生中期後半土器(第80図)

弥生中期後半土器と思われる土棚相、 J5~7 、 K14 、 L14 、 M15 ・ 1 6区で 15点出土

し(第62・63図)うち接合した遺物3点を図化した。出土数が少ないため、明確な出土範囲は言

及できないが、遺物は調査範囲の西側に疎らに出土し、主に J6・7区、 M15・16区の2箇所に

点在し、ごく限られた範囲での出土であるため、遺構に絡む遺物であった可能性も否めない。

70は壷底部が残存する。胴部はやや内傾する様相を見せながら内湾し、底面端部の張出しはなく、

底面屈曲部もやや省略気味にまとめる。底面はやや狭く、底面内部は肥厚し、厚い器壁の底部をもっ。

胎土中に径の大きい石英が多含する。 83は無頭壷である。口唇端部は粗いが平坦を意識した調整を

施し、口縁部は内傾する。胴部に3条の浅い細沈線が刻まれ、緩やかに内湾しながら底部に向う。底

面は上底を呈し、平坦面はもたない。全体の成形は不定で、作りが粗である。胎土中に赤褐色 (2.

5YR4/6)粒が多含し、胎土自体も本遺跡から出土した遺物とは全く異なるにぶい樺色 (7.5Y

R6/4)を量すことから搬入品の可能性がある。 84は長頚壷の胴部である。頚部がやや締まり気
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味で、口縁部に向つての立ち上がりはやや

聞く様相がある。胴部は緩やかに内湾し、

内面には輪積みの接合痕が見られる。

⑪ 弥生後期士器(第79図)

弥生後期土器と思われる土耕平は、 D1

0、E3、F3、J1 6、L5、18、J

5・6・16、K9・12~1 5、L6、

M13~15 、 N13 ・ 14 区で 51 点出

土し、(第64・65図)うち 2点を図化し

た。遺物は主にM13・14区、 J5・6

区、 EF3区の3箇所に点在し、特に出土

が顕著なM13・14区は調査対象範囲の

北西側に位置し、台地の北端部に近い立地

である。

5 3は妻口縁部から胴部が残存する。後

期土器の兆候である口唇端部を丁寧に整え、

口縁端部外面にわずかに窪みが見られる。

口縁部の平坦面は短く、 口縁部の断面は長

K15~IL15区あ
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第68図 高付式の新段階タイプ
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方形であり、口縁部は「く Iの字状に緩やかに外反し、口縁部内面屈曲部に稜は明瞭ではない。胴部

は緩やかに窄まり、最大径は口縁部にある。胎土中に小磯が顕著に多含する。 61は壷口縁部から頚

部が残存する。口唇端部が平坦に纏められ、口縁部はやや外反する。溢れ部分から口縁部の立ち上が

りは短い。

⑫ 弥生後期後半・後期末土器(第80図)

弥生後期後半・後期末土器と思われる士耕平は、 19・12・13、K13・14・17、L13・

14、M15・16、N14区で 18点出土し、(第 66図)うち接合した遺物4点を図化した。出土

数が少ないため、明確な出土範囲は言及できないが、遺物は調査範囲の北西側に出土し、遺物は主に

KLM13~15 区にある程度の遺物の広がりがあるように思える。

63は壷口縁部が残存する。口唇端部が丸くおさめられ、口縁部は聞き気味に外反する。 71・7

2は壷底部が残存する。 71は胴部が内傾気味に直行し、底面端部の張出しはなく、底部屈曲部もか

なり省略気味にまとめる。

底面はかなり狭くなる。 7

0 2は71より底面がかなり

狭くなり、底面端部の張出
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第69図 中津野式土器遺物出土状況図
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しはなく、底部屈曲部もや

や省略気味にまとめる。 7

1・72は底面の形状から

後期後半遺物の兆候の見ら

れる遺物である。 73は壷

胴部から底部が残存する。

胴部の器壁は比較的薄手で、

胴部は窄まるように丸くお

さまり、底部に向ってかな

り内湾する。底面は丸底で

あり、接地面は小さい。胴

部内面に輪積みの接合痕が

見られる。また 63と同一

個体と思われ、底面の形状

から 63・73は後期末遺

物の兆候の見られる遺物で

ある。

⑬ 高付式の新段階タイプ

(第79・80図)

S]2で出土したタイプ

の土器群は、 E7、F12、

G13、19、]9・10'
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第70図弥生土器遺物出土状況匝

1 5 、 L13~16 、 M14 ・ 1 5、N13・14区で93点出土し、(第67・68図)うち接合し

た遺物2点を図化した。遺物は調査範囲の北西側に纏まって出土し、遺物は主にLMN14・15区

に遺物の広がりがあるように思える。

62は壷口縁部から胴部が残存する。口唇端部は丁寧に平坦面が作られ、窪みをもっ。口縁部はや

や外反し、総れ部分から口縁部の立ち上がりは短い。頭部溢れ部分は稜が確認できるほど、明確な調

整が施される。胴部は緩やかに内湾し、器壁は薄い。胎土中に小礁を含む混入材が多含する。 77は

鉢口縁部から胴部が残存する。口唇端部を平たく成形するがやや粗く、口縁部はやや外反気味に立ち

上がり、胴部の張りも緩やかである。
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⑭ 中津野式土器(第79図)

弥生時代後期後半に比定される中津野式土器は、 F13、 1 6・9、J6・12・13・16・1

7， K5・13・14、M15、N15区に23点出土し、(第69図)うち接合した遺物4点を図化

した。出土数が少ないため、明確な出土範囲は言及できないが、遺物は調査範囲の北西側にまとまっ

て出土し、主lこMN15区にある程度の遺物の広がりがあるように思える。

54・55は饗口縁部が残存し、口唇端部は丸くおさめられ、口縁部は緩やかに外反する。 54は

口縁部外面に斜位の擦過痕が見られる。 55は口縁部外面に家M立の擦過痕らしい調整が見えるが明確

ではない。 58は胴音防も底部が残存する。胴部はやや車愛やかに内湾気味に立ちあがり、胴部と底部

戸、
〕6
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十 川¥ 十 Q伝

79 
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ート ート K 十

第73図弥生土器 J K 10区(拡大) 接合状況図

の溢れ部分は稜が確認できるほど、明確な調整が施される。脚の櫨れは従来のものより肉厚であり、

在地化したタイプと思われる。作出された脚は短く、僅かに外反する。脚端部は平坦面をつくり、窪

みが見られ、外面がやや肥厚気味である。 59は脚部が残存する。 58と同様に脚の溢れは従来のも

のより肉厚であり、在地化したタイプと思われる。作出された脚は短く、僅かに外反する。脚端部は

丸くおさめる。
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弥生土器(第80図)

弥生土器は遺物が小片で分類が不可能であったもので、胎土、調整の様子から弥生土器と思われる

接合状況図J K 16区(拡大)弥生土器第76図

⑮ 

うち土器を指す。弥生土器は調査範囲のほぼ全域にわたって 3327点出土し、(第 70~77 図)、

6点を図化した。主な出土範囲はAB2~4 区、 JKL5 ・ 6 区、 JK9 ・ 10 区、 D~N12'"'-'1

7 区に広がり、特にD~N12~17区は遺物密度も濃く、調査対象範囲の北西側に、ある程度の遺

物の広がりが北西側に向かって広がるように思える。

口唇部の張出しは小さいが、口唇部の平坦面に波状丈を施文した後、ボタ74は壷口縁部である。

ン状の突起を付けたものである。 75は壷底部である。底面にボタン状の突起を付けたものと思われ、
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78は高均二口縁部から胴部が残存する。口唇端部は丸くお78~81 は高杯である。接地面は狭い。

口縁部は浅い Iく」の字で屈曲し段を形成して内傾する。 79・80は口縁部が残存する。

80は口唇端部がやや平坦に成形され、口縁部

8 1は脚部が残存する。器壁が薄手で、底面に向つ

さまり、

口縁部は外反する。79は口唇端部が丸くおさまり、

は「く」の字で屈曲し口唇部に向って直行する。

て緩やかに開く。胎土中に小礁が顕著に多含する。
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第19表弥生土器奏出土遺物

出土区
胎士

色調 施主・調整
法量(岨}

挿 図
番号

注記
出壬:層 岩橋 部 位 分類

石 角
上段外面 上段州函 備考

番号 番号 雲ー 磯 赤 砂 口径 底径 脇町纏指骨
長 輝

下段内面 下段内面

1例R5j， 灰黄褐色
刷け目後持湧華白裏

!突刈日開起~，・'A国ーM首坊[寸i酬突"帯附 Jに4附学
第 78岡 35 2034 

凶区
饗ワ 口縁部 昨生十探 。。 O 

ヲデ
5.7 

lIla層
7."京ν4に品物色

恒三 |悶~中期

1.5区
1σYR6!3 におみ歩調色 横ナデサテ

第沼図 2生6 蜜つ 口縁部 弥生土器 。 O 5.8 
"'嗣m，層

1000/2 黒褐色 十ア 匝主主
1σY取ν4 に去、参議登色 横ナデ，サデ

口唇部やや下に1M寸

第 78図 37 m 
田区

蜜。 口糧剥1 3先生上器 。。 。 3.3 
実待

m，層
7日ヌ3/4に品帽色 ナデ

外面ι所々に畑措

前期~ヰ明

阻医 2町ヨ 黒褐色 機サザナテ 寸Jロ日 叫Aド 1 

第 78困 38 260 
E【a層

護つ 日縁部 邦生土器 010  O 2.9 
51旋γ6 続色 ずデ

|糊~中期

第 78国 3911 氏本調査 日区
蜜 日諒部 入来 I式 。。 7."加ν3 にふ;:~、褐色 横ナデ

25.8 I~'円陸阿川部叩γ秘，，~話周 1. 1:-伊豆"''''2凹 m，層 。7四.6/1にぷb暗色 サデ
5.7 

第 78図 40 4678 
旧 区SD17

褒 口輝剥l 入 来l式 。。 o~附 燈色 横 ナデナデ
30.4 どに9 口唇部lc刻目

埋上 日商/.J にふ場紳号色 構ナデナデ

第 78図 4111次ヌト調査一 日区
饗 口綜調E 入来I式 010  

75加 /6褐色 横サーデ
1;口柚開~lcAこ占伸刻自輔48・227 m，層 。7町"/6q噛色 横サデ・ナデ

- 15.6 

第 78図 4213013・3016
田区

饗 n~剥E 入，*ll式 010  O 
7.5YR4/6 褐色 横ナデ・ナデ

24.9 E眉 017宮町6明褐色 ナデ
札 35

第 τ8図 43 1 J次本調査 田区
費 口縁部 入来E式 010  。。 7日R6/6燈色 横ナデ

4.15 
錫6 E臼層 。7.5YR6/6燈色 積ナア・すず |口唇削ご窓み

第 78園 44 3058 
田区

蜜 口縁部 入 来E式 010  O 
O 問 5/4 にA為咳報色 横ナデ・ナデ

3.7 
胎土に火111ガラスワ

班a層 5YR4/6 赤褐色 ナデ 外面OT一部iご淵措

第 78閑 46 47&1 
L10区

害車 口融自E山ノロE式 010  
7日R5/4に忘~斗曽色 横 ナ デ ナ デ

27.7 -14.9 貼i""三角突幣m，層 o 17.~~~!4 に品帽色 横 ナ デ ナ デ

第 78図 46 11107・1410
K15 'M14区

号車 口持部 山ノ口E式 010  o~ に，s"津島角 横ナデ
25.8 外面に打ずf.I~l=開サ着

n【a層 10i'RS/3 に品、黄褐色 横すず
2.8 

第 79困 47 4161 
J13区

害車 口帽都 官守土器 O o~ 
に品、骨髄 騎ナデーナデ

3.4 
構16哩土 10YR7/3 に品、期担 横ヲデ・ナデ |中期後半

IJ3区
7日明う/4にぷU桂色 横Tデ

I!知能第 79図 18 12氾8
E【a層

費 日縁部 ~生土器 010  5.0 
751時i/4にお九咋費色 横ナデ

|己居jfl!1み頑

10YI¥7/4 にぶい第燈色 横ナデ

抗胎山茨ノ十J土口こ器明E式手ワ子椙・黒向髪(町式R反
第 78図 49 4300 

KI1区
現 口縁部 前生土器 。。 010  25.8 6.8 m，層

7.5派7/4に却し精色 横ナデー T寧なすず

MJ4・L15IT
山ノ口II;r:t 1叩l5/3 にぶい謝絶 横づえデ・サデ 1州川一内一穴 を註

第 79岡 50 1706・1059 議 日韓部 又は割サ式 。。 O 一一 7.7 m，層
の事t踊 10派5/3 に品、芦調色 績ナデ・ナデ l土極丞盈J

K14s. 
山ノ口E式 10YR5/3 に品、開弛 横ナデーナデ |則二一月九

第百図 511 3国
4却・313

班a層 蜜 』岡部 又は副て式 。。 。
臨 ζ

6.2 
崎輔 10Ylt5/3 にsい黄偽色

L14'15区 10YR5/~ に品骨髄 横ナデーすデ 1~'2=偽ぞ帯三き
第河岡 52 1291・羽田 m，層

準 』阿部 。。 O 6.4 
|詰議員五二品'llJlβl似R5!3 にぶい舟崎色 横ナデ・ナデ

576'589 

591'595 
627.6凹

6官6/6 栂色
635 田7

外口函唇部に棋に窪が付み着990・明1

第 79図
3200・3221 N .M14区

害軽
円縁部

明生土器 O 。 15.2 - 116.9 53 13222'3238 llb層 ~胴部
3239・3700

3890・3913
日R6/E 燈色 ノ寸目・板ナデーナデ

3914. 
3皿8~393Ç

39よt・393E

1ら，YR4/4褐色
横ナ

第 79図 5414554・4578
F13区

君主 日韓幸市 中津胡:弐 。。 。 。 ノ寸目崎日)
5.1 

illa 'Vla層
1ぴ鳥4/4 格色 横 ナ デ ナ デ

F131R 
5YR4/6 赤褐色 植掻す目づ後十万目L

第 79図 5e 4577 m，層
号車 口縁部 中融吠 。。 。 O 4.9 内外蘭に票域圧

7らYR4!6褐色 ナデ

出 l次本調査 G冶医 1侃R5/:) にぷ，、糞描色 ナデ・ノ、ケ目・横ナデ !竺ーに捌f着第叩凶 饗 底部 入来叫ワ 。。
o ~併問/2 6.2 7.55 

420 m，層 黒褐色 ナデ

第 79図 57 4716 
HlOs. 

主主 底部 人 来H式 。。 05YRγ4 にふ験褐色 ハ ケ 目 ナ デ
6.0 4.8 

臨ん量五ア油16埋土 日驚 6 街色 すデ

19区 胴部
釘"/4 に場等褐色 |ノ丁ザ寧Dな回ナデ世ナテ

第 79図 5守 4下 議 中津里討に 010  。 O 9.7 5.8 脚内部にj闘す着m，層 ~底部
日R5/4 にふ;~場寺島色 ナデ

第 79閏 印 73 
MI5区

き量 脚部 中津野式 。。 。 。7.5YR6!1にぷb暗色 ハク目ナデー棋Tデ
9.3 5.2 

lIla層 l0YR5/3 に品質長抱 ラデ・横ナデ
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第20表弥生土器壷出土遺物

出土区
胎土

色 調 施文・調整
法量(剖

掃図
番号

注記
出土居 器 種 師位 分類

石 角
上段外面 上段.外届 備考

番号 番号
舗醐閤

雲 礎 赤 砂
下設内面 下段，内面

口径 庫径 器高

長 輝

第百図 60 2133 
J6区

壷 口輯部 山ノロE式 010  o~孤/2 灰賞褐色 横すデ・ I草加デ
3.7 

ロ縁割前面の張り出し

S田01埋土 10YR5/4 に晶喧嗣色 ナデ・横ナデ が顕著

第 79図
Jl6匡

壷
口1陵部

萌性士量器
7.5'1躍V4，"-晶暢色 横ナデ・ナデ 日縁鍵闘が平祖

61 Z田7
ma層 ~頚部

010  o t-;四的 灰黄筒色 横すデ・ハク目・ナデ
1~2 5.4 

後期

2田・盟4
Ll5区 高付式抗場協揖き

1α56・1田8 51喝 6 明赤褐色 横すデ板ナデ

第祖国 62 1071・1073
血眉

壷
日続部

弥生設器 010  O O 1~2 lal 
外副司フず有効と時付着

K15匡 -1閥 外画に馬車
1074・1079 ma .V18層 7.5YR4/6 得色 横すデ・車ナデ 後裁措半1偶 1

第剖図 回 l坦3
Ll3区

壷 口縁部 弥生土器 010  
10百眠/4 に品世優色 ナヲ官き

a6 
73ど同一面体

ma層 1仰PJ/3 に品噴瞳且 サラ官き 桂期末

第 79図 64 4777 
Jl5匡

壷 底 部 入来I式 010  o~官帥 赤褐色 すデー甥トラ削り
6.0 40 

内面と黒証

ma層 101腎A に品場嗣色 ナヂ 庭園が上底を呈する

7.5珊/4に品唖色 ナデ・一容跡u、ケ目
底部内田司事1>省幹

第 79図 65 2込7
田区

壷 底部 官生土器 O O O &8 6.1 
底部自唱だ目先みを

E層 帯びる
-る 極色 ラデ

中期

1010・1016
N14匡 10_ に晶場輯色 刷ず目・サヂ

第百圃 66 3211・担37
ma層

壷 底部 弥生土器 010  O O a6 7.5 中期~後期

3916 1011l6/3 に品噴臨色 ナデ・一部に接躍E強

L14匡 7.5百強/4にる~唱盤包 ハケ目・7ヂ 底苦悩ま平瞳

第田園 67 9田
ma眉

壷 底部 朝生土藩 O O 010  7.0 &8 底部外画に黒薩
10百磁/3 浅樹監包 ナデ 中期九@珊

第田国 68 
1次本調査 回 匪

壷 底 部 萌也土藩 010  O o 1~~~6 笹色 サヂ
H 4.0 

底部jま平輔

409 ma層 10加 "/4 に-'"場髄釜色 ナデ 中期~盤期

K15匡 町商/4 に晶、接覗胞 ナヲ瞳き・ナデ 底調路ま平嘩

第田図 69 4008 
田16埋士

壷 底 部 昔注品器 O O O O &0 3.7 内面に黒斑
1倒驚ν3 に品噴暗色 サデ 中期~後期

第田図 70 反日2・4係。
M15.16匡

壷 底部 弥生卦号 O O o~隠/4 に晶唱抱 すデ磨き・サデ
&4 9.0 

舛岳町-;l容に黒斑

ma層 1例孤/2 灰貨褐色 ナデ 中期後半

N14匡 Z田商/4に品唱臨 "ケ自・ナデ 底師制、さい平底

草田図 71 9 
臨層

壷 底 部 弥生半器 010  010  ~2 U5  底部内面に黒斑
101議ν4 に晶頃躍世 サデー脅掴華曜 後期後半

7.5'1商 3同~帽色 ん ケ自ナヂ
底部j割、さし叫瞳

第田園 72 1118 
Il2匡

壷 底 部 世生ヰ諜 010  O O 3.6 2.1 
胎土中に穂高状回石材

ma届 師団に揖付着1田富市β に晶喧瞳臨 サデ
後婚融半

10Y1町4 に晶嘆掘且 サデ瞳き
田」と骨咽体

Ll3匡 目輔1
底固ま到底

第曲図 73 1222・1227
血層

壷
~底部

弥生卦量 010  10.9 内面i己輪積みZ湾最合瞳

1倒PJ/3 に-'"、貿纏色 ナデ 外固と累班

後期末

第田図 74 民淘6
Kl4匪

壷 ロ縁部 萌生土嚢 010  
7.'"島6笹色 横すデ・波状文

1.4 
ロ層部}司副士士+ボタ

SD16埋土 7町商/6笹色 ナデ シゆ事担

第曲図 75 品田
Jl6匡

壷 直溜1 明性卦器 O 010  
Z回関/4に品暗色 すデ

1.3 1.3 ポタシ吋姥発起
臨晴 101PJ/3 ，.乙晶噴瞳植 粗し吋デ

第21表弥生土器鉢出土遺物

第22表弥生土器高杯出土遺物

出主主互
胎土

色調 施文・調整
法量刷

掃図
番号

注 記
出土層 器種 部 位 分類

石 角
上最外掴 上段舛高 備考

番号 番号
倒臨調時

雲 礁 赤 砂
下段内面 下段内面

口径 庫径 器高

長 輝

第田園 78 妥踊
J17区

高杯。
日締郵

昔性辻器 O 
7.5'1環ν6笹色 ナデミガキ

臨層 ~胴部
010  

l0YR7/4 に品、第楢世 ナデ
5.25 

第曲函 79 ， 1世拘・ 1967
JIO区Illa層

高 耳 口縁部 弥生主器 010  o~ に.."市持勧色 横ナデ・ナヂ
21.8 1.7 

SK57埋土 日聡/4 に晶暢輔色 横ナデ・サデ

第曲図 開 4781 
K16匡

高耳 口1属部 明性土器 010  O 目1指5部)/6会'6
甥恭輔色 横ナヂ・ナデ磨き

3.0 鉢の可臨書有m，層 褐色 へラ磨き・すヲ官書き

第曲固 81 
3343・3且7 .13区

高 揮 脚部 抽注土器 O O O 
7.5官狙/4同~唖色 ナデ車き

10.1 日向系胎土
38羽 ma層 l回聡/4 に晶虜暗色 ナデ

第23表弥生土器その他の器種出土遺物

出土区
胎土

色調 施文・調盤
法量t<a凶

掃図
番号

注記
出土層 器種 部位 分類

石 角
上最ー外面 上段外福 備考

番号 番号
価臨調時

雲 礎 赤 砂
下段内面 下段内面

口径 底径 書縞

長 輝

第田図 62 569 
肌6区

無頚壷 口鶴郵 弥生土器 010  010  
7.5'1随ν3に品嘆輯色 横すデ・すデ

3.4 
口縁部1~2 条江端耐議長

ma層 国指ν4 に.."嚇覗11'. ハグ目横タデ・サデ 育欄

ハケ目・づヂ
底華岡高に黒証

253へ"，"7
7四球ν3に品帽色

ラデ磨き
胴割問圏中位に3条町

J6・7区 締酎描
第曲図 83 261・忽沼2 rr.ma層

無頚壷 半損 背生土器 O O O O 7.2 u 10.6 
胎士に事褐色色5YR

括
7出商/4に... ~噌盛色 ナデ摘し・すデ 4(6)粧を多吉

中期以降

7.5YR3/4 に品噛色
ハケ目・ヘラ磨き

長顕壷の模世。
913・+伍8 .，5区 ナヲ曹き

第回図 84 
総担 ma層

長覇壷? 目同司E 幹生土器 010  010  
横すデ・粗いナデ

14.9 外唖Hこ薄く酷付潜

7留孤/4に品唖色
指頭E軍

中期後半4醐

10'η<14 に品噴瞳臨 サデ
底面巳醐廠良

舛高に制植と尉ホ

第回図 85 由花
日区 小型の

底部 弥生土器 O O - 17.6 6.4 るIJ'4I'.蹄度多数
血層 大豊富

2.珊/2灰黄色 すデ 外福に嘩付着

育欄

-73一



古墳時代の調査

全面調査 (2次)では、古墳日制勺の遺構は確認することは出来なかった。

(1)包含層出土遺物

4 

古墳時代の包含層出土遺物として、成川式土器、笹貫式土器が確認された。

① 成川式土器(第81図)

L13・14、M15区で24成川式土器はF11・12、J1 3・15・16、K13・14、

点出土し、(第82図)うち接合した遺物3点を固化した。出土数が少ないため、明確な出土範囲は言

及できないが、主に出土したのは調査範囲の北西側に広がっているように思われる。

口縁部は先端がかすかに外反する。胎土中に

雲母・石英が多含する。 87・88は壷口縁部である。 87は口唇端部が丸くおさまり、口縁部が大

88は口唇端部を平たく成形し、浅い窪みが見られ、口縁部が大きく外反する

口唇端部を丸くおさめ、86は墾口縁部が残存する。

きく外反する。

② 笹貫式土器(第81図)

笹貫式土器は 117、J1 7、K9、 この遺物

の中に外面に赤彩を施した遺物が 15点確認された。これらの遺物はLM14・15区で確認され、

(第83図)うち接合した遺物1点を固化した。出土遺物数も少なく、ごく限られた範囲での出土で

L12~15 、 M14 ・ 1 5区で47点出土した。

あるため、遺構に絡む遺物であった可能性も否めない。

89は小型地胴部が残存する。胴部がかなり内湾し、その胴部の所々に赤褐色 (2.5YR4/6) 

の塗布が見られる。胎土中に比較的小離を多含する。

出土遺物

出土区
胎土

色調 施主・調整
法量 b副

捕盟
番号

注記
出土層 器唱E 部位 分類

石 角
上段外面 上段外国 備考

番号 番号
倒園調。

雲 機 赤 砂
下段内面 下段内面

口径 底径 若縞

長 輝

第81図
.15匡

費 ロ縁部 劇 I拭卦量 O O O 
7町1Il5/4に品帽色 横すデ・サデ

6.8 
内外面に艦付着

86 国・島田 n.ma層 2.6Yν1 黒褐色 横17'.ナデ 内面は顕著に付着

第81図
K14匡

壷 ロ縁部 劇憎た土器 O O O 
5YR5/4 }乙品切博場色 横17'・ff

3.5 87 378 
Illa眉 邸時6 腕赤褐色 横ナデ・ナデ

第81図 B8 
J15匡

壷 口縁部 劇隔た土器 O O 010 
1日照14に品唖色 横ナデ

3.3 
外面に憧削に傑付着

4田2
g珊埋土 町孤16 樺色 横すデ 内面に黒斑

6田岨~ 阻4区 小墨書甘
勝 E笹貫式卦量 O 

草野苅i/4にぷ''1匂鐙色 ヲヂ
2.35 

赤彩色町田V6赤褐
第創図 89 

4409・4412 班 a層 胸部 7.6Y寵ν4にぷω噴結受色 サデ 剖瑚醐3に旅抱

成川式土器・笹貫式土器第24表

~ く二7三
三→三三三
一=二三=寺三三三

一一空三孟三三-

エ「一一

(1 : 3) 

87 

一
←一一

一三y86 

88 

成川式土器・笹貫式土器

A
『マ，

包含層出土第81図
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5 古代以降の調査

(1)遺物集積

全面調査 (2次)では、遺物集積(以下 iSUJ と表記)が 1基確認された。

① SU 1 (第84図)

SUlはE12区より検出された。検出層はE層である。遺構の平面プランは隅丸長方形であり、

長軸は1. 36m、短軸は1. OOmを測る。長軸の向きは南南東から北北西軸に延び、遺構の掘り

込みは確認できなかった。遺構内遺物は古代須恵器38点、古代土師器7点、軽石2点、焼磯1点が

出土し、遺構のほぼ中央で蔽日痕のある古代須恵器 (91・93)が4層ほどに重なり、その南側に

古代土師器の杯 (90)が潰れた状態で出土した。
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第 84図全面調査(2次) S U 1 平面・断面図

-76 -



〈官
手

習瞬

ノ被告 -90
ノ

タ
ノ

/ 

~ 

、、i占
荷
現静

J

冶

J

¥

 

戸

¥
日

¥
-

¥

 

d
 d

¥

 

J

¥

 

、A
V

-

¥

♂

戸

¥

戸

/

¥

一

¥

-

Y

¥

一

g

i

〆

、

-

4

〈

一

J

P

¥

d

'

一

p

:

 

f

J

K

ゾ

¥

I

4

誕

A

，r

一

♂

戸

〆

i

i

戸

〆

j

戸

戸

一

/

-

戸

J

J

J

#

F

J

〆

J

-

禄

d

，J

雌
惇

r
t
L現

d

r

〆

-

J

p

r

F

J

 

f

-

r

〆

戸

象

F

1

f

f

ベ

〆

可

、

9

P

!

ー

、

司

し

r
e
t
必

需

ノ

一

様

、

F

/

ト

ー

1

i

t

瞬

、

一

/

/

謝

1

1

~

、

l

l

/

l

l

l
察

~

、

一

/

~

、

一

/

~

、

精

/

、

私

了

、

一

帯

¥

/

働

賞

、

称

一

¥

ー

レ

:

‘

凶

弾

一

ド

、

s
i
-
-
/

移

一

1
i
t心
鴇

ポ

議

r

一

!

一

r

-

呼

i

謙

一

~一

括

93 
/ 

/ 

/ 

鴇

0(1  : 10) 20cm 
署長

接合状況図SUI 全面調査(2次)第 85図

SUl内出土遺物

90は土師器の坪である。半損の状態で、口唇部が欠損する。体部はほぼ直線的に立ち上がり、底

部屈曲部もやや省略気味にまとめる。 91~93は同一個体と思われ、外面は格子状の敵き目痕で調

整され、内面は平行当て具の痕跡が見られる。器壁は薄く、胴部の張りは弱しも

SUl出土全面調査 (2次)第25表

須恵器

挿図 注記
出土区 色 調 施文・調整 法量(剖

番号 出土層 器種 部位 分類 胎土 上段外面 上段外面 備考
番号 番号

鍾縛駒 下段内面 下段内面
口径 底径 書縞

4022・4025
812区 2.5Y4/1 覧灰色 格子状厳き目痕 回・田と同一骨体

第ll6図 91 判部.4028 
SUl II層 号室 目欄l 須蔵量 胎士色 7.5YIお14 にぷ¥暗色 10.4 

傾きは不明
4032' 4051 町R<3/4 にる斗略萱色 明 T当て具痕

第86図 92 
4017・4020 812区

号草 胴部 須恵器 胎士色 7町商/4 に品、置色
7町防/2灰褐色 格子杭骸き自痕

9.4 
91.93.l::問寸固体

伺 39 SUl II層 Z皮R5/4仁三九ゆ科署色 平行当て具痕 慣きは不明

第ll6図 93 
4018・4024 8[2区

警 嗣部 須恵器 胎士色 7.5'むお14 にぷb暗色
1町略匂 灰糞縄色 格子状酷き目痕

16.2 
91.92と同一面体

4037・4052 町 1 [層 日"/4 に品場暗色 平行当て具痕 傾きはフヤ明

-77一
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(2)溝状遺構

全面調査(第2次)で、確認された構状遺構は調査範囲のほぼ全域にわたって 37基確認された。

全面調査(第 l次)の調査結果同様に、近年実施された構造改善により、場所により遺物包含層が

削平を受け、 VIb・vm層まで削平を受けているところが見受けられた。そのため遺構深度により検出

面から遺構床面までが比較的に浅い調査結果となった。

① SDl (第88図)

SDlはK9・10区、 L9~1 2区、 M12・13区から検出された。検出層は111a層上面である。

遺構は南東から北西軸に直線的に延び、北西端から南西方向にほぼ直角に曲がる形状である。遺構の

横幅は1. 28~2. OOmほどで、その幅は遺構全体に維持されている。南東端は削平を受けている

と思われ、先細りに検出された。層の掘り込みはE層から確認できた。(第87図)遺構の性格は士層

断面において水成堆積層は確認できないことから水路使用ではなく、また床面に一部に硬化面は確認

されたが全体的には見られず、道として頻繁に使用されたものではないものと思われる。

なお、遺構内からは64点の遺物が確認された。殊顎(焼牒・軽石を含む) 40点、縄文晩期土器

3点、弥生土器20点、肥前焼小片 1点である。遺構埋土に複数時期の遺物がありこれらの遺物は、

溝の埋没段階で流入したものと思われ、出土結果から遺構の使用時期は近世以降と思われる。

SDl出土遺物

94は近世の肥前焼底部が残存する。小片であり高台部分と思われる部分が欠けているが碗と思わ

れる。内面に2条の細線の文様が施される。

ー-ーー-・・・・
Ia 層

D 50.50m 

i 2 III~層

DD'断面
にと土ゴ

1 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層中に灰白軽石(10Y8/1 粒径2-5醐大)を含む硬く締まった層。
2 オリ ブ黒色(7，5Y3/1)土 層の様子は1層に似るが、灰白軽石の含有が減る。 1層よりも締まった層。
3 オリーブ黒色(7$Y3/1)土 層中テフラ等見られない。締まりはあるが、2層よりはかなり柔らかい層
4 黒色(5Y3/1)土 層の様子は3層に似るが、より締まった膚a層の硬さは1層に似る。

D' 

5 オリーブ黒色(7，5Y2/2)土 層中lこ僅かに明黄褐色(10YR6/6 粒径1-2聞聞大)を含む硬く締まった層。層に若干光沢あり。
6 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層中にテフラ等晃られない硬く締まった層。
7 黒色(7，5Y2/1)土 層中に僅かに灰白軽石(5Y8/1 粒径3-5..大)を含む硬く締まった層。層に光沢がある。
B 黒色(7，5Y2/1l 層の様子は7層に似るが、さらに硬く締まる層。層に光沢がある。

9 土黒色(7，5Y2/1)土 層の様子は8層に似るが、硬さはないが締まった層。7膚よりも硬度は低い。
10 黒褐色(2，5Y3/2)土 層中にテフラ等見られない締まった層。 (ma層の黒変ワ)
11 黒色(5Y2/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
12 暗灰黄色(2，5Y4/2)土 ma 層に黒色土が渉む様に混ざる締まった層o

13 オリーブ黒色(7$Y3/1)土 層の様子は3層に似るが、やや柔らかい属。

第 87図 全 面 調 査(2次) S D 1 南壁土層断面図
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ど紋

土層確認

卜レンチ

吹

A 50.50m A' 

ミ両長ー-ir
B 50.50m 日l

2 

7 

C 50.50m C' 

γ 寸ミニミす戸

E型正、二二二五可ア E' 

ど場く

G 

1 オリーブ黒色(5Y3/2)土
層中に僅かに灰白軽石(2.5Y8/1・5Y8/1 粒径
2-4m，大)を含むやや懐く締まった層。

2 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土
層中にVIaパミスを僅かに含む締まった層。

3 オリーブ黒色(5Y3/1)土
層中に僅かにVIaパミスが晃られる。やや締まった層。

4 黒色(5Y2/1)土
層中にテフラ等を含まない。締まった層。

令ど
FAEEEY手当ダーF'

5 黒色(7.5Y2/1)土
層中に羽aパミスを僅かに含む。やや硬く締まった属。

6 黒色(7.5Y2/1)土
層中にテフラ等晃られ在い硬く締まった層。(硬化面)

7 黒色(10Y2/1)士
層の様子は5層に似るが、よりVIaパミスの含有が増え
るより締まった層。

B オリーブ黒色(7.5Y2/2)土
層の様子は3層に似るが、僅かに羽aバミスの含有が
増える締まった層。

9 暗灰黄色(2.5Y4/2)土
Illa 層lこ黒色土が渉む様に混ざる締まった層。

ー雫=予三子7 …

。 (1 : 160) 4m 

挙く…一一 H'/ 
平面図スケール。 (1 : 40) 1m 

断面図スケーJレ

第 88図 全面調査(2次) SDl 平面・断面図

80 



第27表全面調査 (2次) SD 1 出土遺物

胎土

胎土色 12.日8/1 1灰白色

勅色 |闇/0 灰白色

② SD2・3 (第89図)

SD2はL1 2~ 14区、 M13・14区、 SD3はL12・13区から検出された。いずれも検

出層はilla層上面である。 SD2はほぼ東西、南北軸に方向に方形に廻り、南西端が南側に延びる。

遺構の一部は、 SK9・10・12・14に切られ、 SD3を切っている。 SD3は南西から北東方

向に延び、北東端がSD2に切られている。 SD3・4の横幅はいずれも幅狭でo. 24~O. 38 

mを測り、遺構深度もo.0 2~O. 06mと浅い。

なお、 SD2からは弥生土器と思われる 4点の遺物が、 SD3からは入，佐式土器片 1点、弥生土器

1点、土師器 1点が確認された。切り合いの関係から、 SD3がSD2より以前に使用された遺構で

あると判断できるため、 SD3の出土結果から古代以降に使用された可能性も否めない。このことか

らSD2についても古代以降の使用の可能性がある。

SD3出土遺物

95は土師器の壷口縁部と思われる。小片であるため器壁の薄さから鉢の可能性もある。胎土中に

赤褐色 (2. 5YR4/6)粒を多含する。

第28表全面調査 (2次) SD3 出土遺物

③ SD4 (第89図)

SD4はL12・13区から検出された。検出層はilla層上面である。遺構は東北東から西南西軸

に直線的に延びる。 SD4はSD2.・3と同様に遺構の横幅が狭小でo.25~O. 40mを測り、

遺構深度も O. 06mと浅い。床面に硬化面等見当たらず、遺構の性格は不明である。

なお、 SD4からは遺物は笹貫式土器が 1点確認され、遺構の使用時期については古墳H軒ミ後期以

降の可能性がある。

④ SD 5 (第 121図)

SD5はK9区で検出された。検出層はVIa層上面である。遺構は北西から南東軸に直線的に延び、

南東端をSK54・55に切られ、北西端は撹乱により切られているため、全体の形状は判然としな

いが、遺構の構造から溝状遺構として整理した。遺構の横幅はO. 70~O. 80mを測り、遺構深

度はO. 05mと浅い。床面に硬化面等見当たらず、遺構の性格は不明である。

なお、 SD5からは磯 1点のみ確認されており、遺構の使用時期ついては不明である。

。。
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⑤ SD6・7 (第90・91図)

SD6はIJ 9・10匿、 K8・9区、 LM7・8区、 SD7はIJ 9・10区、 K8・9区で検出され、

いずれも検出層はVla層である。 SD7がSD6を切る状態で、並列するように検出され、西南西か

ら東北東方向に直線的に延び、 SD6の東北東端が南東方向にほぼ直角に曲がる形状である。 SD6

は遺構の横幅が1. 82""2. 80mとやや広く、遺構深度も 0.26""0.37mと比較的深く、

埋土上位にボラ層が層厚に堆積する場所もある。また、遺構の北半分からは床面に硬化面と思われる

層が続き、道として使用されたと思われる。 SD7は遺構の横幅はSD6と変わらないが、遺構深度

はO. 10""0. 1 5m程度と浅い。検出した段階で硬化面と思われる層が露出し、 SD6と同様に

道として使用されたと思われる。

SD6からは24点の遺物が確認された。礎類(焼礎を含む) 1 1点、石器1点、縄文晩期土器 1

点、弥生土器9点、龍門司系薩摩焼 1点 (96)、鉄製品 1点である。 SD1と同様に遺構埋土に複数

時期の遺物があり埋没段階での流入したものと思われ、出土結果から遺構の使用時期は近世以降と思

われる。またSD7はSD6を切っていることから、 SD7の使用時期についても近世以降の可能性

がある。

なお、 SD7からは6点の遺物が確認され、磯類(焼離を含む) 4点、弥生土器2点が出土した。

SD6出土遺物

96は龍門司系薩摩焼の碗底部である。高台はやや開いて直行し、短脚である。胴部外面に白化粧

土のコーティングされた部分が見られ18C後半頃のものと思われる。

第29表全面調査 (2次) SD6 出土遺物

⑥ SD8 (第92図)

SD8はHI9・10区、 K8・9区、 LM7・8区で検出された。検出層は:Vla層である。 SK9

2に切られ、 SI4・5、土坑101・102を切っているo 一部にJ5・6区に同様の埋土である

枝分かれ部分があるが、南西から北東軸に直線的に延び、その軸方向はSD6にほぼ平行に並ぶ様相

を見せる。遺構の横幅は1. 42""2. 50mと、やや起伏も見られるがほぼ平均的に横幅が維持さ

れている。遺構床面には硬化とまではいかないが、やそ締まった層が見られ、道としての使用の可能

性がある。

なお、 SD8からは31点の遺物が確認された。磯類(焼牒を含む) 1 2点、弥生土器18点、中

津野式土器 1点である。遺構埋土に複数時期の遺物があり埋没段階での流入したものと思わn.軸方

向がほぼ同じことから SD6・7とほぼ同時期に使用されていた可能性がある。

⑦ SD9・10 ・11・12 (第93図)

SD9はJK5区、 I 5・6区、 GH6区、 SD10はG6区、 H5・6区、 IJ 5区で、 SD1

1はF6区、 GH5・6区、 I5区、 SD12はH5・6区、 I5区で検出された。検出層はいずい

れもVla層である。これらの遺構はほぼ胴軸方向に並び、南西から北東軸に直線的に延び、近くで検

出されている SD8とはやや東側に傾く軸方向であるため、 SD8との関連性は低いと考えられる。
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を多含する締まった層。

2 オリーブ黒色(5Y3/2)士 層中に灰白パミス(5Y8/1 粒径1-2mm大)
を僅かに含む締まった層。

3 暗オリーブ褐色(2，5Y3/3)土層の様子は2層に似るが、より締まり層色が
やや淡い。

4 黄灰色(2.5Y4/1)土 層の様子は3層に似るが、より締まり層色が
淡い。

5 黒色(5Y3/1)土 層中に灰白パミス(5Y8/1 粒径1-2mm大)
を含むやや締まった層。

6 黒色(5Y2/1)土 層中にテフラ等見られないよく締まった層。
7 オリーブ黒色(5Y3/2)土 居中にVIaパミスを多含する。よく締まった層。
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確認調査2次 2T 

ト←ト十」
平面図スケ Jレ
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‘ 第92図 全面調査(2次) S D 8 平面・断面図
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てミ三玉ヲァー

8 
SD9 AA'断面
1 暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)土 層中に僅かにVIaパミスを含む締まった層。

2 黒色(5Y3/1)土 層の様子は1層iこ似るが、VIaバミスの含
有が増え、より締まる層。層色がやや濃い。

3 黒色(5Y3/1)土 層の様子は2層lこ似るが、羽aパミスの含
有が更に増えるやや締まる層。

SD11 EE 断面
2 黒褐色(2.5Y3/2)土
3 黒色(2.5Y2/1)土

6 黒色(2.5Y3/1)土

層中にVIaパミスを含む硬化した層。
層の様子は2層に似るが、やや硬化は弱く、
灰色が濃い。
層中に僅かにVIaパミスを吉むよく締まった層。

n 平面図スケ Jレ

トι日下十j
断面図スケール

S D11 

6 32  2 

目、」/ 一一一一ーらプムぷ「一
E~全OOmー 〆 一一一一 E'

樹根

第93図全面調査(2次) SD9.SD10.SD11・SD 12 平面・断面図
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(第95図)SD13 ⑧ 

SD13はF5・6区で検出された。
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ヒニヒニヒゴ
平面図スケール

(1 闘 40)

ヒゴ二土二1
断面図スケル

平面・断面図

AA'・BB'断面
1 黒色C5Y3/1)土

層中に僅かに灰白(25Y8/1 粒径2剛大)軽石を
含む締まった属。

2 黒色(5Y2/1)土
層中にテフラ等含まない硬く締まった層。

3 黒色(2，5Y3/1)土
膚中に僅かにVIaパミスを含むよく締まった層。

くなる可能性も否めない。

SD13出土遺物

9 7・98は土師器の杯底部が残存す

97は底面端部の屈曲部は明瞭ではる。

S D13 全面調査(2次)第95図
なく、底面の切り離し痕は判然としない。

98は底面端部胎土がやや硬質である。

の張出しはないが屈曲部は見られる。底面は箆切り離し痕が見られ、器面の成形は手担ねに近いやや

口縁99は内黒土師器である。域口縁部が残存し、内面の黒斑が顕著である。粗な感じが得られる。

端部がやや外反気味に傾き、署躍が薄い。

出土遺物

出土区
胎土

色調 施文・龍整
法量(四)

挿図 注記 石 角
番号

番号
番号

出土層 器種 部位 分類
雲 様 赤砂

上段外面 上段外面
口径 底径 器高

備考
価割構)

長 輝
下段内面 下段内面

日 区 7町取ν4にA二L咋愛色 ロクロナデ・ナデ
第117園 97 4下8

SD13理士
多不ワ 底部 土自f詰ま 。 3，8 2，5 硬質f品台土

7町市/4に品噛色 ロクロナデーナデ

F5区 1ω118/4 法諺議登色 ナデ
第!l7図 98 4706 

S013埋土
杯 底調1 士服長 O 6，6 2，2 底面仕草切り離し

:町R7I4 に晶、黄指色 ナデ

第117図 99 4710 
同 区

塙 口縁部 内黒土面陪告
2.5Y8/3 渉顔色 横ナデ

SD13埋土 O I5Ysii オリ ブ黒色 横ナデ
u 

SD13 全面調査 (2次)第30表

(第96図)SD14 ⑨ 

SD13と同様の軸SD14 区は、 E5~7区で検出された。検出層はVIa 及びVIII'IX層である。

方向で、南東から北西軸に延び、遺構の横幅は3.OO~3. 50mで、あるが、北西に向かうに従い、

遺構幅は狭くなり、北西端で先細りの様相を見せる。また南東端は区層上面まで削平を受けていて、
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遺構の南東側は検出が出来なかったO 遺構深度は深いところでO. 32mを測り、埋土上位にはSD

6で見られたようなボラ層が顕著に堆積していたことから使用時期は近世以降の可能性がある。また、

c-c/断面に見られるように、ボラ層が表土層に削平されている形跡が見られる。(第96図)

いずれにしても今後の近辺の調査により、ボラ層の自然堆積層の類例を待たなければ、遺構の使用時

期については詳細が得られない。遺構床面には層中にAh粒を僅かに含む硬く締まった層が貼床に似

る様に堆積していた。従って道としての使用の可能性がある。遺構内から遺物は確認できなかったO

⑩ SD 1 5 (第96図)

SD15はF7区で検出された。検出層はVIa層である。 SD16と同軸に並び、 SD14とは平

行に並ぶ位置関係である。遺構はごく短く、横幅は南東端が狭く1. OOmで、あり、北西端は1. 5 

m と北西に向かうに従い、遺構幅が広くなる様相がある。遺構床面にはSD14の床面で見られるよ

うな層中にAh粒を含む締まった層が貼床に似る様に堆積していた。従って道としての使用の可能性

S D15 

1UL---t A 49.50m 

撹乱

AA'断面
1 暗灰黄色(2，5Y4/2)土 層中lこAh層と黒色土が渉む様に混じる

締まった層。
2 黒色(5Y2/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。

確認調査2次 2T 

一一一 CC 断面
1 黒褐色(2.5Y3/2)土 表土。層中に灰白(2.5GY8/1 粒径

2mm大)軽石在含む。締まった層。
2 灰色(7.5Y4/1)土 層中に灰白 (2.5GY8/1 粒径2~8酬

大)軽石を多含する硬く締まった層。
3 オリーブ黒色 (7.5Y3/2)士 2層に比べ軽石の含有が減り、層硬も

やや柔らかい層。
4 オリブ黒色 (7.5Y3/2)土層の様子は3層に似るが、3層に比べ

硬く締まっている。
5 黄灰色(2.5Y4/1)土 層中に灰白 (5Y8/1 粒径2~5mm大)

ボラを含む締まった層。
6 灰白色(5Y8/1)土 灰白(5Y8/1 粒径2~8mm大)ボラ層。

BB' 3層と対応。

表土

C 49.50m 

/」斗斗

Jfι弓=1
:叶

C' 

6 

S D14 床面

表土からの土層堆積状況
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BB'断面
1 オリーブ黒色 (7.5Y3/2)士 層中に灰白(2.5GY8/1 粒径2~8mm大)軽石在含む締まった盾。
2 黄灰色(2.5Y4/1)土 層中に灰白 (5Y8/1 粒径2~5mm大)ボラを含む締まった層。
3 灰白色(5Y8パ)土 灰白ボラ(5Y8/1 粒径2~8mm大)層。 CC'6層と対応。
4 黒色(5Y3/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
5 オリーブ黒色(5Y3/2)士 層中に灰白 (5Y8/1 粒径2~5mm大)ボラを含む締まった層。
6 黒色(5Y2/1)土 層中にAh粒を偉かに含む硬く締まった層。
7 黒色 (7.5Y2/1)土 層中に僅かに羽aパミスを含む締まった層。

m
i
l
t』

m

R
u
-
-
4
t
 

一
一
ー
レ
一
]
レ

二

J

こ
J

的
u

-

一一、
J

一一一

以
ヰ
ヶ

ω
土
ケ

日
一
一
一
ス
・
・
一
一
ス

1

土
図
1

土
図

(

一

商

(

二

面

二

平

二

断

。li
t
o
-
-
L
L

第96図全面調査(2次) SD14-SD15 平面・断面図
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11.断面

1 オリーブ黒色 (7.5Y3/2)土層中に5層ボラ(2.5Y8/3 粒径2mm大)を含む。柔らかい層。
2 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)土 層中に5層ボラ(2.5Y8/3 粒径2mm大)及び、Ah(7.5YR6/8粒径5-30mm大)ブロックを含む， 1層より締まる層。
3 オリ ブ黒色 (7.5Y3/2)士層中に5層ボラ(2.5Y8/3 粒径2mm大)を含む。 1層より締まる層。
4 黒褐色(10YR3/1)土 層中lこ5層ボラ(2.5Y8/3 粒径2mm大)がブロック的に堆積する締まった層。
5 淡黄色(2.5Y8/3)土 ボラ層(2.5Y8/3 粒径2-3mm大)が密に堆積し、所々に黒色(5Y2/2)土を含む。
6 黒褐色(10YR3/1)土 層中にAh粒(7.5YR61日粒径2-5胴大)とAh(7.5YR6!8粒径10-30mm大)ブロックを含む締まった層。
7 オリ ブ黒色(10Y3/1)土 層中に5層ボラ(2.5Y8/3 粒径2mm大)を僅かに含む。3層よりも硬い層。
B オリーブ黒色(WY3/1)土 層の様子は7層に似るが、より硬く締まる層。
9 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層の様子は2層に似るが、より締まる層。
10 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層中にテフラ等見られない。締まった層。層が若干濁る。
11 黒褐色(10YR3/2)土 層の様子は6層に似るが、より締まり層中のAh粒の含有が増える。
12 黒色(7.5Y2/1)土 層中にテフラ等見られない。締まった層。ボラ層と6層との間にたまった黒色土と思われる。
13 黒色(7.5Y2/1)土 層の様子は12層に似るが、より締まる属。
14 黒褐色(WYR3/1)土 層の様子は6層に似るが、 11層よりは柔らかく、6層よりは硬い層。
15 黒色(10YR2/1)土 層中にVIaパミスが僅かに混じる締まった層。
16 黒色(7.5Y2/1)土 層の様子は15層に似るが、層がよく締まり、層色が淡い。

仁ゴ
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 l
 

ー

第98図全面調査(2次) S D 16 南壁土層断面図

があり、床面の状態がSD14と似ていることから SD14とSD15は同一遺構であり繋がってい

た可能性がある。遺構内から遺物は確認できなかった。

⑪ SD 16 (第97図)

SD16 はF7 ・ 8 区、 G8~1 0区、 H-I0・11区、 111・12 区、 ]12~14 区、 K

14・15区、 ML16・17区の広範囲で検出された。検出層は概ねVIa層であるが、削平により

VsI層上面で検出された所も見られた。南南東から北北西軸に延び、北北東端から調査区外に延びてい

く様相が見られる。遺構の形状は帯状に延びるが、 110 ・11区クランプ状に屈曲し、また同軸状

に延びている。これはSD6に見られた iSD6の東北東端が南東方向にほぼ直角に曲がる形状j が

この構造に似ていると思われ、これらの遺構は道しての使用が考えられるが、道の中途を意図的に屈

曲させている。遺構幅は幅広なととろで5. 04mで、あり、北北西端はやや窄まる様相を見せその幅

は1. 40mを測る。またこの遺構からも埋土上位からボラ層が確認されており、使用時期は近世以

降の可能性がある。床面はそれほどの硬化は見られないもののよく締まった面が続き、 1-1 断面

(第98図)の床面に見られる「層中にAh(7. 5YR6/8 粒径 2~5岨大)粒とAh(7. 5 

YR6/8 粒径 10~30阻大)ブロックを含む締まった層」はSD14 、 SD15 の床面に見られ

る層と酷似していることから、 SD14、SD15、SD16は同一遺構であり繋がっていた可能性

がある。

なお、 SD16からは86点の遺物が確認された。礁頓(焼磯を含む) 30点、石器片8点、縄文

晩期土器4点、弥生土器43点、古代須恵器1点である。これらの遺物は、遺構埋土に複数時期の遺

物があり埋没段階での流入したものと思われる。またボラ層直上より、仏飯器と思われる龍門司系薩

摩焼 (100)が出土している。
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ee'・AA'~HH' 断面は第98図の層番号に対応。
AA'断面

17 黒褐色(2.5Y3/1)土
illa層に濁りが晃られる締まった層。

18 黒褐色(10YR3/1)土
層の様子は6層に似るが、より締まる層。

JJ'断面
2~6は第98図の層番号に対応
7 黒褐色(2.5Y3/1)土

層中にVIaパミスを含む。よく締まった層。
B オリーブ褐色(2.5Y4/3)土

層の様子は5層に似るが、層がやや柔らかいa

9 暗灰黄色(2.5Y4/2)土
層の様子は5属に似るが、層がやや柔らかい。

10 オリーブ褐色(2.5Y4/3)土
層の様子は8届に似るが、より締まる層。

11 オリーブ褐色(2.5Y4/3)土
層の様子は8.10層に似るが、より締まり属中に

VIaパミスを含む。

KK'断菌
1 灰黄色(2.5Y7/2)土

膚中に灰白ポラ(5Y8/1 粒径2~5mm大)を
多く含む硬く締まった層。(表土層)

2 灰白色(5Y8/1)ボラ
灰白ボラ(5Y8/1 粒径2~8岡大)層。触れる
とポロポ口崩れやすい。

3 黄灰色(2.5Y4/1)ポラ
膚中に灰白ボラ(5Y8/1 粒径2~5mm大)を
含む締まった層。

4 黄灰色(2.5Y4/1)土
層色は3層と同様であるが、灰白ボラを含まない
締まった層。

5 暗灰黄色(2.5Y4/2)土
盾中にテフラ等含まない締まった層。

6 暗灰黄色(2.5Y5/2)土

J' 

層中に明黄褐パミス(10YR6/6 粒径5mm大
Ahワ}を僅かに含む締まった層。

ヒ土主ゴ



SD16出土遺物

100は龍門司系薩摩焼の仏飯器底部である。施軸は底部上位まで施され、施軸された外面の一部

に白化粧土がコーティングされる。底面端部はきれいな平坦面をつくり、底部内面は上底を呈する。

第 31表全面調査 (2次 SD16 出土遺物

胎士

胎土色 12.田町1 伊聖天色

勅色 11ぽ3/1 1オリーブ黒色

⑫ SD 17 (第 100図)

SD17 はB4~6 区、 C5~7 区、 D7 区で検出された。検出層はVIa層である。 SD21、S

D24を切っており、 SD19とほぼ平行に並んで検出された。遺構の形状はL字状であり、 L字の

長軸部分は南東から北西軸に延び、南東端は調査区外に延びる。南東端はL字の短軸部分は西北西か

ら東北東軸に延び、西北西端も同様に先細りの様相を見せ、 L字の屈曲部分が SD19と重なる。検

出面レベルの埋士状況はよく似た状態であり、同一時期の使用、関連遺構の可能性も否めない。 SD

1 9の遺構の横幅は長軸方向が、調査区外に近い南東端が最も広く1.90mであり、そこから北西方

向に窄まり、 O. 2~0. 4mの幅で屈曲部まで延びる。短軸方向の横幅は西北西端がO. 35mを

測り、東北東に向かって幅広となり、屈曲部で最大幅となり 1. 7mを測る。遺構深度は長軸方向が

ごく浅く、短軸方向はO. 2mを測る。床面の硬化は南東端側には硬化面に近い硬さをもち、北西方

向に行くにつれて、使用頻度によるものかその硬化I訴愛くなるように思える。従って SD17は道と

しての使用の可能性がある。

なお、 SD17からは3点の弥生土器が確認されたが、流入の可能性も否めない。

⑬ SD 18 (第 100図)

SD18はCD6区で検出された。検出層はVIa層である。 SD17の短軸方向に並ぶように西北

西から東北東軸に延びる。 SD17の長軸方向と同様に遺構深度はごく浅く、遺構の横幅はO. 6m 

であり、多少の起伏はあるがその幅を維持している。床面に硬化は見られず、遺物も確認されなかっ

た。遺構の性格・使用時期は不明である。

⑭ SD19・30・31 (第 101・102図)

SD19 はB5~8 区、 C6~8 区、 D7~9 区、 E9~12 区、 F12~14 区、 G11 ・ 1 2・

1 4区の広範囲で検出された。検出層は概ねIIIa層であるが、削平によりVIa層上面で検出された所

も見られた。遺構は南東から北西軸に延び、 EF12区で二手に別れる。一つは南南西に延び、もう

一つはやや内湾気味に屈曲しながら北西に延びる。 SD20.21に切られ、謝薄の北西端は窄まる

ように先細る。遺構の横幅は最も幅広で3. 7mの部分もあるが、その他はO. 8~ 1. 7mの範囲

の横幅で検出された。所々に枝別れする部分が見られる。床面には硬化が見られ、特にBC5・6区、

C6・7区は顕著に硬化が確認された。道として使用された可能性があり、また後述するがこの検出

層の直上から硬化面である SX4・5が検出されていることから、比較的長期に且つ頻繁に使用され

ている可能性が高い。
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A 49.50m A' 

ーち

B 49.50m B' 

ー京=Td:---
AA' BB' CC 断面
1 オリーブ黒色(10Y3/2)土 層中に灰白(5Y8/1 粒径1~2mm大)軽石を含む締まった層。
2 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)土 層中にVIaパミスを僅かに含むよく締まった層。
3 オリ ブ黒色 (7.5Y3/1)土層の様子は2層に似るが、より締まる層。
4 オリーブ黒色(10Y3/2)土 層中に灰白C5Y8/1 粒径1~2m皿大)軽石を僅かに含む締まった層。
5 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)土 層中にテフラ等含まないより締まった層。
7 黒色(2.5Y2/1)土 層中に僅かに明黄褐(10YR6/6 粒径1mm大)パミスを含むよく締まった層。
8 オリ ブ黒色(5Y3/1)土 明黄褐(10YR6/6 粒径1mm大)パミスを含むがパミスの径が大きい

ものが見られるやや柔らかい層。
9 黒褐色(2.5Y3/1)土 明黄褐(10YR6/6 粒径1m，大)パミスが増え、硬化した層。(硬化面)
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DD'断面
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第100図全面調査(2次) S D 17 'S D 18 平面・断面図
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AA 断面
1 オりーブ黒色(lOv3/2l土 園中に灰白庭石(5Y8/1 粒径 1:....2m~大)を含む.締まった層.
2 オリプ黒色げ 5Y3/1)土属中iこ羽aパミスを含む締まった風

66 断面
1 オり プ属色ロ 5Y3/1)土周中にテフラ等見られない締まった届
2 黒色 (7.5Y2f1)土 属中に健カこ明賛褐パミス(10YR6/6 粒径，21111l大)を含む

締まった層.
3 オリーブ黒色(5Y3ハ)土 層中にテフラ等見られない。やや硬く締ま":>td冒.
4 黒褐色(2.5Y3/1)土 層向に明貧縄バミス{10YR6/6 粒径2-Sm大)を倉台.やや

硬〈締まった言
5 オリ ブ黒色(5Y2/2)土 属中にVI，パミスと恩われる微細なパミスが笹むかに見られるa

やや夜く締まる属.
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27寝J2

cc 断面
1 オリーブ黒色(10Y3J2土 属中 Z白砂(10YR8/1粒径1"大以下)を曾む硬く締まった届.
2 オりプ黒色 (7.5Y3/1)士脳中にVI，パミスを含むやや締まった届

D 49.50m 0' 

ーた三二二工- L一一一一二ごファー~

:3 2 

00 断面
1 オリブ黒色町2/2)土 肩中に明貧褐バミス(1QYR6/6 粒径2m大を僅かに含む。

よく締まった属
2 オリーブ黒色 5Y3ハ)土 層の様子は1屑伝似るが、より柔らかい乱
3 オリ ブ黒色 (7.5Y3/1)土属中こテフラ等見られない，硬く締まった眉.

F 49.50n内 F' 

H 49.50m 

;持々 τ工27TR
HH 断面
3~5'7'8は第103函の眉番号に対応
27 オリーブ黒色 (7.5Y3/2)土 属中にVI，パミスを僅カに含む.やや柔らかも岨.
26 オリブ属色 (7.5Y2/2)土層の様子は8周に似るが柔らかい掴.

E' 

デ
EE 断面 3 
3 オリプ黒色 5Y3/1)土

日 (1 : 160) 4m 

平面図スケーJレ

7"一周ー E

属中ご僅~t川こ羽aパミスと恩わオる粒が男られる .2層Mコリ締まった腐

。 (1 : 40) 1m 

断面図スケーJレ

第101図全面調査(2次) S 019 平面・断面図
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53 2 
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『己子ゴ
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M~坐Qæ..... 3 一一一一一M'

℃三三主-;;r-"
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8019 AA' 'BB '・CC'・EE'・GG'・HH'・II''aa'断面
1 黄灰色(2.5Y4/1)土 眉中に白砂(10YR8/1 粒径1..大}を所々 に含む硬く締まった層。
2 オリーブ黒色(7.5Y311l土 膚中に白砂は見られず、1厨よりも硬く締まる層。硬化面とはいえない.
3 オリーブ黒色(10Y3/1)土 蘭の様子は2層に似るが、より締まる層固
4 灰黄褐色(10YR4/2)土 ma層に黒色土tT港む様に混じる結まった眉.
5 黒褐色(2.5Y31宮土 層中にテフラ等見られない締まった層.
6 オリーブ黒色(10Y3/1)土 層の様子は3層に似るが、3咽に比パかなり柔らかい締まった層。
7 黒褐色(10YR3/2)土 層の様子は5層に似るd戸、ややma層の含有が増えA 眉色が淡い。
B 灰黄褐色(10YR5/2)土 層中に羽aHミスが混じる淡い締まった層。
9 黒褐色(2.5Y3/2)土 層中に明黄褐パミス(10YR6/6 粒径2-4醐大}を僅かに含む締まった層。
10 暗オリーブ褐色(2.5Y3/3は 層の様子は9眉に似るがら膚色が淡くより締ま渇層.
11 黒褐色(2.5Y3/1)土 周中にテフラ等見bれない。質感は9腫に似る締まった層。
12 暗オリーブ褐色(2，5Y3/3)土 層中にテフラ等含まない蹄まった層.
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眉中にテフラ等見られない締まった層。
贋中に羽aパミスを僅かに含む締まった層。

8019 00'断面
1 暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)土
2 靖オリーブ褐色(2，5Y3/1)土

r-

⑨ 
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也哩乎ぞq;f

主

Fー笠ニ50m 撹 1 一一一一 p
...~乱4-ーー一 8019 FF'断面

¥ムユユL.ノ 1 オリーブ黒色(10Y3/1)土 層中に僅かにV1aパミス
i 2 が含まれる稼まった層。

2 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土周の様子は1層に似るが、
層色が淡くより締まる層。
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全面調査(2次)第102図



G 49.50m G' 

日 (1 : 40) 1m 

GG'断面

1 黄灰色(2.5Y4/1)土 層中に白砂(10YR8/1 粒径1-2醐大)を含む。締まった層。
2 暗灰黄色(2.5Y4/2)土 皿a層に黒色土がにじむ様に混じるやや柔らかい層。
3 オリ ブ黒色(5Y3/1)土 層中に僅かに明黄褐ハミス(10YR6/6 粒径2-3mm大)を含むやや締まった居。
4 オリーブ黒色 (7.5Y3/2)土 層中に灰白軽石(5Y8/1 粒径2剛大)を僅かに含む。やや締まった層。
5 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層中にテフラ等みられない櫛まった属。
6 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層中にテフラ等みられない5層よりかなり柔らかい層。
7 オリーブ黒色 (7.5Y2/2)土 層中に明黄褐パミス(10YR6/6 粒径2-4mm大)在僅かに含むよく締まった層。硬化に近い層。
8 オリーブ黒色 (7.5Y2/2)土 層の様子は7層に似るが、硬化した層。(硬化面)

9 オリーブ黒色(5Y2/2)土 層中にVIaパミスを僅かに含む締まった層。
10 黒色(5Y2/1)土 層の様子は9層に似るが、より締まる層。

第103図全面調査(2次) S D 19 土層確認卜レンチ土層断面図

SD30 はE12区、 SD31はF12区から検出された。検出層はilla層で、 SD30・31と

もSD19に切られる。 SD19の枝線部分かと思われたが、遺構埋土に合致する部分が見られなか

ったため、別の遺構として整理した。 SD30は西北西から東南東軸に延びてから、北西軸にせり上

がる。 SD31は西北西から東南東軸に延びる。いずれの遺構の横幅はO. 3~O. 42mであり、

遺構深度もごく浅い。 SD30・31からは遺物は確認されていないが、 SD19に切られているこ

とから、そrT.使用時期は少なくとも SD19以前であることがわかる。

なお、 SD19からは33点、の遺物が確認された。牒類(軽石を含む) 6点、石器3点、縄文晩期

土器6点、弥生土器7点、土師器1点、古代須恵器5点、苗白川系黒薩摩4点 (101)、鉄器1点で

ある。これらの遺物は、遺構埋士に複数時期の遺物があり埋没段階での流入したものと思われ、出土

結果から遺構の使用時期は近世以降と思われる。

SD30 
a 49.50m a' aa 断面

で巧2

9.10.11.12は第102図の層番号に対応。

b' bb 断面

明六守;;r-"-
1 オリーブ黒色(10Y3/1)土

層中にテフラ等見られないよく締まった層。

2 灰黄褐色(10YR4/2)土
llIal曹に黒色土が渉む様に混じる締まった層。

c 49.50m SD31 c' cc 断面

1 黒褐色村OYR3/2)士
llIa層に黒色土が渉む様に混じる締まった層。

ーーーてコ二7一ー・.

1』 (J:4?)l1「

第104図全面調査(2次 SD30・SD31 断面図

98 -

SD19出土遺物

101は苗白川系黒

薩摩焼の大奮である。

口縁部から胴部が残存

する。口唇部平坦面に

施紬はなく、口縁部か

ら胴部は内湾するよう

に大きい張りが見られ、

胴部外面に三角突帯 1

条、刻日突帯1条が並

び廻る。外面の施軸に

てかりが見られ、 19 

C後半の遺物と思われ

る。



A~生型Eー

ピミ二ミとー今乙ナ-~---

日←生息盟旦ー B' 

11 

7 
9 

15 
18 21 13 

c丈込
AA'ーBB' -CC ' .DD '断面
7 黒褐色(2，5Y3/2)土 層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6 粒径2mm大)を含む硬く締まった層。令i
B オリブ黒色(10Y3/1)土 層中にテフラ等みられない締まった層。
9 暗オリ プ褐色(2.5Y3/3)土層の様子は7層に似るより締まった層。層色がやや明るい。
10 黒色(5Y2!1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
11 オリーブ黒色(7，5Y3/1)土 層中に明黄褐パミス(10YR6/6 粒径2mm大)を僅かに含むe

12 黒色(5Y2/1)土
13 黒色 (7，5Y2/1)土

硬く締まった層。(硬化面)
層中にV1aパミスを僅かに含む締まった層。
層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6 粒径2mm大)を
含むかなり硬質化した層。膚に光沢がある。(硬化面)

15 黒色 (7，5Y2/1)土 層中にV1aパミスを含む締まった層。
16 黒色 (7，5Y2/1)土 層の様子は13層に似るが、柔らかい締まった層。
17 オリーブ黒色(5Y2/2)土 層中に灰白軽石(2，5Y8/1 粒径2mm大)及び i .: 

明黄褐パミス(10YR6/6 粒径2mm大)を含む
締まった層。

18 オリ ブ黒色(7，5Y3/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
19 オリーブ黒色(7，5Y3/1)土 層の嫌子は15層に似るが、やや柔らかい層。

層色が淡い。
21 暗オリーブ褐色(2，5Y3パ)土層中にV1aパミスを多含 ハ

する締まった層。 、6'， 〆

22 暗オリーブ褐色(2，5Y3/3)土 属中にテフラ等含まない Cふ下ゃγ
締まった層。-り¥C C 

23 黒色(2，5Y2/1)土 層の様子は22層に似るが / ¥-
より締まる層。

〆

， ， 
， 

ヲわ

A' 

¥。吹

C 4950m 

D 4950m 

10 B 7 

第105図全面調査(2次) S D20 平面・断面図
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D' 

o ・ 4 丙 A 、 4m

ト十斗11十 J
n 平面図スケール .-

I(!・4?) i" 

断面図スケール



第 32表全面調査 (2次 SD19 出土遺物

⑮ SD 20 (第105図)

SD20 はB5~8 区、 C7 ・ 8 区で検出された。検出層はVla層である。崩:薄は南東から北西軸

に延び、 SD19を切っているo 遺構の横幅はやや幅広で4. 4mを浪Ijり、北西に延びるにつれて少

しずつ窄まるように横幅が狭くなる。遺構床面に硬化が見られ、またSD19と同様にこの検出層の

直上から硬化面である SX3・6が検出されていることから、比較的長期に、且つ頻繁に道として使

用されている可能性が高い。

なお、 SD20からは20点の遺物が確認された。磯類(焼牒を含む) 1 2点、五角形骸 1点(1 

430)、弥生土器7点である。

⑮ SD21・22・23・24 (第 106図)

SD21はA5区、 B4・5区で、 SD22はA5区で、 SD23は A4・5区で、 SD24はB

5区で検出された。検出層はいずれの謝蕎もVIa層であり、南西から北東軸に延び、 SD21は溝1

7に切られ、 SD19を切っている。またSD24はSD17・19とも切られていることから SD

24は前後関係から古い遺構と言える。

SD21は遺構の横幅は2. 0~2. 4mを測り、その幅が維持されている。遺構床面の硬化が見

られ、またこの検出層直上からは硬化面である SX1が検出されていることから、道としての利用の

窪みであることが考えられる。またSD22・23は、 SD21と比べて遺構の横幅は狭く O. 55 

~O. 60mの幅で、あり、硬化面も確認することができた。従って、 SD22・23も道としての使

用の可能性が指摘で、き、ほほ平行に並んで検出されたこれらのSD群は同一時期lこ存在していたこと

は考えにくく、ある程度長期の聞に付け替え等の理由により存在した可能性も考えられる。なお埋土

内から遺物は肩留君、されなかった。また土層断面(第107図)上で遺構の切りあいを見ると、 SD2

3がSD22を切っていることから、 SD22、SD23の使用時期の前後関係については判断でき

るが、詳細な使用時期については言及で、きない。

⑪ SD 25 (第 108図)

SD25はFG11区で検出された。検出層はVIa層である。遺構は南から北軸に延び、途中から

北東軸に曲がる。遺構幅は南端部分が最も狭く、 O. 45m、北東軸に屈曲した所から、やや幅広と

なり 1. 4mを測る。床面に硬化は認められず、道としての使用の可能性は低いと思われる。

なお、 SD25からは51点の遺物が確認された。磯類3点、縄文晩期土器2点、成川式土器2点、

弥生土器22点、土師器16点、古代須恵器6点であり、これらの遺物は、遺構埋土に複数時期の遺

物があり埋没段階での流入したものと思われ、出土結果から遺構の使用時期は古代以降まで遡る可能

性がある。

← 100一



8020 

7三三=主，1， 8017 

C 49.00m 云三三ミ4 C' 

一一←寸一一一一←一-""
VIa層

(f) 
:計

mst? 
土層確認トレンチ

調
査
区
外

00 .断面

1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土
層中にテフラ等含まないやや
締まった層。

日日'断面
5 オリ ブ黒色(7.5Y3/1)土 層中にテフラ等見られない締まった層。
8 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 層の様子は7層に似るが硬化した層。(硬化面)

8023 
8021 8 

二 一一一一つζ「ムー一一一← ミ ア ン ー』

長言下一一一一 1 ーヲ戸乙」三士士士三民二二二7下/デーよム÷ム二三~VIa層
、ふ〉ー 2 /二「τtZ手 5 VIa層 ム 白 ¥ / ，; 

A 49.00mず弐b 二三ζここ=午ープ人Jーノx f}f VIa層 ，~ 一一一 A'
、平一一一-，'--ヱ二二二二戸ニニ3 樹根 白d

.4 3 

AA' .CC 断面
1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層中にテフラ等含まない。締まった層。
2 黒色 (7.5Y2/1)土 層中に灰白軽石(5YS/1 粒径1-2mm大)を含む。やや硬く締まる層。
3 黒色(5Y2/1)土 属中にテフラ等含まない硬質の層。
4 黒色(5Y2/1)土 層の様子は3層に似るが、より硬く締まる層。
5 オリーブ黒色(5Y3/2)土 層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6 粒径1-2mm大)在含む。層色が淡く、締まった層。
6 オリ ブ黒色(7.5Y3/1)土層中に羽aパミスを僅かに含む。締まった層。
7 オり ブ黒色(7.5Y2/2)土 層の様子は6層に似るが、より硬く締まる属。
B オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 硬化面。層中に微細な軽石(5YS/1 粒径1-2mm大)を含む硬く締まった層。
9 黒色 (7.5Y2/1)土 B層ほどではないが、硬く締まった層。層中にテフラ等見られない。
10 オリ ブ黒色(5Y3/1)土 層中にテフラ等含まない硬く締まった層。
11 黒色(10Y2/1)土 層中にテフラ等含まない硬く締まった層。
12 黒色(10Y2/1)土 層の様子は11層に似るが、やや柔らかい層。
13 オリーブ黒色(5Y2/2)土 層中にVIaパミスを僅かに含む締まった層。

0 ( 1  : 100) 2m 

平面図スケール
0 (1: 40) 1m 

断面図スケーJレ

第106回全面調査(2次) S 021・S022・S023・S024 平面・断面図

SD25出土遺物

102・103は土師器である。 102は杯であり、口縁端部がわずかに外反し、底部から口縁部

に向って緩やかに立ち上がる。底面は箆切り離しを行った後ナデ若しくは使用による磨滅が見られる。

器壁はやや薄く、胎土中に明黄褐色 (5YR5/6)粒を多含する。 103は高杯と思われ、口縁部

が残存する。口縁部がやや肥享気味であり、口縁端部で小さく外反する。胎土は硬質である

第33表全面調査 (2次 SD25

101 



4 1 2 

EE'断面
1-7は第106図の層番号に対応
8 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 贋中にVIaパミスが含まれるやや締まった属。

若干層に濁りがある。
9 黒褐色(2.5Y3/1)土 贋中にテフラ等見られない。層に若干濁りが

見られる締まった層。
10 オリブ黒色(5Y3/1)土 層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6粒径

2-4mm大}を含むよく締まった層.
1m 11 黒褐色(2，5Y3/2)土 層の様子は10層に似るが眉色が淡く10層i 同様に硬く締まる層。

12 黒褐色(2，5Y3/2)土 層の様子は11層に似るがより柔らかい層。
13 黒色(10Y2/1)土 層中にテフラ・パミス等含まない締まった層。

E層に比定。

E' 

第107図全面調査(2次) S 021 東壁土層断面図
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AA' BB' CC'断面
1 暗灰黄色(2.5Y4/2)士属中に羽aパミスを含も精まった層。
2 黄灰色(2.5Y4/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
3 暗灰黄色(2.5Y5/2)土 ma置に黒色土が濃む様に混じる柔らかい層。
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第108図全面調査(2次) S 025 平面・断面図
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虫担六与土アて

AA' .CC'断面

1 黒色 (7.5Y2/1)土層中にテフラ等含まない締まった属。

2 黒色 (7.5Y2/1)土 層中に僅かに羽aノミミスを含むやや光沢がある締まった層e

C 
C' 

2 
C--.1全型旦一一 一一一一一c

、、""'-ーーーーーーー，

BB'断面

1 オリーブ黒色(5Y3/1l土 層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6 粒径2mm大)を含む締まった層。

2 オリーブ黒色(7.5Y3/1l土層の様子は1層に似るがより締まり、層色が濃い。
3 オリーブ黒色(5Y3/2)土 層中の明黄褐パミスの含有が増え、層色が淡い。

一一一~一一一一ーへーミマー一一一
B' 平面図スケール

o (1 : 40) 1m 

L十→-←十」
断面図スケル

2 

第110図全面調査 (2次 SD26 平面・断面図

⑮ SD 26 (第 110図)

SD26は113区、 J1 3・14区で検出された。検出層は概ねVIa層であるが、削平によりvm
層上面で検出された所も見られた。遺構はSD16・SD27とほぼ平行に並び、南東から北西軸に

延び、遺構の横幅は最も幅広で3， 8mを測り、南東端、北西端に向かって急に窄まる形状である。

遺構深度はごく浅く、床面に硬化は見られなかったがほどよく締まる層であったO 遺構の性格は不明
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層中にテフラ等見られない締まった層。 (1層よりはかなり柔らかい)
層の様子は1層に似るが、より層色が濃い。
層中に白砂(5Y8/1 粒径1-2mm大)を僅かに含む締まった属。

層の様子は2層に似るが、層色が淡い。
層の様子は他層と異なる。層色が濃く、硬化は見られない。
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AA' -EE 断面
1 黒褐色(2，5Y3/1)土
2 黒色 (7，5Y2/1)土
3 黒色 (7，5Y2/1)土
4 黒褐色(2.5Y3/1)土
5 オリブ黒色(5Y2/2)土
6 黒色(10Y2/1)土

FF' 'GG 断面
1 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層中にテフラ等見られない締まった層。層色が濃い。

F' 

G' 

F 49.50m 

凶b層

Lr-一一一一一一
羽a層

G 49，50m 
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(1 : 40) 
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断面図スケ Jレ
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0 ( 1  : 100) 2m 

平面図スケーJレ
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3 

C 49.50m 
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平面・断面図S D27・SD36 
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DD' .EE 断面
1 オリ ブ黒色(5Y3/1)土層中にテフラ等見られない締まった層。層色が濃い。

E 49.50m 

.--..ここ フ一一-

。D 49.50m 

/ 

----...-..;;ζ二

E' 

撹乱

t 

D' 

アヨ同圃

。(1 ・100) 2m 

平面図スケール

0(1  : 40) 1m 

断面図スケーJレ

第113図全面調査 (2次 SD36 平面・断面図 2 

である。

なお、 SD26からは 11点確認された。醜類3点、縄文晩期土器2点、弥生土器6点である。こ

れらの遺物は、遺構埋士に複数時期の遺物があり埋没段階での流入したものと思われる。

⑮ SD27・36 (第 111~113 図)

SD27 はHI12~14区で検出された。検出層はVIa層である。遺構はSD16.SD26と

ほぼ平行に並び、南東から北西軸に延び、北西端から北東軸にほぼ直角に屈曲し、北東端は先細りに

窄まる。遺構の横幅は南東一北西軸は2. 62~2. 75mで、その横幅は維持されているが、北東

軸に延びると、やや幅狭となり北東端でO. 4mを測る。遺構深度はO. 06~0. 28mで、その

床面には埋土上位に硬化に近い層が見られ、道としての使用の可能性も考えられる。

なお、 SD27からは68点の遺物が確認された。磯類(焼礁を含む)4点、縄文晩期土器 16点、

弥生土器47点、土師器 1点である。これらの遺物は、遺構埋土に複数時期の遺物があり埋没段階で

の流入したものと思われ、出土結果から遺構の使用時期は古代以降の可能性がある。 SD36はHl

5 区、 113~15 区、 J 14・15 区、 K15~17 区で検出された。検出層は概ねVIa 層である

が、削平によりvm層上面で検出された所も見られた。 SD27の長軸方向とほぼ並び、遺構は南東か

ら北西軸に帯状に延び、南東端が調査区外に延びる。遺構の横幅はSD27とほぼ同じであるが、遺
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構深度はごく浅い。また J14区付近で溝状遺構が北東方向に延び、その横幅はo.22mと幅狭で

ある。南東から北西軸の床面にはやや硬化が見られ、 SD27と同様に道としての使用の可能性も考

えられる。

なお、 SD36からは90点の遺物が確認されたが、遺構埋土に複数時期の遺物があり埋没段階で

流入したものと思われる。

⑮ SD 28 (第 114図)

SD28はF14区で検出された。検出面はVIa層である。遺構は東南から北西軸に延び、東南東

端はSD29に切られる。遺構の横幅は 1. 7mを測り、遺構の深度はごく浅いものである。床面に

硬化は見られず、遺物も確認されなかった。遺構の性格・使用時期は不明である。

@ SD29 (第 115図)

SD29 はE12~14 区、 F13 ・ 1 4区で検出された。検出層はVIa層である。遺構はSD2

8とほぼ同じ軸に並び、東南から北西軸に延びる。遺構の横幅は、当南端が狭く 2. 4mを測り、北

西軸に延びるにつれて、遺構の横幅は広くなり、最も幅広なところで6. 7mを測る。遺構の深度も

南東から北西軸に延びるにつれて深くなり、北西端で浅くなる。遺構埋土には埋土上位からボラ層が

確認されており、使用時期は近世以降の可能性がある。

⑫ SD33・34 (第 116図)

SD33はE11・12区、 SD34はDE11・12区で検出された。検出層はVIa層である。

SD33は、南東から北西に延び、途中から遺構が二手に別れ、一方はやや蛇行しながら北北西軸に

延び、一方はそのまま北西軸に延び、さらに途中から蛇行するように西南西軸に延びる。遺構の深度

は浅く、床面に硬化は見られない。 SD34は南南東から北北西軸に延びる。遺構の深度はD11・

1 2の辺りで急に深くなるが、これは別の遺構が絡んで、その掘り込みによるものだと思われる。 S

、
・ー‘ 

~ 

AA'断面
1 黒褐色(2，5Y3/2)土 層中にVIaパミスを含むかなり締まった層。

A 4950m 
ム

ニエ~一---

A' 

ヒゴ
--=二二二二二

第114図全面調査 (2次 S028 平面・断面図
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D33からは弥生土器1点が出土したが、遺構の埋没段階での流入したものと思われ、 SD33・3

4の性格・使用時期については不明である。

⑮ SD 35 (第 11 8図)

SD35はCll・12、D12区で検出された。検出層はVIa層である。遺構は南東から北西軸

に帯状に延び、遺構の横幅はやや狭く、南東端で30cmを測り、北西軸に延びるにつれやや広がるが、

北西端で窄まりを見せる。遺構の深度も浅く、床面に硬化は見られない。遺構の性格・使用時期につ

いては不明である。

⑫ SD37・38 (第 119図)

SD37・38は116・17区で検出された。検出層はIIIa層である。 2つの遺構とも南東から

北西軸に延び、いずれの端部も調査区外に延びる。またSD19とほぼ同軸に並び、 SD36とほぼ

平行に延びる。 SD38がSD37を切っているため、遺構の前後関係はSD37が古いといえる。

遺構の横幅も 2つの遺構とも同様で、一定の幅は維持しないが、 O. 45~ 1. 2mの幅で、ある。遺

構の床面にはやや硬化が見られ、道としての使用が考えられる。

なおSD37からは 11点の遺物が確認された。醸類1点、縄文晩期土器3点、弥生土器7点であ

る。またSD38からは4点の遺物が確認され、縄文晩期土器3点、弥生土器1点が出土した。これ

らの遺物も、遺構の埋没段階での流入したものと思われ、 SD37・38の使用時期については不明

である。
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C 49.50m 8D33 
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ラー=二二二ニーー一一一一
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49.50m 8D33 

下 戸 十6

一金詐 t 
D 49.50m 8034 D' 

。
、¥"

F73ベf

E 

E' 

¥ D' 

E' 

8D34 
B' 

8D33 8D34 
SD34 土層断面
1 黒色(10Y2/1)土 層中にテフラ等見られない締まった層。
2 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土 層の様子は1層に似るが、層色が

やや淡く、締まる層。
3 黒色 (7.5Y2/1)土 層の様子は1層に似るが、より締まる層。
4 黒色(5Y2/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。 o

3層に比べ柔らかい。 I
5 黒色 (7.5Y2/1)土 層中にAh粒(10YR6/8 粒径2mm大)を l 

僅かに含む締まった層。
6 黒褐色(2.5Y3/1)土 層中にテフラ等見られない締まった層。
7 黒褐色(2.5Y3/1)土 層の様子は6層に似るが、より締まる層。
8 黒色(2.5Y2/1)土 皿a層に黒色士が渉む様に混じる締まった層。

8D33 土層断面
1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土層中にテフラ等含まない締まった層。
2 オリーブ黒色(5Y3/1)土 層の様子は1層に似るが、より締まり、

若干層色が濃い。
3 オリーブ黒色(7.5Y2/2)土 層中に僅かにVIaパミスを含むよく締

まった層。
4 黒色 (7.5Y2/1)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
5 オリブ黒色(7.5Y2/2)土 層中に僅かにVIaパミスを含む。4層

より締まる層。
6 黒色(10Y2/1)土 層の様子は4層に似るが、層色が濃く

より締まる属。
7 黒色(N1.5/0)土 層中に僅かにAh粒(10YR6/6 粒径

5mm大)を含む締まった層。4層よりは柔
らかい。(別遺構の可能性)

第116図全面調査(2次 SD33・SD34 平面・断面図
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8035 

B B' 

07多く

A 49.50m A' 

B 49.50m B' 

1 寸ぷ ン

ト十十寸ー」
平面図スケーJレ

0(1  : 40) 1m 

断面図スケーJレ

1 オリーブ黒色(5Y2/2)土 層中にテフラ等含まない締まった層。
2 黒色(5Y2/1)土 層中にVlaパミスを含む締まった層。

第118図全面調査(2次)
S 035 平面・断面図

千

/

t 

1 オリーブ黒色(5Y3/1):土 層中にテフラ等含まない
硬く締まった層凶{硬化面)

2 オリブ黒色(5Y3/2)土層の様子は1層に似るが、
層がやや柔らかく、層色が淡い。

3 黄灰色(2.5Y4/1)土 ma層に黒色土が渉む様に混じる締まった層。
4 オリーブ黒色(5Y2/2)土 層の様子は1層に似るが、層中に明黄褐

パミス(10YR6/6粒径2-5mm大}を含む締まった層。
5 オリーブ黒色(5Y2/2)土層中に僅かに明黄褐パミス(10YR6/6

粒径1mm大)を含む締まった層。
6 オリーブ黒色(5Y3/1)土層の様子は5層に似るが、層色が淡く、やや柔らかい。
7 黒褐色(2.5Y3/1)土 層中にテフラ等見られない締まった層。
B 黒褐色(2.5Y3/2)土 層の様子は3層に似るが、比較的層色が濃い。
9 暗灰黄色(2.5Y4/2)土 層中に明黄褐バミス(10YR6/6 粒径1mm大)を多含する硬く

締まった層。{硬化面)

調
査
区
外

8037 
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A~担Om一国守層
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8038 
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午~-~一一一一A'
9 vra層"i高羽a唐4 羽a層 7

o (1: 100) 2m 0 (1 :40) 1m 
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平面図スケール 断面図スケール

第119図全面調査 (2次 S037. S 038 平面・断面図

(3)土坑

全面調査(第2次)で確認された土坑は調査範囲の

ほぼ全域にわたって 143基確認された。

全面調査(第 1次)の調査結果同様に、近年実施さ

れた構造改善により、場所により遺物包含層が削平を

受け、 VIb・vm層まで削平を受けているところが見受

けられた。そのため遺構深度により検出面から遺構床

面までが比較的に浅い土坑もあり、また溝状遺構と同

様に灰白色ボラが堆積する士坑も見られた。比較的堆

積状況の良好な土坑の分類を ①埋土にパミス・テフ

ラの含有の有無(I群.II群) ②埋土に明黄褐色ノf

ミスの含有の多寡(皿群) ③埋土に灰白色軽石の含

有の多寡 (N群) ④埋土にVIaパミスの含有の多寡

(V群) ⑤埋土に灰白色砂の有無 (VI群)に分け、

さらに各群の内N群、 V群は含有するパミス・テフラ

の多寡、粒径の差異によりさらに細分化した。
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C三〉
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に二三
1 オリヲ黒色(5Y3/1)土
2 より締まる黒色(5Y2/1)土
3 オリブ黒色(7.5Y3/1)土 (VIaパミス混)
4 黒色ワ 5Y2/1)土(羽aパミスil!)

50.50m -----c一二子~¥ー 1 ______ 一一一一一一ーグ
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1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土
2 より締まるオリーブ黒色(7.5Y2/2)土
3 黒色(5Y2パ)土 (わずかにVIaパミス混)

町、三二字こf
SK48 

ー
SK117 
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1 オリーブ黒色(5Y3/1)土
2 より締まる黒色(7.5Y3/1)土
3 より締まり光沢のある黒色(10Y2/1)土

史ミ二三ミニ半一二~~..-

「ーヘー/ー¥

1 黒褐色(2.5Y3/1)土
2 やや柔らかい黒色(5Y2/1)土

50.50m -_ 

、よニジ7

SK52 s SK143 ーら

1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土
2 より締まる黒色(7.5Y2/1)土

50.50m 3 オリーブ黒色(7.5Y2ソ2 Ahブロック+黒色土)士

℃ 二 弐 と メゾー

1 オリーブ黒色(5Y3/1)土
2 より締まるオリ プ黒色(5Y2/2)土
3 黒褐色(2.5Y3/2)土 (VIaパミス混)

49.50m 4 黒色(7.5Y2/1)土(シミ状にma層混)
一一一一←ー 5 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土
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寸
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SK38 
1 オリ ブ黒色(7.5Y3/1)土(灰白色(2.5Y8/1)砂(粒径1mm以下)混)
2 黒色(7.5Y2/1)土
3 オリブ黒色(7.5Y3/1)土(VIaパミス混)
SK36 
4 黒色(10Y2/1)土
5 より締まる黒色(7.5Y2パ)土
6 より締まるオリ ブ黒色(7.5Y3/1)土
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第120図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 1 
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以下士坑埋土の詳細及び各土坑の計

測値は下記のとおりである。

① I群土坑群

I群の士坑は、層色がオリーブ黒

色若しくは黒褐色を呈し、層中にテ

フラ・パミスの混入が見られない締

まった埋土で、検出面からの層の残

存状況も良好な土坑である。 17基

検出された。長径が長い土坑で2.

53m、短い土坑でO. 85m、検

出面からの深さも O. 0 7~O. 4 

2mと比較的浅く、法則性の見られ

ない疎らな形状・規模の土坑群であ

る。平面プランは主に長楕円形、隅

丸長方形を量す。

SK36はK13区で検出された。

遺構の南側をS1 1に切られること

から弥生時代の土坑の可能性がある。

SK57はK9、JK 10で検出さ

れた。長径2. 20m、短径1. 5 

7mを測り、平面形は隅丸長方形で

あり、遺構内に柱穴等の付属遺構は

確認、できなかった。埋土中からは弥

生高杯口縁部 (79)、高付式の新段

回

印

口

印

D

ヨ

⑨ 

ア
印
宍
印
印

A. 

階タイプ、土鵬亦底部等 17点の 1'"1 ~ 
遺物が確認されたが、床着遺物は確

認できなかった。遺物は遺構の埋没

段階での流入したものと思われ、 S

K57の使用時期については判然と

しない。

0 

1 黒色(5Y2/1)土 I 
2 黒色(2.5Y2/1)土
3 黒色(7.5Y2/1)土(わずかにVlaパミス混)
4 黒色(lOY2/1)土
5 黒褐色(2.5Y3!1)土(わずかに羽aパミス混}
6 黒褐色(2.5Y3/1)土(Vlaパミス;量)
7 黒色(10Y2/1)士
自 より締まる黒色(7.5Y2/1)土 (Vlaパミス混)

ヒヒ土ゴ

第121図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 2 
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第34表全面調査 (2次) 1群土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面 形 長径 (m)短径 (m) 深さ (m) 備考

SK21 M11 (長楕円形) (2.30) 0.30 0.07 SK19に切られる

SK24 第 120図 L12 長楕円形 1. 57 0.64 0.28 

SK36 第 120図 K13 (長楕円形) (2.40) 0.87 0.17 SI1・SK38に切られる

SK46 第 120図 K8 長楕円形 1. 52 0.55 0.28 

SK48 第 120図 K7 隅丸長方形 2. 70 O. 76 O. 23 

SK52 第 120図 KlO 長楕円形 2.27 O. 73 O. 33 

SK57 第 121図
JKlO 

隅丸長方形 2.20 1. 57 O. 12 
SK56に切られる

K9 遺物あり

SK62 1 9 長楕円形 2.05 0.59 O. 25 

SK65 1 8 楕円形 1. 38 0.92 O. 27 

SK67 J 8 長楕円形 2.00 O. 50 0.31 

SK68 1 8 隅丸長方形 2. 53 O. 75 0.42 

SK88 J 7 長楕円形 1. 93 O. 76 O. 16 

SK106 1 6 長楕円形 1. 28 0.62 O. 19 

SK108 E8 長楕円形 1. 64 O. 70 O. 16 

SK115 C7 楕円形 0.85 0.40 0.32 

SK117 第 120図 D8 楕円形 1.11 O. 70 0.29 

SK143 第 120図 GlO 変形楕円形 1. 36 (0. 85) O. 32 

② E群土坑群

E群の士坑は、層色がオリーブ黒色・黒色を呈し、層中にテフラ・パミスの混入が見られないが、

層の一部にシミ状に皿 a層が混入する締まった埋士で検出面からの層の残存状況も良好な士坑である0

4基検出された。長径が長い土坑で1. 68m、短い土坑で1. 40mであり、検出面からの深さも

O. 30~O. 38mとほぼ同規模の土坑群である。平面プランは主に隅丸長方形、変形楕円形を呈

する。

第35表全面調査 (2次 11群土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面 形 長径 (m)短径 (m) 深さ (m) 備考

土坑 127 第 122図 H12 隅丸長方形 1. 58 0.84 0.34 

土坑 130 第 122図 H 1 14 隅丸長方形 1. 60 O. 61 O. 38 

土坑 138 第 122図 E12 変形楕円形 1. 40 1. 21 0.43 

土坑 140 第 122図 E11・12 隅丸長方形 1. 66 O. 76 O. 30 
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SK111 

SKl12 

ーo 
Q) 活~

49.50m 

49.50m 

2 ー、子ブ
1 オリーフ黒色(5Y3/1)土

(明黄褐色(10YR6/6)
パミス(粒径1~2mm大)混)

4 やや柔らかいオリーブ呆色(7.5Y2/2)土
5 より締まるオリーブ黒色(7.5Y3/2)土

1 オリーブ黒色(7.5Y3/2)土 (わずかに明黄褐色(10YR6/6)
バミス(粒径2~3問団大)混)

6 硬く締まる黒色(7.5Y2ハ)土
2 柔らかいオリ ブ黒色(5Y2/2)土
3 より締まるオリーブ黒色(7.5Y2/2)土

SKl13 

8 

1 黒褐色(2.5Y3/1)士 (明黄褐色(10YR6/6)パミス(粒径2.......3mm大)混)
2 オリ ブ黒色 (5Y3/ 1) 土(わずかに明黄褐色 (10YR6/6)パミス(粒径2~3m，大)混)
3 黒色 (5Y2/ 1) 土(さらにわずかに明黄褐色 (10YR6/6) パミス(粒径2~3mm大)混)
4 黒色(7.5Y2/1)士

』ート

49.50m TT九 ト一一一一一一一一一←一一-¥¥!撹乱 ノ /2"='::=ヲアァーζ ←

、---ーよi\一~ 4 ./ 

SK137 

ー
49.50m 

1 黒色(5Y2/1)土
2 オリ ブ黒色(5Y2/2)土(わずかに明黄褐色(10YR6/8 Ah)パミス(粒径5mm大)混)
3 より締まる黒色(5Y2/1)士(わずかに明黄褐色(1OYR6/8 Ah)パミス(粒径5mm)混)
4 より締まるオリ ブ黒色(7.5Y2/2)土

SK5 

49.50m \:とと一一~ー~/

にとと~ーこ一三二三ニ一三一一二ご三二一寸l
一 一~ー一一 4 ノ

1 オリ ブ黒色 (7.5Y3/1)土(灰白色 (5Y8/ 1)軽石(粒径2~5剛大)混)
2 より締まるオリーブ黒色(7.5Y3/1)土 (灰白色(5Y8/ 1)軽石(粒径2~5m，大)混)
3 より締まる黒色 (75Y2/1) 土(わずかに灰白色(5Y8/ 1)軽石(粒径2~5mm大)混)
4 黒色(10Y2/1)土

@ 

2 黒色(7.5Y2/1)土
3 やや締まる黒色(7.5Y2/1)士 (VIaパミス混)

SKl14 

(J) 

1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)
土(わずカヰこ明黄褐色(10YR6/6)
パミス(粒径2"""'3mrr大)混)

4 より締まる黒褐色(2.5Y3/2)土
5 やや硬く締まるオリ ブ黒色

(10Y3/1)土
2 黒色(7.5Y2/1)土
3 黒褐色(2.5Y3/2)士

6 オリブ黒色(10Y3/2)土
7 より締まる黒色(10Y2/1)土

」里.50止、可ヨz-L-

SK4 

CEJ 

1 オリーブ黒色(5Y3/2)土(灰白色(5Y8パ)軽石(粒径2mm大)混)
2 より締まるオリ ブ黒色(5Y3/1)士(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2胴大)混)
3 オリーブ黒色(5Y2/2)土

49.50m ¥ "¥グ

ト」一一一ー~2 一 一/ぺr
¥よ~ー------ 3 ....-r 

SK8 

⑧ 

1 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)土(灰白色 (5Y8/ 1)軽石(粒径2~5mm大)混)
2 オリ ブ黒色 (7.5Y2/2) 土(わずかに灰白色 (5Y8/ 1l軽石(粒径2~5聞大)混)
3 黒色(7.5Y2/1l土

。(， : 40) 1m 

第123図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 4 
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③ E群土坑群

皿群の土坑は、層色はオリーブ黒色土を呈し、層中にわずかに明黄褐色 (10YR6/6)パミス

(パミス径 2~5 皿)が見られる土坑である。埋土内のパミスはAh粒に近いものであるが、粒径が

微細で、あり、撹乱とも取れない遺構であったため、遺構によっては検出面からの深さが浅い土坑もあ

る。長径が長い土坑で1. 74m、短い土坑でO. 65mであり、検出面からの深さも O. 1 2~O. 

62mと法則性の見られない疎らな形状・規模の土坑群である。平面プランは主に長楕円形、変形楕

円形を呈する。

第36表全面調査 (2次〉 皿群土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m) 深さ (m) 備考

SK50 JlO (変形楕円形) (1. 74) 1. 02 o. 14 SK49・51に切られる

SK58 1 9 長楕円形 1. 07 0.40 0.08 

SK59 1 9 隅丸長方形 1. 03 0.69 O. 14 

SK63 J 8 長楕円形 1. 48 0.49 O. 16 SK64に切られる

SK66 第122図 J 8 楕円形 1.10 0.87 O. 24 

SK79 第122図 J 7 長楕円形 1. 47 0.64 O. 26 

SK87 J 6・7 長楕円形 1. 80 O. 79 0.39 

SK89 J 7 隅丸長方形 1. 13 O. 70 0.26 

SK104 J 6 楕円形 1. 28 0.82 O. 12 

SK105 第122図 J 6 長楕円形 1. 43 O. 72 0.22 

SK109 D8 楕円形 0.83 O. 76 0.26 

SKll0 第122図 D7 楕円形 0.94 O. 76 0.36 

SKll1 第123図 D6 長楕円形 1. 37 O. 78 O. 62 

SK112 第123図 C6 楕円形 1. 17 0.91 O. 35 

SK1l3 第123図 B7 長楕円形 1. 40 O. 73 O. 30 

SK1l4 第123図 B8 変形楕円形 1. 24 0.82 0.29 

SK1l6 C8 楕円形 0.65 0.44 O. 24 

SK1l8 B8 楕円形 0.83 0.51 0.17 

SK120 C8・9 楕円形 0.95 0.62 O. 19 

SK137 第123図 E12 楕円形 1. 08 O. 75 O. 30 

④ N群A土坑群

IV群の土坑は埋土に灰白色軽石の含有の多寡・粒径により A~Gfこ細分化した。 IV群は層色がオリ

ーブ黒色を呈し、層中に灰白色軽石が混じる士坑である。属中に含まれる灰白色軽石は桜島起源と思

われるが、堆積時期については不明で、あるO ただ、埋土は層の変化が顕著に見られるほど分層が可能

であり、下層にはテフラ・パミスの混じりの見られない層が堆積していることから土坑として捉えた。

IV群Aは長径が長い士坑で8. 22m、短い土坑でO. 57mであり、検出面からの深さも O. 05 

~O. 44mと法則性の見られない疎らな形状・規模の土坑群である。平面プランは主に楕円形、長

楕円形、変形楕円形を呈する。
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SK101はK5、]K6区で検出された。長径8. 22m、短径3. 10mを測り、比較的規模

の大きい士坑である。遺構の南東側をSD8に切られ、平面形は判然としない。遺構内に柱穴等の付

属遺構は確認できなかった。埋土中に弥生土器21点、山ノ口E式土器1点 (60)弥生後期土器3

点 (31)、軽石1点等が確認された。弥生後期土器 (31)についてはSK102、S1 4、包含層

と接合しており、弥生後期土器の包含層はSK101、SK102、SI4の北側に遺物の広がりが

見られ、遺構の埋没段階での流入したものと，思われ、 SK101の使用時期については判然としない。

SK136はE12区で検出された。長径6. 33m、短径4. 27mを測り、 SK101と同様

に比較的規模の大きい土坑である。南西側の遺構深度が深く、北東側に向って浅くなる。レンズ状堆

積をした遺構埋土の中位にかなりの硬質層と硬化面が幾重に堆積し、遺構の埋没段階で道として使用

していた可能性がある。また埋土下位において、苗白川系黒薩摩の大窪口縁~胴部(101)、波佐見

焼(105)が出土していることから、 SK136は近世の士坑の可能性がある。さらに苗白川系黒

薩摩の大窪口縁~胴部部 (101)は遺構の南側にある SD19埋土内で出土した遺物と接合し、そ

の出土レベルはSD19から SK136に向って緩やかに下ることから、 SD19とSK136は溝

状遺構として繋がっていた可能性も考えられる。

N群A土坑出土遺物

104は弥生後期土器の壷である。胴部が残存

し、台形突帯が貼り付けられる。台形突帯の上辺

に細い窪みが見られる。 105は波佐見焼の皿で

ある。口縁部から底部が残存する。口唇部は丸く

まとまり、底部内面に紬の掻き取り痕が見え、高

台は低い。 18C後半のものと思われる

h
川
川
μ下

g 
105 

0(1  : 3) 5cm 

第124図全面調査(2次) S K 101・136 出土遺物

第37表全面調査 (2次 SKI0l 出土土器

第38表全面調査 (2次) SK136 出土磁器

118 



h
F
目
印

D
3
4
1

1
 

1
 

• n
U
T
J
i
l
l
-

T
 

M
円

Q
U
 

ー-注記はP124に有

49.50m Ii r1句

L、でぺ一一一ー-2" /6 ~ 

¥吉¥4て?プズイ

7 

1 オリーブ黒色σ5Y2/2)
士(灰白色 (5Y8/ 1)軽石(粒径呈~5胴大)混)
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1 オリーブ黒色(10Y3/2)土(灰白色(5Y8!1)軽石(粒径1m，大)混)
2 より締まるオリ ブ黒色(10Y3/1)土(灰白色(5Y8!1)軽石(粒径1剛大)混)
3 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土
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SK10・11
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-注記はP124に有
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SK100 

ーこ二二二二コ
1 オリーブ黒色(5Y3/2)土(灰白色(5Y8/15軽石(粒径2-5"大)混)
2 より締まるオリ ブ黒色(5Y3/1)土(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2-5m，大)混)
3 黒色(5Y2/1)土

旦旦旦 襲

ーミニヰ玉三グー
3 

SK33 

⑧ 

1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土(灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2-5棚大)混)
2 より締まる黒色(7.5Y2パ)土(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2-5醐大)混)
3 より締まるオリーブ黒色(10Y3/1)土
4 より締まる黒色(10Y2/1)土

9.50m¥手三二コノノ

(1 : 40) 1m 

第125図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 5 
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/戸ア、¥ 。 u 
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C¥I 

土層確認トレンチ

76-2盟 主 ミここζ五 3吋 2

SK96 

⑨ SK39 

ー
1 黒色(5Y2/1l土(灰白色(5Y8/1l軽石(粒径2醐大)混)

1 オリーブ黒色(7.5Y3/1l土(灰白色(5Y8/1l軽石(粒径2-10mm大)混 2 より締まるオリーブ黒色(5Y2/2)土(灰白色(5Y8/1l軽石(粒径2mm大)混)
2 より締まるオリ ブ黒色(7.5Y2/2)土 (灰白色(5Y8!1)軽石(粒径2-10mm大)混 3 より締まる黒色(7.5Y2/1l土
3 黒色(7.5Y2/1l土

( 三三三三J---型ニ生虫色、三三辛子

50.50m 

SK97 

1 オリーブ黒色(5Y3/1l土(灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2mm大)混)
2 オリ ブ黒色(5Y2/2)土(わずかに灰白色(2.5Y8/1l軽石(粒径2mm大)混)
3 黒色(7.5Y2/1l土

只ミ三三三三ア

ーら
SKl19 

~ 

心占
49.50m 

慢三ゴ~--
8 

1 オリーブ黒色(7.5Y3/1l士(灰白色(5Y8!1)軽石(粒径2-3mm大)混)
2 オリーブ黒色σ5Y2/2)士(わずかに:VIaパミスあ
3 黒色(7.5Y2/1l土
4 黒色(7.5Y2/1)土
5 より締まるオリ ブ黒色(10Y2/1l土
6 オリーブ黒色(5Y3/1l士(わずかにVIaパミス混)
7 より締まるオリ ブ黒色S~Y3(1) 0 (1 : 40) 1m 

土〔わずかにVIaパミス混) 白

自 光沢のある黒色(10Y2/1l土 l 

第126図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 6 
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第39表全面調査 (2次) N群A 土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m) 深さ (m) 備考

SK4 第123図 LM15 楕円形 1. 33 0.83 O. 33 

SK5 第123図 L15 長楕円形 2. 53 0.48 0.38 

SK8 第123図 M14 楕円形 1. 35 O. 78 0.41 

SK9 第125図 L13・14 長楕円形 2.42 O. 73 O. 34 

SKlO 第125図 L13 長椅円形 2.97 1. 14 0.43 

SK12 第125図 LM13 長楕円形 3.05 1. 15 O. 37 SKlOに切られる

SK14 L13 (長楕円形) (3. 13) O. 77 0.26 

SK22 第125図 Lll・12 長楕円形 1. 98 O. 67 0.25 

SK33 第125図 K12・13 隅丸長方形 1. 66 0.64 0.25 

SK39 第126図 L13 楕円形 2. 14 O. 77 0.30 

SK40 L13 楕円形 1. 40 O. 77 O. 37 

SK41 L13・14 楕円形 2.17 1. 00 O. 30 

SK43 L14 隅丸長方形 2.03 0.65 O. 39 

SK44 L14 長楕円形 1. 52 0.96 0.44 

SK60 1 J 9 長楕円形 1. 70 O. 54 0.24 

SK61 1 9 (長楕円形) (0. 57) O. 52 0.23 

SK76 第126図 J 7 長楕円形 2.10 0.80 O. 25 SK77に切られる

SK77 第126図 J 7 長楕円形 2.44 0.64 O. 31 

SK78 第126図 J 7 長楕円形 1. 78 O. 77 O. 19 SK77に切られる

SK83 1 7 楕円形 1. 13 O. 53 O. 12 

SK84 1 7 隅丸長方形 1. 06 O. 56 0.06 

SK91 1 6・7 楕円形 1. 41 0.83 O. 34 

SK95 K6・7 長楕円形 1. 73 0.55 O. 38 

SK96 第126図 K6 長楕円形 2. 03 O. 78 0.37 

SK97 第126図 L6・7 長楕円形 2. 18 O. 77 0.41 

SK100 L5 長楕円形 1. 82 0.66 0.26 

第127図
JK6 

(楕円形) (3. 10) SKI0l 8.22 0.17 SOSに切られる

K5 

SKI03 J 5 長楕円形 1. 77 0.57 0.05 

SK1l9 C8 変形楕円形 1. 31 1. 00 O. 35 

SK136 第128図 E12 変形楕円形 6. 33 4.27 O. 32 
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第 125閣・第126図・第127閲・第128図士属新面キャプシヨン

第125図 SKI0

オロープ里、色 (7.5Y3/1)士 (灰白色 (5Y8/1)軽石位継2----51Dm:*)濁

腐りと近いオりープ黒色 (7.5Y2/2) 土 L灰白色(5Y8/1)軽石倣伊2~5皿抗)潟

やや柔ら加、オリーブ黒色町3/1)土 L灰白色(5Y8/1)軽石咋探 1~2岨大) i国

柔ら州、オリーブ黒色刷3/2) 土(わず糾ど灰白色(日8/1)軽石地径 1~2皿対話司

黒色(lOY2/1)士

やや柔ら力ミい黒色 (7.5Y2/1)土

光沢のあるオリーブ黒色 (7.5Y2/2)土

第125図 SK12

1 オリープ黒色 (7.5Y3!1J土(灰白色刷8!1J軽石倣径 2~5 """，)書記

より締まるオリープ黒色 (7.5Y3/1)土(灰白色 (5Y8/1)軽石附径 2~5皿大)鈎

黒色 (7.5Y2/1)土

第126図 SK76

1 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)土(灰白色 (5Y8/1)軽石他系5m回d劃

2 より締まるオリーブ黒色(lOY3/1)士自民白色 (5Y8!1J軽石(粒系5mm;的協

3 より締まる黒色廿日2/1)土

第126図 SK77

1 オリープ黒色 (7.5Y3/1)上〈灰白色何回/1)軽石(粒径2皿大)船

2 オリープ黒色 (7日3/1)土(わず制ご灰白色(日8/1)軽石咋経2困対話司

3 黒色(lOY2/1)土

第126図 SK78

1 オリープ黒色 (7.5Y3/1)土(灰白色 (5Y8/1)軽石附議 1~2皿m*)濁

2 やや輔まるオリーブ黒色 (7.5Y3/1) 土(灰白色 (5Y8/1)軽石悼搭 1~2皿大)駒

3 オリーブー黒色 (1凹3/1)土(わずかに刊aパミス樹

4 黒色 (7日2/1)士

第127図 SKI0l

1 黒色 (5Y2/1)土 L灰白色 (5Y8/1)軽石制縫 1~2叫幻絢

2 黒色 (5Y2/1)土 L灰白色刷8/1J軽右倣棒トZ凹大)多吉)

3 より締まるオリ ブ黒色 (5Y3/1)士(灰白色刷8/1)軽石悼縦 1~2醐大)針)

4 より締まる黒色 (7.5Y2!1J土(VIaパミス!W
5 やや光沢のある黒色 (7.5Y2/1)土

6 やや柔らかして光択のある黒色 (7.5Y2!1J土

7 より締まるオりープ黒色 (7.5Y2/2)土(羽aパミス多吉)

第128図 SK136

1 オリープ黒色 (5Y3/2)土

2 オリープ黒色 (7.5Y3/2)土

3 オリープ黒色 (5Y3!1J土

4 賦灰黄色(2.5Y4/2)土

5 黒色(5Y2/1)土

6 黒褐色(1回目/2)土

7 黒色(日 2/1)土

8 黒色(5Y2/1)土

9 黙島色(2.5Y3/1)土

10 オリーブ黒色 (5Y3/1)土

11 黒色(10Y2/1)土

12 臨灰黄色位 5Y4/2)士

13 黒色(lOY2/1)士

14 黒色(10Y2/1)土

15 暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)土

16 暗灰黄色(2.5Y4/2)士

17 黒褐色(2.5Y3/2)土

1 8 黒色(10Y2/1)土

19 オリ←ブ黒色 (7町3/1)士

20 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)士

21 黒色 (5四/1)士

22 黒色(1町2/1)土

23 オリープ黒色(7.5Y2/2)士

24 黒褐色(2.5Y3/1)土

25 黒褐色(2.5Y3/1)上

26 黒色(10Y2/1)土

27 黒色(10Y2/1)土

28 オ日←プ黒色 (7.5Y3!1J土

29 オロープ黒色(7.5Y2/2)土

30 オりープ黒色(5Y2/2)土

31 オリープ黒色(7.5Y2/2)土

32 オリーフ黒色(7.5Y2/2)土

33 オリープ黒色 (7町3/1)土

34 暗灰黄色(2.5Y4/2)土

35 黒色(2.5GY2/1)士

黒色土lこII1a層がにじむように混ざる、締まった層。

層の様子は1層に似るがII1a層0冶有が若干ふえるより締まる属U

層中に右腕似去灰白軽石(5Y8/1 粒系 1~2岡大)をわず削こ古む。締まった層。 2層よりはやキ輔まりが弱い。

層の様子は3層に似るがより締まる層。層{<I.がやや淡し、

層中にテフラ等見られないよく締まった層。層lご苦円t沢田見られる。

II1 a 層I~似るがぺ咋鼎変する締まった層。

層の様子は5層に似る町中やしまりが弱くヨ訳は見られない。

層の様子は7層に似るが層中にVJaノミミス在合みそヰ輔まる層。

や甘剖生がある層中にテフラ等見られなし締まった層。

層中に撒細な灰色軽石 (5刊/1 判官圭 1~2皿抗)をわず制ご合むかなり硬く締まる層。幡他面)

層中にテフラ等見られないカミなり硬く締まる層。層に光沢がかなり見られる。(10層よりも強く締まる開ヒE
A' ----tAに向かうに従し、硬化は弱くなる傾向がある。

層![様子は4層に似るが、硬く締まる層。

11層に比べて咽じは見られないが質感・土色主藍わりが見られない。締まった層。

層の様子は 13層に似るが層中にVlaノ《ミスが含まれ、層に光え叩3ある。かなり締まった層。申硬化函ではない)

層中にVIaパミスを多く含む。締まっ剖言。 (VIa.VIb層と比べてやや柔らかい)

層¢様子は4層に似るが層がやや柔らカ斗、ロ

層中に明黄褐ノ、ミス(10四6/6 転経Z皿大)をわずカヰと含むよく締まった層。

層¢様子は13層に似るがより硬く締まる層。

層の様子は11層に似るがより締まり、光沢は見られない。

層の様子は19層に似るがより締まる属。

層中にわずかとVlaパミスが混じる締まった層。

層に灰白軽石(5Y8/1 転経2---5mm対をわずtかこ吉台。締まった層ロ

層の様ヲは22層に似るがより締まり灰白軽石の含有が減る。

層の様子は15層に似るがVIaパミスの含有が1、なく、より締まる層。

層の様子は 17層に似るがより締まり、層色が濃い。

層の桔E子は11層Ic似るがより硬く、締まる層。

層の様子は26層に似るがより締まる層3

層中にVIaパミスを従p。緬まりはあるが、々キ柔らかい層。

層中にテフラ等見られなし締まった層。

層の様子は27層に似るが層色料淡く、やや柔らかし九

層の様子は29層に似るがやペ索ら加情。

層0鴻子主 31層に似るが上り締まる層。 30層よりはやや締まる層。

層中にVIaパミスが吉まオる締まった層。

層¢様子は 12層に似るが層が柔らかい。一号硬化の頻度の違いによるものつ

層の様子は 11層に似るが層が柔らかく、やや層色が撲し、
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1 オリ ブ黒色(5Y3/1)土(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2剛大)混)
2 黒色(7.5Y2/1)土

血戸撹乱時--;;;r~

SK25 

1 オリーブ黒色(5Y311l土(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2-5"大)混)
2 より締まるオリーブ黒色(5Y2/2l土(さらにわずかに灰白色C5Y8!1)軽石(粒桂2-5"大)混)
3 より締まる呆色C7.5Y211l土
4 若干光沢のある粘りのある黒色C10Y2/1)土

ゴ息主ぇ、三土二~

SK28 

s:三三三コ
1 オリ ブ黒色(5Y3!1)土(わずかに灰白色C5Y811l軽石(粒径2剛大)混)
2 より締まる黒色C5Y2/1)土(さらにわずかに灰白色C5Y811l軽石(粒径2"大)混)
3 より締まる黒色C7.5Y2/1l土

一、ご二ご主主とごヰi長f
49.50m 

ー

SK2 

⑧ 

1 オリーブ黒色C5Y3/1l土(わずかに灰白色C5Y8/1)軽石(粒径2"大)混)
2 より締まるオリーブ黒色C7.5Y3/1l土(わずかに灰白色C5Y8/1)軽石(粒径2"大);!!l
3 黒色σ.5Y2/1l土

49.50m ~一一----1----てブI
¥、 3 / 

SK7 ⑨ 

1 オリーブ黒色C5Y31お土(わずかに灰白色 C5Y8/1 粒径2"大}軽石混)
2 オリーブ黒色C5Y3/2l土(よりわずかに灰白色C5Y8/1 粒径2"大)軽石混)
3 より締まるオリーブ黒色C5Y3/1l士

特 50mミ主ミミゴミミこd

SK73 

⑧ 

1 オリーブ黒色C5Y3/2l土(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2剛大)混)
2 オリーブ黒色C5Y3/1)土(よりわずかに灰白色(5Y8!1)軽石(粒径2"大)混)
3 黒色C7.5Y211l土

ーに三ゴー

o 
SK42 

⑧ 

亡7コ;
1 オリーブ黒色C5Y3パ)土(わずかに灰白色C5Y811l軽石(粒径2.......3mm大)混)
2 オリーブ黒色C5Y311l土(よりわずカ刈こ灰白色C5Y8!1)軽右(粒径2-3.'大)混)
3 オリーブ黒色C5Y2/2l土
4 黒褐色 C2.5Y3/2l土

49.50m¥ r-ダ

.--.-¥γ 2 ノグ

4 

。 (1 : 40) 1m 

第129図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 7 
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SK80 

A_一一

1 ~~.、かふかしたオリーブ黒色 (5Y3/1) 土(わず古河こ
灰白色(5Y8/1)軽石(粒径1醐大)混)

2 黒色(2.5Y2/1)土(わずかに灰白色(5Y8/1)
軽石(粒径1mm大)混)

3 黒色(7.5Y2/1)土

81-1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)士
2 より締まるオリ ブ黒色(10Y3/1)土

国

、ミ三主ヌペ:ァー
A 50.50m 

SK94 

J 

SK16 

⑨ 

亡二コA' 

N
a
F

∞
 F 

<xl 1 オリーブ黒色(5Y3/1)土(灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒在2-5剛大)混)
2 オリ ブ黒色(5Y2/2)土(わずかに灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径

2-5mm大)混)
3 黒色(7.5Y2/1)土

~ SK23 

⑧ 

1 オリーブ黒色(5Y3/1)士(わずかに灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2......5mn:大)混)
1 オリ ブ黒色(7.5Y2/2)土(わずかに灰白色(5Y811)軽石(粒径2-5mm大)混 2 より締まるオリーブ黒色(5Y2/2)土(わずかに灰白色(2.5Y8/1)軽石
2 やや締まるオリーブ黒色(7.5Y2/2)土(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2-5mm大)混粒径2-5mm大)混)
3 やや締まる黒色(7.5Y2/1)土(さらにわずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2-5mm大)混 3 黒色(7.5Y2/1)土
4 黒色(7.5Y2/1)士 4 若干光沢のあるより締まる黒色(10Y2/1)土

50.50m__~ より締まる黒色 10Y2I1: 〆 / 、 4 

¥ー←¥~で一一一一一一一一一一一 一ーへー~γゾ 49.50m ¥ ¥¥一一γ---------γ 
~'-ー~一一\一一一」ーー 2 //  、¥ て.A豆長』一

」ーよ1て二三三二二士--~-一一一{一一←一一ーベ7〆 4 

SK15 

1 オリ ブ黒色(5Y3/1)土(灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2-5酬大)混)
2 オリーブ黒色(5Y2/2)土(灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2-5酬大)混)
3 黒色(7.5Y2/1)士

~~~三~-

⑨ 

SK17 

SK26 

⑨ 

ぶ二コ:
1 オリーブ黒色(5Y3/1)土(灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2......Smm大)混)
2 より締まるオリ ブ黒色(5Y2/2)土(わずかに灰白色(2.5Y8/1)軽石

(粒径2-5棚大)混)
3 黒色(7.5Y2ソ1)士

、」一一=-/
'c--一、、---プ

49.50m ¥ーー一一ご一一一一一一づτ一九一一一一一- / 

⑨ 

1 オリーブ黒色(5Y3/1)士(灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2......5mm大)混)
2 オリ ブ黒色(5Y2/2)土(わずかに灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2-5酬大)混)
3 黒色(7.5Y2/1)士

49.50m 

¥ ミミ:i計二二才〆ニι

第130図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 8 
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⑤ N群B

N群Bの土坑群は、層色がオリーブ黒色を呈し、層中にわずかに灰白色 (5Y8/1)軽石(粒径

2阻)を混じる士坑である。長径が長い土坑で3. 03m、短い士坑でO. 78mであり、検出面か

らの深さも O. 15~O. 57mと法則性の見られない疎らな形状・規模の士坑群である。平面プラ

ンは主に隅丸長方形であり、その他楕円形、長楕円形を呈する。

第40表全面調査 (2次) N群B 土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m)深さ (m) 備考

SK1 第 129図 MN15 (隅丸長方形) (1. 77) O. 71 0.24 SK2に切られる

SK2 第 129図 M15 隅丸長方形 1. 23 O. 78 0.36 

SK3 M15 (楕円形。) (0.78) O. 57 O. 15 

SK6 第 129図 N14 (長楕円形) (2.00) 0.53 0.25 調査区外に延びる

SK7 第 129図 N14 隅丸長方形 2. 08 O. 61 0.23 

SK25 第 129図 Lll'12 隅丸長方形 2.42 O. 75 O. 39 

SK28 第 129図 K12 隅丸長方形 2.85 O. 58 0.24 

SK29 K12 長楕円形 1. 56 O. 72 0.17 

SK42 第 129図 Ll4 長楕円形 1. 51 O. 83 0.41 

SK70 J 8 長楕円形 2.05 0.58 0.30 

SK73 第 130図 1 J 8 長楕円形 1. 66 0.53 0.36 

SK80 第 130図 J 7・8 隅丸長方形 1. 98 0.67 0.32 

SK93 K7 隅丸長方形 1. 64 0.44 O. 35 

SK94 第 130図 K7 長楕円形 3.03 O. 75 O. 57 

SK98 L6 長楕円形 1. 90 O. 59 0.27 

⑥ N群C

N群Cの土坑群は、層色がオリーブ黒色を呈し、層中に灰白色 (2. 5Y8/1)軽石(粒径 2 

~5醐)混を含む土坑である。長径が長い士坑で 3. 25m、短い士坑で1. 12mで、あり、検出面

からの深さも O. 13~O. 51mと法則性の見られなし、疎らな形状・規模の士坑群である。平面プ

ランは主に長楕円形であり、その他楕円形、隅丸長方形を呈する。

第41表全面調査 (2次) N群C 土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m)深さ (m) 備考

SK15 第 130図 N13 長楕円形 2.28 0.88 0.34 

SK16 第 130図 N13 楕円形 1. 40 O. 73 0.43 

SK17 第 130図 N12 長楕円形 3.25 0.54 0.34 

SK18 N12 隅丸長方形 3.08 O. 55 0.27 

SK23 第 130図 Mll 楕円形 1. 30 O. 69 0.40 

SK26 第 130図 KLll・12 隅丸長方形 1. 72 O. 72 0.32 

SK32 第 131図 Ll2 長楕円形 2.81 0.88 0.51 
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内

4qo 
νRIff---

cu 

⑨ 

地、三三主テゴ二
1 オリー7黒色(5Y3/2)土(灰白色(2.5Y8/1)軽石〈粒径2-5冊目吠)混)
2 より締まるオリー7黒色(5Y3/1)土(灰白色(2.5Y8/1)軽石(粒径2-5mm:大)混)
3 オリーブ黒色(7.5Y3!1)土
4 若干粘りのあるより締まるオリーブ黒色(7.5Y3/1)土

SK107 

⑨ 

1 灰白色(5Y8/1)ポラ

2 オリーブ褐色(2.5Y4/3)土(灰白色(5Y8/1)軽石(粒径1-2剛大)混)
3 柔らかいオリーフ黒色(5Y3/2)土(灰白色(5Y8/1)ポラ(粒径2-5聞大)多含1
4 黒褐色(2.5Y3/2)土(灰白色(5Y8/1)ポラ(粒径5聞大)混)

5 やや柔らかい暗灰黄(2.5Y4/2)土(灰白色(5Y8/1)軽石{粒径1-2剛)ー羽aパミス混)

6 やや硬く締まるオリ ブ黒色(5Y3/2)土(VIaパミス・明黄褐色(10YR6/8)パミス(粒径
2-3 ... 大 Ah粒)混)

7 やや締まる黒褐色(2.5Y3/2)士(灰白色(5Y自!1)軽石(粒径1-2剛大)'VIaパミス混)
8 やや柔らかいオリーブ黒色(5Y3/2)土(羽aパミス;冨)
9 やや硬く締まる黒色(5Y2/1)土(わずかに灰白色(5Y8/1)軽石(粒径1-2聞大)混)

-~自主さミーァー=---sごこ一一一=4ß一

。 (1・40) 1m 

第131図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 9 
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⑦ N群D

長楕円形

(長楕円形)

長楕円形

検出面は咽層上菌

検出面は市層上面

N群Dの土坑は、埋土上位の層色が淡く暗灰色気味の埋土であり、埋士層中に灰白色 (5Y8/1)

軽石(粒径 2~1 0皿)を含む埋土である。混入する軽石の粒径が大きくなる傾向が見られる。長

径が長い土坑で2. 52m、短い土坑で1. 75mと比較的大きく、検出面からの深さも O. 3 O~ 

O.39mと深く、この種の検出数は4基と少ないが、他の土坑群と比べ比較的大きし、土土崩平である。

平面プランは主に隅丸長方形を呈する。

第42表全面調査 (2次) N群D 土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m) 深さ (m) 備考

SK13 第 132図 M13 隅丸長方形 1. 81 0.81 O. 33 

SK27 第 132図 Kll・12 隅丸長方形 2. 52 O. 79 O. 39 

SK71 J 8 長楕円形 1. 75 0.50 0.31 

SK75 第 132図 JK7 隅丸長方形 2.42 0.58 0.30 

⑧ N群E

N群Eの土坑は、層色がオリーブ黒色を呈し、層中に灰白色(5Y8/1)軽石(粒径 2~5皿)

を含む。平面形は長楕円形を呈し、土坑断面は丸底に近い形状であり、埋土層下層にAhブロックが混

じる土坑である。

⑨ W群F

長楕円形

長楕円形

備考

SK29に切られる

N群Fの土坑は、層色が淡く黄灰気味の埋土層中に、灰白色(5Y8/1)軽石(粒径 2~5皿)

を含む土坑である。土坑10に遺構の大半を切られていると思われる。

備考

SKlOに切られる
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⑩ IV群G

IV群Gの土坑は、層上面にボラ層が顕著に堆積し、その下層にオリーブ黒色・黒色を呈す層に灰白

色 (5Y8/1)軽石(粒径 1~2阻)が混じる土坑である。

SK107はH7区で検出され、楕円形を呈する大きな土坑である。土坑の長軸方向は西北西から

東南東に延び、その西北西軸方向にSD8が同軸状に並んでいる。遺構上面にボラの顕著な堆積と S

D8との配置から、 SK107は近世以降の土坑の可能性がある。

備考

楕円形

⑪ V群A

V群の土坑は埋士lこVIaパミスの含有の多寡により A.Bに細分化した。 V群Aの土坑は、層色が

オリーブ黒色を皇し、層中にVIaパミスの混入が見られる締まった埋士をもっO長径が長い土坑で1.

67m、短い土坑で1. 16m、検出面からの深さも O. 28~O. 42mと、ある程度の深さをも

っ、ほぽ同規模の土坑である。平面プランは主に隅丸長方形を呈する。

第46表全面調査 (2次 v群A 土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m) 深さ (m) 備考

SK129 第 132図 H14 隅丸長方形 1. 50 0.93 0.31 

SK131 第 131図 115 隅丸長方形 1. 67 O. 73 0.42 

SK133 第 131図 116 長楕円形 1. 66 O. 65 0.39 

SK135 E12・13 変形楕円形 1. 64 O. 68 0.28 

SK139 F12 隅丸長方形 1. 16 0.88 O. 38 

⑫ V群B

V群Bの士坑は、層色は暗オリーブ褐色・黒褐色であり、層中にVIa層パミスが混ざる土坑である。

士坑の規模はV群Aの土坑とほぼ同規模であるが、やや検出面からの深さが浅く、層の落ち込みの可

能性も考えられる。

第47表全面調査 (2次 v群B 土坑計測表

土坑番号 挿図番号 検出区 平面形 長径 (m)短径 (m) 深さ (m) 備考

SK49 KlO ワ (3.04) 1. 08 ワ

SK56 第121図 ]K9・10 長楕円形 1. 50 0.40 0.27 

SK125 K16 隅丸長方形 2. 14 0.47 O. 22 

SK126 ]15 隅丸長方形 1. 79 0.68 O. 38 
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SK13 

8 

1 灰色白Y4/1)土(灰白色C5Y8/1)軽石(粒径2-1口剛大)5船
2 やや締まるオリーブ黒色C7.5Y2/2)土 (わずかに灰白色C5Y8/1)

軽石(粒径2-10醐大}混)

仁二~
⑧ 

3 黒色C7.5Y2/1)土

49.50m '0--一一一ーそ己J一一
一ーー一一- 下一一-3~-~

ょ、二三五〆J

50.50m 

仁二三刀⑨
1 灰色C5Y4/1)土
2 より締まる黄灰色C2.5Y4/1)土
3 より締まる黄灰色C2.5Y4/1)土

丈一〉三ニヰこ二ァ/

SK30 ⑧ 

: SK29 

1 オリブ黒色(7.5Y3/1)士
2 より締まる黒色C7.5Y2/1)土(明貢褐色C10YR6/8 Ah)パミス(粒径5-10"大)混)
3 さらにより締まる黒色C7.5Y2/1)士(明黄褐色C10YR6/8 Ah)パミス(粒窪5-10醐犬)混)
4 やや柔らかい黒色C1QY2/1)土(明黄褐色(10YR6/8 Ah)パミス(粒径3-15mm犬)幸吉)
5 より締まるオリ プ黒色(7.5Y2/2)土(わずかに明黄褐色C1OYRCi/8 Ah)パミス(粒笹2醐大)君)

49.50m 

SK129 

29，1 

'29-1 オリーブ黒色C5Y2ソ2)土
(わずかに灰白色
(5Y8/1)軽石
(粒径2mm大)混)

⑧ 

1 オリーブ巣色(5Y3!1)土(わずかにVIaパミス混)
2 黒色仔5Y2/1)土
3 より締まるオリーブ黒色C5Y3/1)土(わずかにVIaパミス混)

樹根 4 より締まる黒色C10Y2/1)土
49.50m '''， 

ーミ三fi?J3--

1 灰色(5Y4/1)土(灰白色(5Y8/1)軽石(粒径2-10mm大)混)
2 より締まるオリ ブ黒色(5Y3/1)土(灰白色C5Y8/1)軽石(粒径2-10岡大)混)
3 層に粘りのあるより締まる黒色(7.5Y2/1)土
4 より締まるオリ 7黒色(5Y3/1)土

49.50m 

SK133 

1 オリーブ黒色(7.5Y3/1)土(わずかにVIaパミス混)
2 より締まるオリーブ黒色C7.5Y3/1)土
3 さらにより締まるオリ ブ黒色C7.5Y3/1)土

SK69 

~ 

⑧ 

1 オリーブ黒色(5Y3/2)土(灰白色(5Y8ノ1)軽石
(粒径2-5岡田大)混)

4 オリーブ黒色(5Y2，々)土(明賞褐色(lOYR6J8)Ahブロック多含)
5 やや締まるオリーブ黒色(7.5Y3/1)土(明貧褐色(10Y

2 オリーブ黒色(7.5Y3/2)土(わずかに灰白色(5
Y8/1)軽石〔粒径2-5mm大)混}

R6/8 粒径2-10酬大 Ah粒?)パミスil!)
6 よく締まる黒色(7.5Y2I1)土

3 オリーブ黒色(5Y2/2)土(わずカ刊こ明貧僑色(10
YR6/8 粒径2-10mm大 Ah位?)パミス葛)

7 よく締まる黒色(fOY2/1)土
8 や暗まるオリーブ黒色(7，5Y引)土(明輔副10YR， 倒臨 剖O聞大

A噛')バミス潰黄色旦旦配主且韮主語凪L池掴降下軽石)軽石混.)50.50m 

49.50m 

B 

SK131 

1 オリーブ黒色C5Y3/1)土(わずかにVIaパミス混)

⑧ 

2 より締まるオリ ブ黒色C5Y3!1)土(わず11'に羽aバミス混)
3 黒色C5Y2パ}土
4 より締まる黒色C7.5Y2!1)土

ミ 主グ
0(1 : 40) 1m 

第132図全面調査(2次) 土坑平面・断面図 10
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⑮ V騨

VI群の土坑は、層色がオリーブ黒色・黒色を呈し、層中に灰白色 (2. 5Y8/1)砂(粒径1阻

以下)が混じる土坑である。この灰白色砂は、後述する畝状遺構の硬化面上に検出され(第136図)、

畝状遺構との関連性がある。

Vs洋土坑計測表

備考

楕円形

(4)硬化面

硬化面(以下 ISXJ と表記)はE層上面で 7基検出された。 SX1~6 (第 133図)はAB4・

5 、 BC6~8 区の範囲で重なるように検出された。 SX 7 (第134図)はF11・12区で検出

された。 SX1~6の検出は硬化面の硬さと検出面の土色により便宜的に分けたものである。検出プ

ランは帯状に延び、硬化面が連綿と続くことから道としての使用が考えられる。

① SX 1 (第133図)

SX1はB4、AB5区で検出された。遺構の長軸方向は南西から北東軸に延び、南西端から北東

端に向って少しずつ幅広になる様相をみせ、南西端で2. 4m、北東端で7. 8mを測るo SD 2 1・

22の直上で検出され、 SX1の長軸方向はSD21・22の長軸方向にほぼ並ぶようにみえる。 S

D21の埋没段階で形成された硬化面の可能性があり、硬化面の直上に弥生土器1点、焼磯1点が出

土したが、流れ込みと思われ、 SD21との重なりと、 SX2との切り合いを考えると、 SX2より

も新しく、近世以降に使用された可能性が考えられる。

② SX2 (第133図)

SX2はA5、B5・6、C7・8区で検出された。遺構の長軸方向はSX1と並列若しくは重な

るように延びているように思われ、またSX4に分断されるように切られている。 SD19・21の

直上で検出され、 SX2の長軸方向はSX1と同様にSD21の長軸方向にほぼ並ぶようにみえる。

硬化面の直上に弥生土器1点出土したが流れ込みと思われ、 SD21との重なりを考えると、近世以

降に使用された可能性が考えられる。

③ SX3 (第133図)

SX3 はB4~6 、 C6 ・ 7 区で検出された。遺構の長軸方向は南南東から北北西軸に延び、 SX

1・2に重なるように検出された。 SX1・2・6と比べても硬化は顕著ではなく、検出段階で遺構

の途中の硬化面が見失われる所も見られる。 SD20の直上で検出され、 SD20の埋没段階で形成

された硬化面の可能性があり、硬化面の直上に入来E式土器口縁部 1点、土師器1点、磯2点が出土

したが、流れ込みと思われ、 SD20の重なりを考えると SX2よりも古い近世以降に使用された可

吉町生がある。
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1 灰色(7.5Y4/1)土 層中にテフラ等含まない硬く締まった層。(硬化面)

第134図全面調査(2次) SX7 
平面・断面図

⑦SX 7 (第134図)

④ SX4 (第133図)

SX4はB4・5、C6・7区で検出された。遺構

の長軸方向は南東から北西軸に延び、 SX2・3・5

に重なるように検出され、またSX4に分断されるよ

うに切られている。 SX3・5と比べてやや硬化する

面であり、 SD19の直上で検出され、 SD19の埋

没段階で形成された硬化面の可能性があり、硬化面の

直上に弥生土器3点が出土したが、流れ込みと思われ、

SD 19の重なりを考えると SX1よりも古く、 SX

2よりは新しい近世以降に使用された可能性がある。

なおSX4の北西軸の延長上には、削平を受けてか、

プランを検出できなかったが SD19に沿う或いは重

なるように所々に硬化面が点在しており、さらにこの

延長した先にSX7 (第 134図)が確認されている。

⑤ SX5 (第 133図)

SX5はB5区で検出された。遺構の長軸方向は北

西軸に延び、 SX1・2・4に重なるように検出され、

またSX4に沿うように北東側が切られている。 SX

5はSX3と同様な硬化であり、 SD19とSD17 

の聞を通る硬化面である。硬化面の重なり具合から、

SX2・4よりも古い近世以降に使用された可能性が

ある。

@SX6 (第133図)

SX6 はB5~8 、 C7 ・ 8 区で検出された。遺構

の長軸方向は南南東から北北西軸に延び、 SX3に重

なるように検出された。硬化が顕著で、やや隆起したよ

うな硬化面であり、所々は削平によるものか検出が出

来ない所も見られる。 SX3と同様にSD20の直上

で検出されており、 SX3よりも新しい近世以降に使

用された可能性がある。

SX7はF11・12区で検出された。 SD1

9の西側を沿うように、南東から北西軸に延び、

硬化面の厚さはO. 07mでやや硬化が強い。硬

化面埋土内に須恵器碗胴部 1点(106)、白磁

碗口縁部 1点 (107)が出土しており、 SX7

の使用時期は中・近世まで遡る可能性がある。

¥ / γ 
106 107 

。 (1 : 3) 10cm 

第135図全面調査(2次) SX7 出土遺物

134一



第136図全面調査(2次) 畝状遺構 1・2・3 平面図

SX7出土遺物

106は須恵器碗である。胴部が残存し、口唇部が欠損する。口縁部はわずかに外反する様相を見

せ、内外面に自然紬らしい付着物が見られる。 107は白磁碗である。口縁部が残存し、口縁端部が

大きく外反する。内外面に貫入が見られる。

第49表全面調査 (2次 SX7 出土須恵器

第50表全面調査 (2次 SX7 出土磁器

(5)畝状遺構

畝状遺構はML12~14 区に 3基検出された。検出層はIIIa 層上面である。検出段階では O. 6 

~O. 8m幅の硬化面が、同様の幅の未硬化面と交互に検出され、その硬化面は削平によるものか凹

凸はほとんど見られない。 3基の畝状遺構の長軸方向は南西から北東軸に延び、並ぶ。畝状遺構1・

2には、 SK38の埋土中に見られた灰白色砂が硬化面上に見られ、 SKI0.ll・12・42に

切られていることから、灰白色砂の堆積と灰白色軽石の堆積には時期差があり、灰白色砂の堆積が古

いことが考えられる。
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(6)包含層出土遺物

① 土師器(第141図)

第137図土師器遺物出土状況図

土師器はB4 ・ 5 、 C3 ・ 5~7 、 D5~8 、 E3 ・ 4 ・ 7 ・ 8 ・ 1 0 ・12 、 F3~6 ・ 9~1

3、G4・6・11・12、H7、19・13・16・17、J6・16・17、K9・10 ・13・

1 4 、 L5 ・ 12~14 、 M14~16 、 N15 区で 208点出土し、(第 137 図)うち接合した遺

物 13点を固化した。遺物は調査範囲の南東側、北東側、北西側に三分するように出土し、とりわけ

CD4・5区、 EF11・12区、 1J 1 6・17区に遺物が集中する。
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第138図土師器 C5区(拡大) 接合状況図
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第139図土師器 F 11区(拡大) 接合状況図

108から 11 5は土師器域である。 108は口縁部から胴部が残存する。口縁端部がわずかに外

反し、胴部はわずかに内湾する。 109は胴部が残存する。外面に墨書が施され、残存普E位が少ない

ため記された文字は判然としない。 110から 115は高台をもっ底部が残存する。 110は底部中

心内面がやや肥厚気味で、底面は箆切り離しの痕跡が見られる。脚端部がやや肥厚気味で、作出され

た脚は「八j の字に広がり、比較的長めである。 111は体部が直線的に延びて立ちあがる様相が見

られ、底面の切り離し痕はきれいにナデ消されている。脚は[八」の字に広がり、作出された脚が比

較的短い。脚端部は丸くまとまる。 112は底面が箆切り離しの痕跡が見られ、作出された脚は「八j

の字に広がり、断面四角形の短脚である。 11 3は体部が口縁部に向って内湾する様相を見せ、底部

内面中央はやや肥厚し、箆切り離しの痕跡が見られる。脚はほぼ直立に近い立ち上がりであり、脚端

部外面の成形は明瞭な稜をもち、脚端部は丁寧なナデでまとめられる。 114は体部が口縁部に向っ

勺
/

今
、
〕

Y
E
i
 



て内湾する様相を見せ、脚は「八」の字に広がり、作出された脚が外反し、脚端部が丸みを帯びて尖

る。器壁は比較的薄手で、小振りの端である。 115は高台が極端に低く、脚は「八j の字に大きく

広がり、作出された脚は薄く短く、脚端部は丸くおさめる。 116から 119は杯底部が残存する。

1 16・117は底面に箆切り離しの痕跡が見られ、底面端部に張出しはなく、丸くおさめられ、稜

は見られない。 11 7の底部内面は窪むように器壁が薄くなる。胎土が硬質である。 118・119 

は底面に切り離しの痕跡が見られず、底面端部に弱い張出しが見られる。 118は内面に焼成による

と思われる栓色(7.5YR6/6)の変化が見られ、高台部分を意識的に作り、充実高台境の範曜と言

える。 11 9は成形が手担ね気味で、器面の調整は粗である。 118に比べても高台部分が意図的に

作られ、充実高台境の範轄であり円柱状の高い高台である。 10C頃に見られる柱状底部を形成して

いる。 120は土師器皿である。底部が残存し、体部の立ち上がりが先細りであり、口唇部の近いと

ころで欠損している。底面は箆切り離しの痕跡が見られ、底面端部に張出しはなく、丸くおさめられ

る。全体的な成形が粗であり、岩野杉に歪みが見られる。

第51表土師器出土遺物

出士区 胎土 色調 施文・調整 法量(咽)

捕図
番号

注記 出土層 器種 都位 分類
石 角 t段外面 上段外面 備考

番号 番号
池掛

雲 礁 赤 砂 下段内幅 下段内面 口径 底径 署出向
長 輝

第 141図 1岨 担割・一括 F11区
境

ロ縁部 士臨時号 lα賢也/4 法謀議経三 ロクロすデ
11.1 I内の面可能は性性閣有による磨輔

m，層 ~胴部
。

1前K7/4 にるごし費笹色 ロクロナデ後ナデ消し 3.1 

第 111図 1<)9 2278-22飽
F12区 士克。 目陪日 士自丁場 。1100珊

浅黄燈色 ロクロナデ
2.9 外国に墨書「廿 "J日層 子安動燈色 ナデ

E12区
山田 2 灰向色 ロクロナデ後ナデ哨し

第 141困 110 2305 
E層 椀 底部 土童市器 。 7.2 3.3 

2.5Y8/3 投策色 下市計ヂ

10Y斑ミ/3 波賀澄色 ロクロ寸子後ナデ消し
D6区 ロクロナデ

第141図 111 加06
E眉 地 底部 土師器 O 6.6 3.7 丁寧なうザー検1-'1

2.5Y8/3 浅黄色 ロクロナデ

612区
10)1砲 3 枝葉慢色 ロクロナデ後すデ摘し 同制百地四油切田り開

第 141図 112 2199 椀 底部 土師器 O 6.4 3.3 
E層

1似百:S/~ 浅黄綬色 丁寧肘デ |舗の可制金有

F11区
10YR8!4 浅黄槍色 ロクロナデ後ナデ消し 扮" 釘回ド 乙臨

第 141図 113 2155 
IIh層 椀 底部 土師器 。

f寧なナデー横十デ 7.0 2.6 |棋の可樹立右
1似118/4 伐黄綬色

C6灰 町四8/3 浅黄有量色 ナデ 門司?干し
第 141図 114 2964 

E層 境 底部 土臓器 O 5.4 2.7 付同着口門出れ し開
l町Rお3 也積燈色 ナヲ

7.5YR6/4 にゐ司、櫨色 ロクロ十アすデ
第 141図 115 2285 

Fll区
椀 底部 内黒上自晴苦 。 。 一8.6 2.2 

H層 サロデク磨ロナきデナデ日2ν1 黒色土

第 141図 116 
l次本調査 F4区

会f 底部 土師暗号 。川町4 浅黄笹色 横ナず・ナデ
4.2 2.6 底蘭は箆切り離し

315 田a層 10Y悶13 にぶ1、黄燈色 横ナデナデ
第 141図 117 2257 

F12巨
事不 信到i 土師器 。2.四5Y76//43 

l乙品、黄燈色 ロクロナデ
5.6 15 

硬質な始土
E層 にふ1、黄色 ロクロナデ
m区 底部 士服量 7.SYR7/4 に品桂色 ブデ

充実高台塊崎輔第 141図 118 214 
E層 都 。7町商/6特色 ナデ 6.0 2.5 

第 141凶
19B: 底部 土町蹴 2日8/3 淡黄色 ナデ

119 2024 、弘層 折、 o tz沼8/3 務溝色 ナデ 6.3 2.7 
住IX高台(!1lC明

第 141図
田区 底部 土日臓器 2町7/3 }失策色 テラ 底面は箆切り離し120 195 
E層 1Il o l2:SiiTS 汐黄色 ナデ 5.6 1.8 

②須恵器(第141図)

須恵器はE11・12 、 F11~13 、 G11 、 K12 ・ 1 3・15区で94点出土し、遺物は主

にEF11・12区に出土し、(第 140図)SU1及びSD19付近で多く確認されている。 121 

は壷であり、胴部が残存する。外面に斜位の平行敵き目が交差する様に施され、内面には当て具痕が

見られる。器壁は頭部に向って薄くなる様相を見せる。 122は碗であり、底部が残存する。脚が細

く、脚端部で大きく外反し、外面に自然紬らしいものが付着する。 123は大窪であり、胴部が残存

する。外面に格子状の敵き目が施され、内面はナデて調整をしている。
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第52表須朝長出土遺物

③磁器(第141図)

融義様

一「 r--" F 十

咽刷瞬掃薬 務寮媛係議 送報旋盤機掛務 終時様務機援 機採録 芳硲 務

第140図須恵器遺物出土状況図

ロクロナデ

目的 |灰色 |古宇古宇字7子子
25Y4/11黄既色 l蔽き自(格子状)

之目的刊事色 けデ

心配

援誠一

0 ( 1  : 200) 4m 

124は波佐見焼の皿である。口縁部から底部が残存する。口唇部は丸くまとまり、底部内面に粕

の掻き取り痕が見え、高台は低い。 18C後半のものと思われる。

第53表磁器出土遺物
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第141図包含層出土土師器須恵器磁器
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(7)包含層出土石器(第142・143図)

打製石斧はC8、J1 3・14、K14、L5・7区で9点出土し、うち 1点(125)を図化し

た。 125は砂岩製の有肩打製石斧の完形品である。肩部はやや省略気味で、頭部に左右対称に近い

挟りがあり、刃部は丸みを帯びる。

横刃形石器はG15、 I 1 5、J1 6区で3点出土し、うち 2点(126・127)を図化した。

126・127は砂岩製の完形品である。 126は頭部左側に挟りが見られ、刃部は丸みを帯びる。

裏面は自然面であり、僅かに擦痕が見られる。 127は表面に削痕が見られる。

石匙はJ1 6区で1点出土し、その 1点(128)を図化した。 128は砂岩製であり、一部に欠

損部分が見られる。刃部は1面と思われ、刃部に微細な剥離は見られるものの加工は少ない。裏面に

は自然面と摩耗が見られる。

石鎌はJ1 5区で1点出土し、その 1点(129)を図化した。打製であり砂岩製の、やや小型の

石鎌と思われ、半分が欠損し、刃先の部分が残存する。刃部に微細な剥離が見られるが、刃部が丸み

を帯び、使用による摩耗と思われる。

打製石織はB6、G14、J1 5、L12・14 区で 9点出土し、うち 8点 (130~13 7)を

図化した。 130はチャート製である。五角形跡であり、縄文時代晩期特有の形態を呈している。扶

入部がほとんど見られない薄手の石嫉である。 131は黒色安山岩製であり、長身で先端角も狭く、

扶入部が深い挟りをもっ薄手の石嫉で、ある。 132は安山岩製であり、先端角が狭く、挟入部が浅い

挟りをもっ薄手の石嫉で、ある。 133は黒色安山岩製であり、片脚が欠損し、挟入部が浅い挟りをも

っ薄手の石蟻である。 134は黒曜石製であり、挟入部が深い挟りをもっ薄手の石鹸である。 135・

136はチヤ}ト製である。挟入部がほとんど見られない薄手の石鍛である。 137は安山岩製であ

り、挟入部がほとんど見られない薄手の石糠である。

磨製石嫉はJ16区で1点出土し、その 1点 (138)を図化した。黒色安山岩製であり、片脚部

が欠損する。先端音防も側縁が研磨され、刃部を形成する。

異形石器は I1 6区で1点出土し、その 1点 (13 9)を図化した。黒曜石製であり、左右側面に

刃部を形成し、微細な剥離が見られる。

第54表包含層出土石器計測表

挿図番号 番号 間 E番号 出土区
出土層

器購 石質
法量(岨・ g)

備
健輔) 最大長 最対面 最大厚 重量

第 142図 125 193 L7区 illa層 打主耳石斧 弱措 11.9 6.0 1.65 136.8 完到居

第 142図 126 2720 J16区 illa届 横刃買手石器 を岩 6.15 9.1 1.4 79，7 

第 142図 127 1543 115区 illa層 横刃Ai石器 相堵 5.4 10.1 1. 05 日.0 表部に僚痕

第 142図 128 2718 J16区 匝a層 石匙 制措 4.0 5.35 0.75 12.3 裏面に摩託有

第 142図 129 l岨8 J15区 匝a層 石鎌 相桔 4.25 8.65 1.4 64.1 半損

第 143図 130 41曲 4 B6rK SD20埋土 打製石嫌 チャト 2.2 1.55 0.4 1.2 

第 143図 131 3444 L12区 匝a層 打襲石鞍 黒色安山岩 2.6 1. 85 0.31月 1.1 

第 143凶 132 3656 L14区 匝a層 H車喜百官脹 安1山岩 2.25 1.65 0.3 0.8 

第 143図 133 2392 G14区 VJa層 打製石鍛 黒色安山岩 2.1 1.6 o 3 0.9 片鱗榔に欠損

第 1岨凶 134 469 F3区 illa層 打草耳石鉄 黒曜石 2.15 1.5 0.3 0.7 

第 143図 135 4叫 F2区 匝a層 J円製否嫉 チャート 2.1 1.45 0.3 1.0 

第 143図 136 2030 18区 旧a層 打製石簸 チャト 1. 75 L 25 0.4 0.8 片晴樹1に欠損

第 143図 137 一括 回区 VJa層 相製石華族 安山岩 1.65 1.2 0.35 0.6 

第 143図 138 906 M10区 Illb層 磨製高鎌 黒色3士山岩 3.3 2.15 0.5 3.3 片胸部に欠損

第 143図 139 1901 116区 皿a層 異形石器 黒曜石 3田 1.05 0.55 1.4 
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第羽章井手上A遺跡における自然科学分析

第1節井手上A遺跡全面調査 (1次)における闘地炭素年代測定

1.はじめに

栃式会社古環掬照明T

放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生!物体内に取り込まれた放射性炭素 04c)の濃度が糊惟崩壊により時間とともに

1悌》することを利用した年.{-t測定法である。樹木棺接などの植物遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約5万

年前までσ:年代測定が可能である。

2.謝ヰと方法

時 特 地点、・層準等 種頴 前処狸・調整 測定法

No.l C2区， II層，土器付着'45 炭化物 acid/ alkali/ acid AMS 

No.2 B3区，方形周溝1，埋土.512 炭化物 acid/ aJkaJi! acid AMS 

No.3 B3区，方形周茸1，埋土.513 炭化物 acid/ aJkali/ acid AMS 

acid地 E池/acid:酔アノレカリ酸洗浄， AMS:加速器質事長析法 (AcceleratorMass Spectrometry) 

3.調l庄結果

試階 測迦~o. 米補正14C年代 ii 13C (%0) 叱年代

(Bet古) (年BP) (年BP)

No.l 275471 2140土40 26. 1 2120士40

No.2 275472 2070士40 26.4 2050士40

No.3 275473 2150::!::40 27. 7 2110::!::40 

BP : Befure Physics (Present)， CaJ: Cahbrated， BC:最古己前， AD:紀元後

(1)未補正14C年代

暦年代(較正年イ勺

(2σ:95%確率 1σ:68~ 確率)

充夜、:Cal BC 170 

2σ: Cal BC 350-300， 210-40 

1σ: Cal BC 200-90 

交点:Cal BC 50 

2σ: Cal BC 170-AD 30 

1σ: Cal BC 100-10 

交点:Cal BC 160 

2σ: Cal BC 340-320， 210-40 

1σ: Cal BC 190-60 

時ヰの14cj12C比から、単純に現怠 (AD1950年)から何年前かを計算した{底 14Cの半減期は5，730年であるが、国際的慣例によりLibbyの5

，568年を用いている。

(2) ii13C測定値

言時半乃測定HC/12C比を補正するための炭素安定同位体比 (13 cj12C)。こ佐値同禁準物質伊DB) の町立体比からの千分偏差(%心で表

す。試料の ii13Cfi直を-25(%0)に標準化することで同位体分別効果を補正する。

(3) 14C年代

ii13C測定値により同位体分別効果を補正して算出した年代コ暦年内絞正にはこ反年代値を使用する。

(4)暦年代 (CaJendarAge) 

過去の宇宙線描支明白球磁場IT;変動による大気中14C濃度反変動およひ¥14Cの半減期の違いを較正することで、より実際の年代値に近づけ

ることができる。暦奔ヰ℃較正には、年代既知の樹木年輸の詳細な14C測定値およびサンゴ、のUバh(ウラン/トリウム)年代と14C年代の比較に

より作成された較正曲線(IntCaJ04) を使用しt
暦年代の交点は、 14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を示し、 1(J (68%確率)と 2σ 腕%確率)は、 14C年代値IT;偏差の幅を較

正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複数の交点や複数の 1σ ・2(J値が表記される場合もある。

4.所見

加速器質量分析法fA郎)による搬す性炭素年{-'i;測定の結果、 No.lでは2120土40年BP(2σ の暦年代官C350~300， 2 1O~40年)、 No.2 で

は2050士4C年BP(BC 170~AD 30年)、 No.3では2110土40年BP(BC 340~320， 2 1O~40年)の年代値カ1得られた。

第2節井手上A遺跡全面調査 (2肉における糊性炭素年代測定

1.はじめに

欄 割 強 志 開制1闘ゴ入光合戒や食閥覇支などにより生防怖に取り込まれた方期性炭素 04c)0鳴劇功期性崩壊によりH欄とともは拠寸るこ

とを利用した明暗紺肘ある。酢ドキ種美Jよど叶樹勿皆本骨、貝殻、土壌、畳間寸着開肋などカ朝、佐対象となり、約5万年前ます坪何日l即主可

能である。

2.詩ド仕方法

次調こ、浪院側崎綱、樹↑
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持SJNo. 地点・膚準

No.l SJI-fi1，量制着伊岡

No.2 E-1必幽玄VJa層，N04回8

No.3 XaJ忌炭 No1192~1196

No..4 XaI露，襖ト括 No15ω

AMS:加趨顕量分析法仏側8l1ltorMぉsS阿国Imo句T)

3. iJ!仮説操

種類 直線盟・謂酷 源院法

炭(肋 超音波洗浄，酸11ゆト献睦 AMS 

炭f白膜 超音波出争，酔了肋ト酸処理 AMS 
(コナラ局

炭H::主オ 超音波洗玲，酸11ゆト略拠理 AMS 

炭H::材 超音波読ま争，酔川崎製盟 AMS 

加輯韻量分相去仏MS)によって得られた14C濃度につして同立断号l防深川駈Eを命、、胸椎炭素 04c)年代およひ漕年代(較百科勺を算

出した。次表にこれら時操を示し、図1に暦年較正結果(較正曲繍を示す。

時制o. iJ!捉No. 81'(; 14(;年代舟ザ 暦年代腕昨f勺
(PED-) (%~ 

No.l 19397 27.93土0.19

No.2 19412 -26.31土0.16

No.3 19398 27.89士0.14

No.4 19399 26ω::!::0.13 

一_ L

BP : Be!ore Ar同岱(日琶湖ltl，OC:結論

(1) 813C瀕Itt国直

傭存鞍E用) 1σ(68.2今捕葬) 2σ(9~広 4咲疎葬寺

お45士20 OCl250ー1240(L 70/0) OC12借 1050(95.4%)

(2弘4土22) OC1220-1120 (66.協)

2ω0土25 OC1125-10250侃却 OC1200-1∞0(95.4出)

(2899士25)

8290土25 配7必0-7:訓(30.9)6) 配7470ー7250(87.r出)
(8お8::!::27) 配7お0ー7310(37.説) 配7230←7190(8. S，見)

8890士30 間 210-81ω(16.1%) 間 220-7蜘 (95.4!出)

(8890土28) &::8120-8030 (35. 7'10) 

0C802u-7970(16.4出)

静収コ誤l淀 14cj1'c比を補正するための炭素変嗣位僻ヒ 03Cj12C)。このf面持票潮棋倒)広岡立体上回もの千分偏差刷で謝。誹和8

13C{1直をヶ25(%cilは察準化することで向(立体湖幌燥を補正する。

(2)欄十世様 04c)刑制l闘直

詩附ヲ14Cj12 C上tから、現在佃1950年墓前から布昨前かを計繁した低l1Cの半誠期は5730年であるが、国期句|節殉こよりLibbyの5568年を用

いた備情購(士)は1σ 駒田2%確捧)である。 14C年同函土下1桁を丸めて藷Eずるの坤耕であるが、暦年較正曲絹初演新された場合のたdf;に下

1桁を丸めなゆ挙時柾用年fi1f1査も儒己した二

(3)暦平代 (ωenclarAge) 

過去伺唱:僚淘誤報謝議揚0湧動による大気中14C鴻支の変薮およびl1Cの半減期制塾、を較正することで、糊十世精 04c)年代をより実務初年

何匠i1::3!i--::げることができる。暦年伶絞回こl士、年団数日117:勧|手陣術万平粧ょ14C誤i悶面3よびサンゴのU川1(ウラン/トリウム)年代と 14C年!ゆ比

鞠こよりイ械された較正曲線を使用した較正曲脚フデータはIntCalω、較lE:fログラムはOxCal3.lである。

暦明4ミ(較E明勺は 14C年(勺{直の偏皆】揺を較正世蜘こ投影しfゴ霞年伐の隔で表し、 αωの権卒法により lcr脱却疎捧)と2σ(95.40/01穣

唱で示した。較正世蜘守護淀fぷ科セでt士、複数の 1σ ・2σ{菌汚準君自己される場合もある。()内のγ議示は、そ0海囲内に暦年f-'(が入る確拝を示す。

グラフ中叫糊上の曲繍土14C年内唯紛布、二重曲繍摺轍正曲線を示す。

4.所見

加盟露草彰:可fii去伽)による鳩十!場議静刊明l距次結果 No.lではお45::!::20年BP(2σの暦年代で配12切~1050明、 No.2ではお∞::!::25年BP

Q3C1200~即0情、 No.3では82卯土25年BP 舵7470~7250， 7230~7190年)、 No.4では総90土30年BP 仰220~7'蜘年)の年f切断鴇られ九

第3節井手上A遺跡全面調査 (2肘における炭倒鞍同定

1.はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物々骨薄内などに残存してし、る場合がある。樹動や潤融土などから種実を検出し、

その種類併薄成を調べることで、過去の植生々植物利用の実態を明らカ記することができる。

2. 李む料

試料は、縄文時代晩期土器が出土したE14地区VIa層から検出された炭化活実 (No4586、No必88、No4597、No必01)である。

3.分析法

稜実態事として却齢、よひ澗廃棄体醐櫛時擦し 税制指数およt期生捺本との対比によって同定を行った。儲副司定レベ叫こよって科、風

種明轍で示した

4.結果

種実同定の結果、樹木1分類群が同定された。表1に学名、和名およひ粒数を示し、以下に形態的特徴を記載する。また、主要な個体を

写真lこ示す。
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表1 井手上A遺跡における種実同定結果

分繍平
音日位

E-14地区Vla層

学名 f~洛 No.4586 No.4588 No.4597 No.4601 

Arbor 樹木

Quercus コナラ属 子葉(炭化破片) 3 * 
Total メE〉3、三ロt 3 

*同一個体有り

コナラ属 Quercus子葉般化破片) ブす科

炭化していて黒色で、楕円形を呈する破片である。堅果類の果皮や殻斗が欠落した子葉の破片で、表面が傷み原形をとどめていないこと

からコナラ属の同定にとどめた。

5.所見

種調司定広縦謀、縄刀折切先期昌吉が出土したE-14地症VJa層から検出された炭fl1i重鶏丈し、ずれもコナラ属の子葉と同定され九コナラ属は瞬昆

帯に分司討する腕開要素と主に湘南こ姉する落葉広耕要素に分カ判。コナラ属l埋果の中の子葉の状態'ct:l榔尚三区離であるが、組鵡扮布か

ら照葉樹要素のアカガシ亜属(イチイガメよどが含まれる)の可能由主考えられる。

文献

BronkR祖国yc. (1995) Raffi∞arbon Calも，rationand Anal)唖ofStr出graphy，百1eOxCal Program， Raffi∞ar加n，37(2)，p.425-430. 

Bronk Ramsey C. (2001) Development ofthe Radiocarbon Progr百nOxCal， Radiocarbon， 43， 355-363. 

PaulaJ R巴imeret日1.， (2004) IntCal04 Terrestrial radiocarbon age calibration， 26-0 ka BP. Radiocarbon 46， 1029-1058. 

PaulaJReim巴ret札 (2鵬 1)lntCal a and MarineωRadiocarもonAge Cahbration Curves， 0-50，∞Oy，倒'Scal BP. Rad配的on，51， p.1l11-1150. 

中村俊夫 (1999)糊惟炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今部完， p. 1-36. 

中 村 扶 G側)糊惟炭素年イ切I府去の基礎. 日本先史!日執の14C年代 p.3-20.

南木睦彦 (1993)葉・果実・種子.日本第四紀学会編，第四紀謝守分析法，東京大学出版会， p. 276-283. 

渡辺誠 (1975)縄文時代の植物食.雄山閤， pp.187. 
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図1 暦年較正結果
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井手上A遺跡の種実

1 No.4586 2 同左 3 No.4588 4 同左
コナラ属子葉(破片) コナラ属子葉(破片) ーー 1.0mm

5 No.4597 6 同左 7 No.4601 8 同左
コナラ属子葉(破片) コナラ属子葉(破片) ー-1. Omm 
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第四章井手上A遺跡 (2次) S J 2出土土器について

中村直子

1 はじめに

井手上A遺跡 (2次) S J 2には土器が埋納されており、そのうち 3点は破損しているものの残存

状況が良好で、出土状況から埋納されたのはほぼ同時であると判断できた。 3点に共通して見られる

特徴もあることから、これらの土器の共昨性は高いと思われる。大隅半島でも数少ない弥生時代後期

の共伴資料であり、東南部九州、|の弥生土器編年に有用な資料である。ここでは、これらの土器の編年

的位置づけについて検討したい。

2 井手上A遺跡SJ2出土土器の特徴

SJ2出土土器のうち、審形土器・壷形土器・鉢形土器(以後、 「形土器」を省略する)各1点、が

良好な残存状況で、あった。鉢の胎士は精製され、器面調整は丁寧なナデ(ミガキか7)だが、肉眼観

察では混和材が他の土器と共通しており、在地土器と判断した。警・鉢の胴部上半部からロ縁部の形

態は、両者とも S字状に屈曲しながら外反する形態を呈している。警内面には不明瞭な穂線が認めら

れるが、両者とも内外面に明瞭な稜線をもたない。口唇部は強いヨコナデが施され、 M字状にくぼむ。

窪の脚台は低く、脚端部は丸い。

警と壷下半部は底に向かって細くすぼまる形状が共通しており、どちらも胴部下半部外面は、ケズ

リによって最終的な成形が行われている。両者とも上半部の外面最終調整はナデであり、ケズリ痕は

観察できない。これらの成形時における特徴を見ると、害す本、養一査と器種を横断して共通したも

のがあり、 3点の製作時における共時性は高いと考えられる。

壷の底部形態は時期を知る上で有効な属性であるが、 SJ2出土査は、少し丸みを帯びた平底状を

呈し、底部と体部との境界には稜線を有する。

3 編年的位置づけ

S J 2出土土器は高付式である。高付式は大隅半島を中心に分布する土器様式で弥生時代後期に

位置づけられているが(中村， 1987)、高付式の細分はほとんどなされていない。 SJ 2出土土器の

警が脚台化していることや、壷の底面が平底ながら小さく、少し丸みを帯びていることなどから、高

付式土器の中でも比較的新しい段階に属するものと推定される。

他地域との並行関係を見るために有効と思われる属性は、奮・鉢の口縁部形態、護の脚部、査の底

部形態である。これらの属性に着目し、類似する土器群として、名主原遺跡6号住居跡・土器溜1号、

熊野原遺跡SA4、下那珂遺跡SAl14を提示した。

名主原遺跡は鹿児島県鹿屋市、熊野原遺跡と下那珂遺跡は宮崎県宮崎市に所在する。熊野原遺跡と

下那珂遺跡の奮脚部形態は、名主原遺跡や井手上A遺跡に比べると低し、傾向にあるが、宮崎平野と大

隅半島との地域差であろう。

これらの土器群は、谷口・津隈 (1988)では下那岡員塚H期・皿期、河野 (2011)では高付式、下

那岡式2期、熊野原B式1期として位置づけられている。したがって、 SJ2出土土器は、弥生時代

後期中葉から後葉古段階に位置づけられるものと考える。
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本論を執筆する機会を与えてくださった出口順一朗氏、そして資料調査にあたり、相美伊久雄氏・

志布志市教育委員会には多くのご協力をいただきました。末筆ながら感謝申し上げます。
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第四章調査のまとめ

第1節遺物

今回の発掘調査では、確認、調査 (1次) 98点、確認調査 (2次) 499点、全面調査(I次) 563点、全面調査

(2次) 6573点の、合計7733点の出土が確認された。確認調査1次から全面調査 (2次)までの調査面積は1

o，oooniを超える調査で、あったが、接合が可能だった遺物は確認調査 (1次) 0点、確認調査 (2次) 1 0点、全

面調査 (1次) 56点、全面調査 (2次) 561点であり、それぞれの接合率は、確認調査(I次) 0%、確認調査 (2

次) 2%、全面調査 (1次) 9. 9%、全面調査 (2次) 8. 5%と高いとはいえない接合率であった。これは遺物包

含層であるH、illa層の上位が削平を受け、遺物の散逸が招いた結果と思われる。また、井手上A遺跡における遺物出

土は大別して、縄文時代早期、縄文時代前期~晩期、弥生時代前期~後期末、中世に分類された。ここでは弥生時代前

期から後期末にかけて出土した土器群の出土状況について述べたい。弥生前期に比定される弥生前期土器、刻目突帯文

土器の範晴タイプの出土状況は、遺物の集中は見られないものの、主に調査区の南側、北側に延びる舌状台地の基部中

央にその範囲があるように思われる。次に弥生中期初頭から前半に比定される入来 I式、入来H式土器の出土状況は主

に調査区の南東側、調査区の西側に存在する迫に沿うような舌状台地の東端の位置に、その範囲が存在する様に思える。

次に弥生時代中期後半に比定される山ノ口 H式土器、山ノ口E式・黒髪式土器折衷タイプ、高付式・山ノ口 E式土器の

範時タイプ、分類不可能の弥生中期土器の遺物は、調査区の北西側、北側に延びる舌状台地の北端に近い位置に、その

範囲が存在する様に思える。弥生中期後半、弥生後期土器に比定される土器群の出土状況は、遺物の集中は見られない

ものの、調査区の南側と北西側、北側に延びる舌状台地の基部中央と北側に延びる舌状台地の北端に近い位置に点在す

るように見える。弥生後期後半に比定される高付式の新段階、中津野式土器は調査区の北西側、北側に延びる舌状台地

の北端に近い位置に、その範囲が存在する様に思える。

従って、弥生日朝交前期の遺物は舌状台地の基部中央、弥生時代中期初頭から前半にかけての遺物は舌状台地の東端、

北側に延びる舌状台地の北端に近い位置、弥生時代中期後半から後期にかけての遺物は北側に延びる舌状台地の基部中

央と北側に延びる舌状台地の北端に近し、位置、弥生後期後半以降は北側に延びる舌状台地の北端に近い位置に生活域の

変化があったように思える。

第2節遺構

① 竪穴建物・方形周溝

今回の発掘調査において、方形周溝が2基、竪穴建物5基が確認されている。弥生日制ミの使用時期ι思われ、方形周

溝についても竪穴建物の可能J性が高い遺構で、あるが、今回 10000niを超える調査を実施し、これまでの発掘調査の

実績によれば弥生時代の住居は切り合いが多く重なり、密集する形で検出されることが多いが、今回においては、多少

の時期差はあると思われるがあまりにも少ない検出数である。定住が始まったとされる弥生時代において、ムラを形成

しつつあるはずであるが、今回の調査地は定住にそぐわない立地で、あったのか、あまり例のない調査結果に今後の調査

により類例をまとめてみたい。

②溝状遺構

全面調査(I次)において溝状遺構は3基、全面調査 (2次)においては 37基確認されている。これらの遺構は主

に近世以降に使用されたと思われる結果を述べているが、鹿児島県教育委員会発行「大隅地域の道筋歴史の道調査報

告書第五集J(1997年 3月刊行)に面白い記録が残されている。「また馬場から右折して坂を下り、蓬原橋を渡り野

井倉開田の北側を馬草原、小松を通り体育館前から五反回商庖前を早馬へ通る安楽の道も志布志街道と呼ばれたJとの

記録があり、 I蓬原橋を渡り野井倉開田の北側を馬草原、小松を通り」と表現されている所が、今回発掘調査を実施し

た井手上A遺跡の隣接地であり、その街道から派生した小道である可能性が考えられる。
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図版2 全面調査(1次) 方形周溝 1

拶ー?

司屯 ， 

方形周溝 1 焼土 .Pit検出状況

方形周、溝 1 周溝部分完掘状況 方形周溝 1 焼土断面状況

~ 

方形周溝 1 検出状況 方形周溝 1 周溝部分断面状況



図版3 全面調査(1次) 方形周溝2 SDl SKl 

方形周溝 1・2 SDl SKl VIb層上面検出状況

方形周溝2 SDl SKl 完掘状況 方形周溝2 東壁ベルト土層断面状況

方形周溝2 周溝部分完掘検出状況 方形周溝2 完掘検出状況



図版4 全面調査(1次) SD2 SD3 

SD3 完掘状況

SD3 検出状況 SD2 検出状、況

SD2 完掘状況 SD2 南壁土層断面状況



図版5 全面調査(1次) SKl SK6 土層断面遺物出土状況

東壁土層断面状況

SKl 完掘状況 Al区遺物出土状況

SK6 完掘状況 遺物出土状況近撮(56)



図版6 全面調査(2次) 竪穴建物 I 

S 1 4・5 SD8 SKI02 遺構検出状、況

S 1 1 検出状、況 S 1 3 完掘状況
-.... '̂〆 “て

r二rぷ訓示 )

S 1 1 完掘状況 S 1 5 完掘状況



図版7 全面調査(2次) 竪穴建物 E 

S 1 1 土層断面状況

S 1 2 土層断面状況
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図版9 全面調査(2次) S] 1 

S J 1 出土状況

S J 1 東西ベルト断面状況

S J 1 入佐式土器断面出土状況 S J 1 入佐式土器出土状況



図版 10 全面調査(2次) S J 2 

出土状況

S J 2 出土状況接写 l S J 2 掘り込み面検出状況

S J 2 出土状況接写 2 SJ2 掘り込み面完掘状況



図版 11 全面調査(2次) 溝状遺構 I 

SD17 ~ 20 遺構検出状況

九 ーーーー

SDl検出状況 S Dl完掘状況



図版 12 全面調査(2次) 溝状遺構 H 

SD6・7 検出状況

SD6・7 完掘状況 SD6 土層断面状況2



図版 13 全面調査(2次) 溝状遺構 E 

潜状遺構群(SD8-12) 検出状況

SD9-12 検出状況

SD8 検出状況 SD2 検出状況



図版 14 全面調査(2次) 溝状遺構町

SD13 完掘状況 SD14~ 16 完掘状況
働・日鴨c04淘凶炉、ー-，柚司崎、

Jト

SD13 土層断面状況 SD14 土層断面状況

-.r-
-!.-_-'~r 定

SD 1 3~ 1 5 検出状況 SD2 1~23 完掘状況
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SD16 南側検出状況

SD16 北側完掘状況

唱.::~".

図版 15 全面調査(2次) 溝状遺構 V 

SD16 北側検出状況

SD16 土層断面状況

SD16 南側完掘状況

-----‘ 

-----』ー 均値】-

，zq 
Jゐ

SD16 クランプ部分完掘状況



図版 16 全面調査(2次) 溝状遺構 VI 

ー・臥..l.

SD17・19・20 検出状況

SD19 南側 検出状況 SD17・19・20 完掘状況
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図版 18 全面調査(2次) 溝状遺構珊

SD26・27・36 検出状況

SD27 土層断面状況

SD27 完掘状況 SD25 検出状況
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SK10. 11 

SK12 

. . ， :~，.，，-.( 吋'，:::::':._"，，'1 幌、内， ， 

半栽状況

半栽状況

SK136 

図版 19 全面調査(2次) 土坑
d 

~ 

土層断面状況

SK10~12 完掘状況

SK33 半栽状況



図版20 全面調査(2次) 土坑 E 硬化面畝状遺構

SXl~ 6 検出状況

SKI0l 検出状況

畝状遺構検出状況 SKI0l 土層断面状況



図版21 全面調査(2次) 5 5 1・3 5Ul 土層断面状況

S S 1 検出状況

E14区縄文晩期土器及び炭化物出土状況

J-L8区縄文早期層土層断面状況 FGll区土層断面状況

¥ 

市立蓬原小発掘体験風景 作業風景



図版22 縄文土器 I 

12 
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図版24 弥生土器 E 
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図版25 弥生土器皿



図版26 弥生土器 N 
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図版27 土師器・内黒土師器・須恵器 I 
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図版28 須恵器 E ・石器
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また、近世と思われる道跡は、調査区全体を網羅するように検出された。
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